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親愛なるアンデッドに捧げる、弔いの聖約プロメーソ







序章　聖剣使いのアンデッド








　それは、およそ人ではなかった。

　薄暗い森の中、ホウホウと梟が招かれざる客を出迎える。

　梟の瞳に映る客人は左右に体を揺らしながら、森の奥へと進んでいく。

　それは、死してなお動く、生きる屍だ。

　———アンデッド。

　人々はそれを、そう呼んでいた。







　赤く染まった視界。混濁する意識。

　自分が何者だったのか、何もかも忘れ去ってしまった彼はそれでも歩みを止めない。

「……モル、ト……モ……ルト」

　繰り返し発する言葉の意味。それが友の名前だと今の彼にはわからない。

　ノスタリカ・オニアウスという自分の名前や、自身が聖剣使いヘルピスだったことさえも。

　ホウホウと梟が鳴く。

「見つけたぞ。ノスタリカ・オニアウス」

　梟の瞳に別の客人が映った。

　ノスタリカの行く手を阻むように立ちはだかる、白を基調とした衣服をまとう者達。その先頭に立つのは、機動性を重視した軽装の聖剣使いヘルピス。

「……やはり、アンデッド化していたか」

　哀れみの目を向けて彼女はゆっくりと聖剣を抜いた。それを見ていた後ろの聖職者エクソミール達は警戒を強める。

「これ以上、彼をさまよわせるわけにはいかない。行くぞ！」

　彼女の掛け声と共に聖職者エクソミール達は素早く動き、ノスタリカを取り囲む。そして暗闇に包まれていた森の中に眩い光が満ちる。

　浄化の光。対アンデッドにおいて最も有効な攻撃手段であり、それを受けたアンデッドは灰と化す——はずだった。

　ノスタリカを包んだ光は徐々に消えていき、暗闇が再び周囲を覆う。

「何が、起こった……？」

　彼女の視線の先には無表情のまま立ち尽くすノスタリカの姿があり、その光景を見た他の聖職者エクソミール達も同様に困惑していた。

「お前達は援護を！」

　無防備に立ち尽くすノスタリカに彼女は聖剣を構えて迫る。そして聖剣を突き出した瞬間、甲高い音が森の中に響いた。

「なん、だと……!?」

　驚愕する彼女の目に映っているのは聖剣を聖剣で受け止めるノスタリカだった。

　ただ立ち尽くしていた相手に本気の一突きが受け止められた事実に彼女は動揺を隠せなかった。

　そして虚ろな赤い瞳が動き、自分を捉えたことに彼女は気付く。身を撫でる視線を避けるように、すぐさま後ろに飛び退いた。

　僅かな首元の痛み。伝う生温かい何か。

　あと数秒、反応が遅れていたら首は落ちていただろう。

「ノスタリカ・オニアウス……」

　切っ先を掠めた首に触れた彼女は自身の認識を改めて鋭い視線を送る。

　アンデッドは通常、単調な動作しかできない存在だ。

　しかし、目の前にいる相手はそうではない。

「まるで、生きているようだ」

　彼女の言葉と聖剣を構えるノスタリカに聖職者エクソミール達は息を呑んだ。

　当初、ノスタリカは無防備だった。それは彼女達を脅威と認識していなかったからだ。けれど、今は違う。攻撃を受けたノスタリカは明確に彼女達を敵と認識し、赤い視線を送っている。

　緊迫した空気が包む中、彼女は深く呼吸をして次の手を考える。浄化の光が通用せず、生前の動きをするアンデッド。それを倒すにはどうすればいいのかを。

「……いや、聖剣で浄化するしかない」

　軽く首を振って自分に言い聞かせるように彼女は呟く。一度防がれてしまったが、首を落とすことができれば彼は灰と化すだろう。問題はそれができるかどうか。

　聖剣を握る手に力が入る。できるかどうかではなく、やるしかないのだ。今ここでノスタリカを止めなければ数多くの犠牲者が出てしまう。

「お前達は拘束術式でヤツの動きを止めろ！」

　彼女の指示を受けて聖職者エクソミール達は一斉に詠唱を始める。それと同時に彼女は動いた。

　先に動いたはずだった。

　彼女が踏み込んだ時にはまだノスタリカは聖剣を構えたまま、その場から移動していなかった。なのに——

「っ!?」

　再び聖剣が交差し、鋭い音が鳴り響く。

　一瞬だった。一度瞬きをした次の瞬間には目の前に刃が迫っていた。

「速すぎる……！」

　驚愕しながら彼女は全身を使ってノスタリカの聖剣を押し返そうとする。しかし、ノスタリカの力は尋常ではなく、まるで巨石を押しているようだった。

　詠唱が続く中、彼女は何とかノスタリカの聖剣を受け流して素早く後退し、彼の追撃よりも先に聖剣を振り下ろす。

　だが、その攻撃も受け止められ、瞬時に返される反撃にまた一歩、下げられてしまう。

「くっ！」

　そう何度も防げる一撃ではない。たったの一度でも当たれば確実に致命傷となるだろう。

　それでも、退くという選択は彼女にはなかった。

　聖剣使いヘルピスとしてアンデッドの存在を許すわけにはいかない。それが同志である聖剣使いヘルピスであればなおのこと。ノスタリカの名誉のためにもここで終わらせなければならないのだ。

　彼女の聖剣とノスタリカの聖剣が激しくぶつかり合うたびに火花が飛び、甲高い音が響く。

　集中の切れた時が死期。それをわかっているからこそ、彼女は全身の感覚を研ぎ澄ませて聖剣を振るい続ける。

　ノスタリカの動きを追い続ける彼女は瞬きを忘れ、聖剣を握る手には力が入らなくなっていく。

　早く、早く！　と彼女は詠唱の終わりを強く望んだ。

　限界が近い。反応も遅れ始め、刃が皮膚を掠めるようになってきた。

　その時。

「準備整いましたッ！」

　待ち望んだ瞬間を、聖職者エクソミールの一人が大きな声で叫ぶ。

　その声を聞いた彼女はノスタリカの攻撃を渾身の力で弾き、彼が体勢を崩したのと同時に後方へと飛び退く。

「今だ!!」

　次の瞬間、光の鎖がノスタリカへ勢いよく向かっていった。

　一本の鎖が右足に絡みつくと、拘束するように次々とノスタリカの全身にも鎖が絡みついていく。

　表情のない顔。虚ろな赤い瞳。

　全身を鎖に覆われたノスタリカに暴れる様子はなく、近付いてくる彼女をじっと見つめていた。

　彼女は同志の最期の姿を見つめ、静かに息を漏らす。

「……安らかに眠れ。ノスタリカ・オニアウス」

　別れを告げて、彼女は聖剣を振り下ろした。









第一章　アンデッド・ヴィレッジ









　そこは神聖教国パツィスモとディヴェルサ共和国の国境付近にある山道。

　滑らかな砂利の登り道は左右を木々に挟まれていて、風が吹くとカサカサと葉の擦れ合う音が耳に入る。

　自然豊かな場所。一言で言えばそんな場所だった。

　ザリザリと砂利を鳴らしながら、時には枝を踏んでパキと高い音を挟む。そして少女の「はあ、はあ……」という少し荒い息遣い。

　汗で額にくっついている金色の髪は青空から差し込む光を反射して輝きを増し、彼女の頬は薄桃色に染まっていた。

　一歩足を前に出すたびに汗が地面に落ちる。もしも今の季節が夏だったら滝のように汗が流れ出て、着ている白い聖衣は全身にべったりと張り付いていたことだろう。

「はあはあ……」と膝に手をついて荒い息をする少女、リンリア・ククシュキンは自分を置いて先を歩く背中に視線を送る。

「ちょっと……待って、くださいっ……」

「ん？　どうした？」

　足を止めて振り返ったノスタリカは不思議そうにリンリアを見つめた。

「どうした、じゃないです……。少し、休みましょうよ……もう、六時間は歩いてますよ……」

「何言ってんだ、たかが六時間だろ」

「たかがって……」

　平然と言ってのけるノスタリカに、リンリアは「私とあなたを一緒にしないでください」と言おうとしたが止めた。どうせ言っても「そりゃ一緒じゃないだろ」と返ってくるだけだ。

　だからといってこのまま歩き続けられるかというとそれも無理だ。平らに整備された舗装道ならまだしも、勾配のある砂利道。しかもここまで倒木や落石などの障害物を越えて歩いてきているおまけ付きだ。

　いくらリンリアが若くて体力に自信があっても休まず山を越えるには無理があった。

「ったく、しょうがねぇな」

　そう言ってノスタリカはリンリアのもとへ歩いていく。

「一つ目の選択肢、俺に担がれる。二つ目の選択肢、頑張って歩く。どっちがいい？」

「どうして休憩という選択肢がないのか、聞いても……？」

「俺達は先を急いでる。それが理由だ」

「………………」

　そう、二人は先を急いでいるのだ。

　旅の目的は魔剣フラインの回収及びその魔剣に支配されてしまったモルト・ミルテーロの救出。

「お前も出発前に聞いただろ。あの魔剣は斬った相手を問答無用でアンデッドに変える。こうしている間も誰かが犠牲になってるかもしれないんだ」

　ノスタリカの言うとおり、一刻も早く魔剣を回収しなければ罪のない人々がアンデッドと化してしまう。アンデッド化すれば最後、元に戻す術はない。

「それは、わかってますけど……」

「魔剣に支配されたあいつは歩く厄災だ。視界に人が入れば躊躇なく襲い掛かるだろうさ。それに、もしも村や町にあいつが行っちまったら……」

　それは考えられる最悪な事態だ。逃げ惑う人々はなす術なく、アンデッドと化すだろう。生み出されたアンデッド達は人を襲い、流行病のように被害は急速に広がっていく。

　今はまだ大規模なアンデッドの被害は報告されていない。

　だが、いつ最悪な事態になってもおかしくないのだ。

「休んでる暇なんて、俺にはないんだよ」

　静かにノスタリカはそう告げた。

　彼が先を急ぎたいのには他にも理由がある。

　元々、魔剣フラインはノスタリカとモルトが護送していた特級遺物だった。その任務中、分け入ってきた賊との戦闘の最中にモルトは護ろうとして触れた魔剣に支配され、ノスタリカはアンデッドと化した。

　だからこそ、ノスタリカは一刻も早くモルトに追いつきたかった。

「ノスタリカさん……」

　当事者である彼のことを考えれば先を急ぎたい気持ちはリンリアにもわかる。その肩に重くのしかかる責任と後悔も。

「わかりました」

　と、リンリアは手のひらで膝を押しながら、顔を上げた。

「五分休憩にしましょう」

「休むのかよ」

「ここは譲り合うべきです」

「でもな……」

　とは言ったものの、ノスタリカは額の汗を拭うリンリアを見る。

　出発してからここまで休まず歩き続けている。ノスタリカ自身は疲れを感じていないが、生者であるリンリアは違うのだろう。

　足に痛みを感じているかもしれないし、空腹を感じているのかもしれない。

　アンデッドとなり、感じなくなった疲労。それは脳の電気信号が途絶えただけで、なくなったわけではない。生前であれば見極められた限界を認識できなくなった身体では、いつか取り返しのつかない事態になる。

　時間は惜しいが、手遅れになってからでは遅いのだ。

「……五分な」

　そう言ってノスタリカは木陰へ歩いていく。

（死者が優先される方がおかしいか）

　ここで無理をさせてリンリアに倒れられても、それはそれで困る。今は足手まといでも、彼女にもれっきとした役割があるのだ、こんなでも。

「はい！　ありがとうございます！」

　リンリアはノスタリカの背中を追って木陰に向かう。

　そして、腰を下ろした彼の隣に座ろうとした、その時。

「ちょっと待て」

「え？　な、何ですか？」

　止められたことに、座っちゃ駄目なの!?　とリンリアは困惑する。

「お前、そのまま座るつもりか？」

「えっと、はい」

「はあ……」

（ため息!?）

　明らかに呆れられている。しかしリンリアにはその理由がわからない。何も思い当たることがない。

「ったく、ガルディの教育はどうなってんだ」

「え？」

　なぜかノスタリカは羽織っていた外套を脱いで、それをリンリアに差し出した。

「え、えっと、これは？」

　困惑しながらも差し出されたため、とりあえず受け取ったが、その意図がリンリアにはわからなかった。寒さを感じるほどの気温ではないし、むしろ歩き続けて暑いくらいだ。

「座るなら尻に敷いておけ」

「あ、すみません……。でも、それだとノスタリカさんの外套が」

「俺のはいいんだよ、いくら汚れようが。問題なのは聖職者エクソミールのお前だ。尻だけ汚れてる白い聖衣で歩くのはどうかと思うぞ」

「あ……」

　指摘されたリンリアは想像した。おしりだけ汚れている自分の姿を。

　なんて恥ずかしい姿か。自分はそんな醜態を晒しながら歩こうとしていたのか？　冗談じゃない。恥ずかしすぎる！　とリンリアは顔を赤くした。

「ありがとうございます……使わせてもらいます」

「おう」

　そうしてノスタリカの外套を敷いて、荷物を置いたリンリアはようやく腰を下ろした。

　自然と「ふう」と声が漏れる。

　木の葉が日の光を遮って生まれた木陰は涼しく、時折吹く風は優しく撫でるようにリンリアの髪をなびかせた。

　横目でノスタリカに視線を送ると、彼はいつの間にか仰向けに横たわっていた。

「水も飲んでおけ。あと腹が減ってるならなんか食え」

「は、はい！　……でも休憩は五分って」

「真面目ちゃんだなお前。本当に五分でいいのか？」

「あ、いえ、十分な休憩時間が取れるならその方がいいですけど。こうして休んでいる間にも誰かが被害に遭っているかもしれないって考えると……」

　それはノスタリカが言っていたことだ。休んでいる暇なんてない、一刻も早くモルトを止めなければならないと。

「なら俺がお前を担いで走るのが一番効率いいな。いくら走ってもアンデッドの俺は疲れないし、担がれてるお前も疲れないんだから」

「確かにそれはそうですけど。……仮にそうするとして、私はどう担がれるんですか？」

　そこがずっとリンリアは気になっていた。抱っこやおんぶを担ぐと表現するだろうか、と。

「肩に担ぐか、背負って紐で固定するかの二択だな」

「完全に荷物の扱いされてませんか私!?」

「じゃあ何だ。一国の姫のように扱えって？」

「そ、それは……っ」

　それはそれで恥ずかしくて嫌だ。だからといって荷物のように運ばれるのにも抵抗がある。

「う、ううう」とリンリアは頭を抱えた。どれも嫌なのに、そのどれもが先を急ぐのなら最善の選択なのだ。

「なーに本気で悩んでるんだよ」

「悩みますよ！　だって肩に担がれるか、紐で括りつけられるか、お姫様抱っこなんですよ!?」

「それは担いで走ることになったら、の話だろ。まだそうと決まったわけじゃない」

「……まあ、それはそうですけど。でも早く追いつかないといけないですし。それに、彼が今どこにいるのかもわかってないんですよ」

「いや、ある程度はわかるぞ」

「え？」

　ゆっくりと起き上がったノスタリカは、鞘に入ったままの聖剣を腰から取り外した。そしてそれを地面に立てて手を離す。

　支えを失った聖剣は自立することなく、パタリと倒れる。

「あっちだな」

　と柄頭が向いている方向をノスタリカは指差した。

「えっと……からかってます？」

　そんな原始的な方法でモルトの居場所がわかるはずない、とリンリアは冷えた眼差しをノスタリカに送る。

「おいおい、何だその目は。ちゃんとした聖剣の導きだぞ、これは」

「本当ですか？」

「まだ信じてないなその目は」

「いくら聖剣でもそんな導き方はしないと思います」

　聖剣が聖剣使いヘルピスを導いた逸話はいくつも残っていて、リンリアはそれを知っている。だが、こんな方法ではなかった。もっと誠実で、壮大で、偉大さを感じるものだ。

　こんな神頼みのような、聖剣を粗末に扱うものでは決してない。

「そうかよ。じゃあ、お前もやってみろ。何度やっても同じ結果だろうけどな」

　そう言って差し出された聖剣をリンリアは受け取り、立ち上がった。

　いくら何でも聖剣の倒れた方向が自分達の目指す場所とはならないだろう。導いてくれるのならもっと別の方法で行き先を示してくれるはずだ。

「じゃあ、やりますね」

　聖剣を地面に立てて、ゆっくりと手を離す。さっきと同じように支えがなくなった聖剣は大きく揺れて、倒れる。同じ方向に。

「え？」

　寸分の狂いなく、先ほどと同じ場所に聖剣は倒れた。

「ほらな、同じだろ」

　信じられなかったリンリアは聖剣を起こして、もう一度手を離した。今回はわざと逆方向に倒れるよう力を加えて。

　普通であればそのまま倒れるはずだったが、リンリアの目の前で起こったことは違った。

　吹いた風に押された聖剣は大きく揺れて、また同じ方向に柄頭を向けて倒れたのだ。

「そんな、まさか……」

「何度やっても結果は変わらないぞ」

　聖剣を腰に戻して、ノスタリカは言う。

「聖剣の導きだからな」

　聖剣が自分達をモルトへと導いている。それに間違いはないのだろう。三回やってすべて同じ結果になるなんて異常だ。何か特別な力が働いている。

「………………」

　目の前で起こった奇跡にリンリアは言葉を失った。

　見た目はただの剣。何も飾りがなく、武器屋の片隅にありそうな姿。けれど、それは正真正銘の聖剣で、宿る力は本物だった。

「にしてもお前、俺が無暗に歩いてると思ってたのか？」

「いや、それは……何かこう、友人であるノスタリカさんなら彼の動きを予測して、みたいな」

「あほか。予測できるわけねぇだろ」

　まだモルトが人の意識を保っていれば予測ぐらいはできたかもしれないが、魔剣に支配されている状態では、どこに向かっているのか想像すらできない。

　だからこそ、モルトの歩みの先に人がいないことを祈るしかないのだ。

「で、どうする？　休憩、まだするか？」

「そうですね……」

　リンリアは聖剣が指し示した方向を見つめて、次にノスタリカへ視線を移す。

　向かう先がわかっているのなら急ぐべきだ。だが、そうなるとリンリアはノスタリカに担がれる。荷物のように。

「………………」

　まぶたを閉じて、リンリアは深く呼吸をした。

　優先するべきことは決まっている。自分のなすべきこともわかっている。であれば。

「おぶってください」

　リンリアの答えはそれだった。

「へえ、いいのか？」

「はい、お願いします」

「んじゃ、それで行くか」

　体をぐぐぐっと縦に伸ばした後、ノスタリカはリンリアに背を向けてしゃがんだ。

　自分を待つ大きな背中をリンリアは見つめる。

　誰かに背負われるなんて孤児院以来のことで、なにより異性なんて初めての経験。今から密着すると思うとなぜか恥ずかしい。

　誰も見てないよね？　とリンリアは周囲をきょろきょろと確認する。

「まだか？」

「は、はい！　……失礼、します」

　ゆっくりとリンリアはノスタリカの首に腕を回して体を預けた。

「お、重くないですか？」

「ちゃんと食ってんのか心配になるくらいだ」

「ならよかったです」

　乗った背中はひんやりしていて、リンリアはノスタリカがアンデッドであることを改めて実感する。

　普通の人のように接しているけれど、ノスタリカは既に死んでいる。本来であれば棺の中で安らかに眠っていなければならないのだ。

「………………」

　リンリアはノスタリカの首を見つめる。そこにある金属製の首輪は、アンデッドとなったノスタリカに人の意識を取り戻させている物だ。

　首輪、そして契約ネクロメント。それが、リンリアとノスタリカを繋いでいる。

「固定するぞ」

「は、はい！」

　途中でほどけないように紐は固く結ばれる。そこまでする必要はあるのだろうか？　とリンリアは疑問に思ったが、念には念を入れているのだと解釈した。

「よいしょっと」と呟いてノスタリカは軽々と立ち上がる。そして地面に敷かれている外套をリンリアの上から羽織った。

「それじゃ行くぞ。ちゃんと掴まってろよ」

「はい！」

　言われたとおり、リンリアは恥ずかしさに唇を噛みしめながら、ぎゅっとノスタリカを掴んだ。

　ゆっくりと上半身を倒して前屈みになったノスタリカが脚に力を入れていく。その瞬間。

（あ……）とリンリアは寒気を感じ取った。

「ちょっとまっ——」

　しかし、もう遅かった。ノスタリカは勢いよく地を蹴り、全力疾走を始めていた。

　ノスタリカ・オニアウスはガルディに所属する聖剣使いヘルピスである。

　聖剣に選ばれた者は人の枠を超えた存在で、常人をはるかに上回る身体能力を持つ。

　そしてノスタリカ・オニアウスは現在、アンデッドである。

　アンデッドとは屍であるがために人体の枷が外れており、生前とは比べ物にならない力を発揮する。

　つまり、聖剣使いヘルピスのアンデッドであるノスタリカの全力疾走は想像を絶する。

「きゃああぁっ！」

　悲鳴が穏やかな山道に轟く。

　目を開けていられないほどの風圧。気がつけばリンリアは全身を使ってノスタリカにしがみついていた。

「はっはっはっ！　生きてた時より速いぞ！」

「速すぎます！　止まってくださいっ！」

「何言ってんだ、まだ走り始めたばっかだぞ」

「いいですから！　もう自分の足で歩きますから！」

　力いっぱいノスタリカにしがみつきながらリンリアは言う。けれど、一向に速度が落ちる気配はなかった。

「お」と声を漏らして、ノスタリカはにやりと笑う。

「ちょっと前見てみろ、前」

「風が凄くて目が開けられません！」

「頑張れ、根性見せろ！」

　ノスタリカがそこまで言うのだから何かが前方に見えているのだろう。一体何があるというのか。それを確認するために、リンリアは無理やりまぶたを開けた。

「……え？」

　僅かに開いたリンリアの目には何も見えなかった。何もなかったのだ。

「嘘ですよね。噓ですよね？　嘘ですよねえぇっ!?」

　先に道はなく、視界を遮る物もない。人はそれを崖と呼ぶ。

「もちろん最短距離だよな！」

「いやあああぁぁっ！」

　速度そのままにノスタリカは跳躍した。




　　　　　◆




　日が沈み始め、夕日が二人を照らす。

「まあ、今日はこんなもんだろ。山二つ越えたしな」

　リンリアを降ろしたノスタリカは平然とそう告げた。そんな彼は息が上がっておらず、汗もかいていない。

「………………」

「ん？　おーい、大丈夫か？」

　ぺたんと座り込んだままリンリアは動かず、どこか遠くを見つめていた。

「寿命が、縮まりました……」

「そんなわけあるか、ただ乗ってただけだぞ」

　ぎゅっとリンリアはノスタリカの裾を掴み、顔を左右に動かす。

「もう、やめましょう、あれ。二度と、駄目です」

「でも追うにはあれが一番——」

「駄目ですっ!!」

　凄い剣幕にノスタリカは押され、「お、おう。わかった」と答えた。

　リンリアが強く言うのには理由がある。刺激が強すぎて怖かったというのもあるが、ノスタリカが無意識のうちにアンデッドの力を強めたのが問題だった。

　首輪でアンデッドの力を封じ込めているのが現在のノスタリカであり、アンデッドの力が強くなればなるほど人の意識は薄れていく。

「わかってますか？　あなたが何をしたのか」

「え、怖がらせたことに対して怒られてる？」

「それもありますけど違います！」

「じゃあ何だよ」

　ノスタリカは自分が何かやらかしたとは思っていなかった。ただリンリアを背負って山を二つ越えただけ。少し刺激が強すぎたかもしれないが、そこまで言われるようなことではないと。

「いいですか、ノスタリカさん。今のあなたはアンデッドです。首輪を用いた契約ネクロメントによって人の意識を取り戻していますけど、アンデッドなんです」

「そんなのはわかってる」

「じゃあ、アンデッドの力を引き出していた自覚はありますか？」

　そう言われたノスタリカは走っていた時のことを思い返す。

「……ないな」

「それが問題なんですよ」

　と少し呆れた様子でリンリアは言う。

「出発前に説明されましたよね？　アンデッドの力を引き出せば引き出すほど人の意識を失ってアンデッドになるって」

「聞いたような気がしなくもないな」

「まさか、聞いてなかったんですか？　アリアーナ様が懇切丁寧に説明をしてくれていたのに？」

「何か話してたのは憶えてるけど、内容は飛んでるな」

　平然とそう言うノスタリカに「はあ」とリンリアは大きなため息をする。何でちゃんと聞いていないんだ、と。

「……わかりました。今ここで改めて説明します。ちゃんと聞いて、頭の中に入れてくださいね。そもそもノスタリカさん自身のことですからね」

　そう、この契約ネクロメントはアンデッドであるノスタリカに人の意識を取り戻させるためのものなのだ。

「まず、契約ネクロメントは首輪を用いた主従契約です。形式上、私が主でノスタリカさんが従者になります」

「おう、それは憶えてる」

「それでですね、この契約ネクロメントは私の生命力を分け与えることでノスタリカさんのアンデッドとしての力を封じています」

「うん、それも何となく憶えてる」

　微かな記憶を呼び起こしながらノスタリカは頷く。

「えっと、そうですね……わかりやすく例えると天秤です。生の皿が下がっている時は人。死の皿が下がっている時はアンデッドだと思ってください」

　そう言ってリンリアは両手を天秤に見立てて上下に動かす。

「ノスタリカさんはアンデッドですから既に生の皿が空になっているんです」

「その空の皿にお前が生命力を補充してくれてるわけか」

「はい、その認識であってます。ただ生命力は徐々に失われていくので定期的に補充をしなければなりません」

「なるほど。飯みたいなもんか」

「まあ、そんな感じです。で、ここからが重要です。ノスタリカさんは無意識のうちにアンデッドの力を引き出しました。すると死の皿が重くなってしまうんです」

　とリンリアは左右の手をそれぞれ少し上下に動かした。

　それを見て「あーそういうことか」とノスタリカは呟く。

　要するに全力疾走をした時に死の皿が重くなった。その結果、死の皿が下がって生の皿が上がったのだ。

「つまり、今の俺は少しアンデッドに寄ったってことだろ？　人の意識を失うほどじゃないにしても」

「はい。なので勝手に力を引き出されると困るんです。最悪、暴走の可能性もあるんですから」

「そう言われてもな。出そうと思って出したわけじゃないしな」

「それについては私の不注意です。まさか封じているのにも関わらず、ああも簡単に力を引き出すなんて……」

　リンリアが思っていたよりもノスタリカの力は強大で今のままだと封印は不十分。無意識のうちに力を引き出し続け、最終的に人の意識を失って暴走。捕縛される前の状態に逆戻りだ。

（もうちょっと封印を強くしないとダメかも……）

　今後のことを視野に入れながらリンリアは考える。

「なるほどな、視界がちょっと赤いのはそのせいだったのか」

　そうかそうか、とノスタリカは納得した様子で頷く。

「え……？　今何て？」

「視界が薄っすら赤いのはアンデッドに寄ったからなんだなって」

「なっ!?　何でそれを早く言わないんですか！　症状が出てるじゃないですか!!」

　実は山を一つ越えた辺りからノスタリカの視界は薄っすらと赤くなり始めていたのだ。だが、ノスタリカはそれを問題視していなかった。

「いや、そういうもんなのかなって。アンデッドだし俺」

「………………」

　リンリアは理解した。封印を強くしないとダメだこれ、と。

　自分の意思で無理やり力を引き出しているならまだしも、ノスタリカは無意識でやってしまっている。止めるように言っても、どうやって力を引き出しているのか本人さえわかっていないものを理屈で制御なんてできないのだから、こちらで制限するしかない。

「……わかりました。生命力を補充する時に封印を少し強めます」

「まあ、そうなるか」

　このままで問題ないとノスタリカは言えなかった。無意識で力を引き出す。それは自分が力の制御を行えていないことを意味する。

　聖剣使いヘルピスの力とアンデッドの力。

　その両方が合わさった力を制御できていないのはあまりにも危険だ。さすがにそれくらいはわかる。

「そういえば」とノスタリカはふと疑問に思ったことをリンリアに尋ねた。

「補充って具体的にはどうするんだ？　すぐできるなら今してくれよ」

「今ここで!?　そ、そんなことできるわけないじゃないですか!!」

　顔を真っ赤に染めるリンリアを見て、ノスタリカは首を傾げた。

「……そうか。じゃあ、できる時にしてくれ」

「わ、わかってます……わかってますよ……ちゃんと、やります」

　ノスタリカから目を逸らして、リンリアは耳まで赤くしながらごにょごにょと言う。

　さらに首を傾げるノスタリカだったが、「まあいいか」と疑問を頭の外へ追い出す。結局のところ、補充さえしてくれればどんな方法だろうと構わないのだ。

「じゃ、そろそろ行くか。日が完全に沈む前にな」

「そ、そうですね。行きましょう」

　ゆっくりと立ち上がってリンリアはノスタリカの後に続く。二人の先に見えるのは小さな村。

「ここってもうパツィスモじゃないんですよね？」

「ああ、国境は越えたからな。ディヴェルサ共和国の端だ」

「そう、なんですね」

「パツィスモから出るの初めてか？」

「はい。ガルディの任務もパツィスモ内のものしか受けたことがなかったので」

「まあ聖剣使いヘルピスじゃあるまいし、国を跨いで動くなんてないわな」

　リンリアにとって初めての国外。遊びに来ているわけではないとわかっているが、胸は勝手に高鳴る。

　特にここディヴェルサ共和国は多種多様な種族が住む国でエルフやドワーフといった人間以外の人類も住む国だ。もしかすると前に見える村は他種族が住んでいるかもしれない。そう思うとさらに胸の鼓動は速くなる。

「まずは宿を探す。そんで次は飯だ」

　歩きながらノスタリカは村に着いた後の予定を話し始める。

「他、何かあるか？」

「それで大丈夫です。それに、そういうのは私はわからないのでノスタリカさんにお任せします」

「了解」

　村に近付くにつれて夕日は沈んでいき、二人が村の入り口に着いた頃には周りは薄暗くなっていた。

「……誰もいませんね」

「見た感じ廃村じゃなさそうなんだけどな」

　村の中も外と同じように薄暗く、灯りはリンリアが持つランタンの光だけだった。

　並ぶ民家はどれも古い印象を感じさせるものだが、空き家には見えない。

　闇が濃くなっていく中、二人は村を見て回る。どこかに村人はいないか、と。しかし、全ての建物に灯りはなく、異常な静けさだけがあった。

「村の人達はどこに行ったんでしょう？　全員ってなると避難ですかね？」

　リンリアの考えは正しい。村の周辺に強力な魔物が現れれば村人達は安全な場所へ身を隠すだろう。それなら村に誰もいないことに説明がつく。

「避難か……。まあ、考えられなくもないが、確かディヴェルサのこの辺りは比較的安全で魔物の出現数もあまりない地域だったはず……」

　リンリアの意見は否定できない。けれど、ノスタリカは納得ができなかった。

「仕方ない。こうなったら泊まれそうな家使わせてもらうか」

「え、勝手にってことですか？」

「そりゃそうだよ。誰もいないんだから」

「いやいやいや！」

　とリンリアは首を左右に振って「駄目ですよ、勝手になんて」と続ける。

「じゃあどうするんだ？　あと、わかってないみたいだが休息が必要なのはお前だけだぞ」

「それは……」

　アンデッドであるノスタリカは食事をしないし、睡眠の必要もない。体を休めるという行為自体が不要。宿で一泊するのはリンリアのため。

「俺は野宿でもいいぞ。火の番も夜通しできるしな」

「ううう……」

　リンリアは唸る。

　旅立った時から野宿の覚悟はしていた。だが、目の前には家。そこにはベッドがあって、硬い地面よりも遥かに快適な睡眠が約束されるだろう。

「いや、でも勝手になんて……」

　悩み続けて答えが出せないリンリアをノスタリカは周囲を見渡しながら待った。

　周囲に人の気配はなく、民家の外観から人が手入れをしているとわかる。だからこそ異質さを感じる。

　この村で何かが起こったのは間違いないだろう。それも住人が全員いなくなるほどの出来事だ。

（そうじゃなきゃいいんだけどな……）

　無人の村。足を踏み入れた時からノスタリカはその可能性を視野に入れていた。しかし、それは最悪な事態で願わくばそうであってほしくない。

　けれど、もしもそうだったとしたら？

　モルトがこの村を通っていたとしたら？

「リンリア」

「は、はい！　何ですか？」

「お前ってどれくらいできる？」

「えっと、できるとは？」

「戦闘。どれくらい戦える？」

「え……？」

　突然の言葉にリンリアの思考は一瞬止まった。そしてノスタリカの顔を見たリンリアは言葉の意味を理解し始める。

　つまり、今それを聞いてきたということは、そういうことなのだ。

　先ほどまでとは違う意味で胸の鼓動が速まる。

「い、今の私はノスタリカさんとの契約ネクロメントに力の大半を割いているので……その、通常のアンデッドを一体倒すのが精一杯だと、思います」

「そうか」

「あ、あの……もしかして村の人達は……」

「まだ決まったわけじゃないが、モルトがここを通ってないとも言い切れない」

「………………」

　静かな村に冷たい風が吹き抜ける。

　野宿をするか勝手に家を使うか、なんて悩みはどこかへ飛んでいった。

「……ノスタリカさんはどっちがいいと思いますか？　野宿か、家を使わせてもらうか」

「まあ家の中の方が安全だろうな」

　そう言われてリンリアは確かにと思った。

　野宿をした場合、どこから襲われるかわからない。そのため、周囲を常に警戒している必要がある。それとは違い、建物の中なら警戒するべき場所が絞り込める。ドアや窓を障害物で塞いでしまえばもっと安全だ。

「……わかりました。今回は非常事態ということで、使わせてもらいましょう」

　安全面を考慮すると、やはり屋外より屋内だ。いくらノスタリカがいるとはいえ、全方位を警戒するのと、決まった場所だけを警戒するのとでは負担が違う。

「そうと決まれば今日の宿探すか」

「はい。ちょっと罪悪感がありますけど……」

「だったら出る時に手紙でも置いていけばいいんじゃないか？　家主が戻ってきた時のために」

「そう、ですね。はい、そうします」

　無人の村で一泊することが決まり、二人は歩き出した。

「どこがいいとか、希望あるか？」

「そんな贅沢なこと言えないですよ。私達は許可なく勝手に家を借りるんですから。普通に不法侵入で褒められたことじゃないですからね」

「真面目ちゃんだなぁ」

「普通です！　それに真面目なことはいいことじゃないですか！」

　そうやって会話をしながらリンリアはノスタリカがいてくれてよかった、と思った。

　こんな状況に一人で遭遇していたらきっと頭が真っ白になってしまい、何をどうすればいいのかわからなくなっていただろう。

「まったく、あなたは少しいい加減すぎます。聖剣使いヘルピスなんですから見本になるような行動をしてください。老若男女問わず、聖剣使いヘルピスは憧れや尊敬の対象なんですから」

「………………」

「って聞いてます？」

　返答をしないノスタリカに視線を向けると、彼はいつの間にか振り返っていた。そして何かを見つめている。

「ノスタリカさん……？　ノスタリカさん!?」

　何の前触れもなくノスタリカが聖剣を抜いた。

「こうなるか……」と小さくノスタリカは呟く。そんな彼の視線の先には何か動いていた。

（何か、いる……？）

　暗くてよく見えないが、何かが闇の中で動いている。

　リンリアは持っていたランタンを向けて闇を照らした。すると、闇に溶け込んで見えなかった何かが正体を現す。

「なっ!?」

　着ている衣服はボロボロで、ゆっくりとした足取りでこちらに歩いてくる。

　そんな姿を見たリンリアは反射的に駆け寄ろうとした。しかし。

　いきなり襟を掴まれ、「うっ」とリンリアはよろける。

「何するんですか！」

「お前こそ何するつもりだよ」

「助けるんですよ！　放ってなんておけません！」

「よく見てみろ」

「何を言って——」

　リンリアはもう一度視線を向けた。

　距離が近くなってきて、先ほどより鮮明に体全体が見える。

　傷だらけの腕や足。

　そして、むき出しの歯茎と虚ろな赤い瞳——

「う、そ……」

　それはアンデッドだった。

「もう手遅れだ」

　割れて中身が出てしまった卵が元に戻せないように、アンデッド化した者を元に戻す方法はない。できることは、一刻も早く安らかな眠りに導くことだけ。

「いや、だって……あれは……」

　魔剣フラインは斬った相手をアンデッドに変貌させる。

　旅立つ前、リンリアはそう説明された。

　そんな危険なものが野に解き放たれてしまったなんて大変じゃないか、と聞いた時はそう思った。旅のどこかで対峙するのだろうことも覚悟していた。

　なのに、実際に目の前にしたリンリアは動くことができなかった。あんな幼いアンデッドなんて見たことがなかった。

「マァ……マアァ……」

　とうめき声を発しながら一歩ずつ、小さなアンデッドは二人に近付いてくる。

　ノスタリカは聖剣を握り締めたまま歩き出し、自ら距離を縮める。

　そして。

「………………」

　躊躇なく、聖剣を振った。

　ばたりと頭部を失った体は倒れ、灰になっていく。

「あ、あぁ……」

　両手で口元を覆うリンリアは小さな灰の山をただ見つめる。そしてゆっくりと流れ出た涙は頬を伝って、地面に落ちていく。

　だが、それで終わりではなかった。

「……囲まれたか」

　ノスタリカは近付いてくる者達へと鋭い視線を送る。

　数は二十体前後といったところ。きっとこの村の住人だった者達だろう。

　聖剣を構えたノスタリカは視線を移す。

　そこには、へたり込んで涙を流しながら灰の山を見続けるリンリアの姿があった。

（駄目そうだな）

　到底戦えるような状態ではない。

　元より契約ネクロメントに力の大半を割いていて戦える状態ではなかったが、今の彼女は自分の力で立ち上がることすら難しいだろう。

　聖剣を鞘に戻して、ノスタリカはリンリアを抱き上げる。そして両脚に力を入れて、強く地面を蹴った。

　アンデッド達の頭上を軽々飛び越えて、ノスタリカは近くの民家に入ると、リンリアを降ろした。

　暗い室内は見通しはさほどよくないが、中にアンデッドはいないようだ。

「お前はここにいろ」

「………………」

　ノスタリカはそう言い残して、一人アンデッド達のもとへ向かう。

　後ろでバタンと音を立ててドアが閉まったのと同時に、ノスタリカは聖剣を抜いた。

「……あんた達は何も悪くない。俺があの時、モルトを止められていたらこんなことにはならなかった」

　アンデッド達は両手を伸ばしながら近寄ってくる。

「責任は俺にある。……恨むなら俺を恨んでくれ」

　柄を握る手に力が入る。

　何が聖剣使いヘルピスだ。お前のせいでこんなことになってるじゃないか、とノスタリカは自分の不甲斐なさに怒りを抱く。

　関係のない人々を巻き込んだ。

　平和を奪った。

　苦しめた。

　何をしても、どうやっても、この罪は償えない。

「今、楽にしてやるからな」

　その声がアンデッド達に届いているかはわからない。

　それでも、ノスタリカは言葉を発せずにはいられなかった。
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　どれくらい時間が経っただろうか。

　リンリアは両手で床を押して立ち上がり、よろよろと目の前にあるドアへ歩いていく。

　ゆっくりと開いたドアの先には、灰の山に囲まれたノスタリカの姿があった。

「……ノスタリカさん」

　名前を口にしたがノスタリカの視線は灰の山から動かない。じっと、まるで石像のように動かずに見続けている。

　リンリアはそんな彼のもとへ歩いていき、もう一度名前を呼んだ。

「ノスタリカさん……」

「……もう平気か？」

「はい」

「そうか」

　そう言ってノスタリカの視線は灰の山に戻る。

　彼が何を思っているのかはわからない。けれど、一つだけリンリアにはわかることがあった。

　ノスタリカは村を訪れる前よりもアンデッドに寄ってしまっている。今はまだ人の意識を保っているが、その意識は靄がかかった状態ではっきりとはしていないだろう。

「行きましょう。ノスタリカさん」

　手を握り締め、リンリアはノスタリカを連れて民家へ戻っていく。

　大きな手だった。

　そしてとても冷たかった。

　体温が下がっている冷たさではなくて、それは体温がない冷たさだ。

　もう家主が戻ってくることはない民家に灯りを点けると、家具はそのままの状態で、つい最近まで誰かが生活していたのがわかる。

「あ……」

　リンリアの手を離れ、ノスタリカは近くにあった椅子に腰を下ろした。

「ノスタリカさん、大丈夫ですか？」

「ああ……ちょっと頭が回らないけどな」

　受け答えはできている。大分アンデッドに寄っているが、まだ人間性が勝っていた。それにリンリアはほっとする。

　同時に、力になれなかったことへの後悔を込めて頭を下げる。

「すみませんでした」

　幼いアンデッドを見て戦意を喪失してしまったこと、戦いを全て任せてしまったこと。足手まといであること。

「もっと急いでいれば、こんなことには……」

　俯いたリンリアは、着ている聖衣をぎゅっと握り締める。

「別に、お前は悪くない」

「ですが、助けられたかもしれないんですよ！」

　もっと急いでいれば、出発したその時から走っていれば、ノスタリカ一人だったら、と後悔がどんどんリンリアの胸を埋めていく。

「そうかもしれない。……でも、お前が気負う必要はない。任務に失敗した……俺の責任だ。お前じゃない」

　椅子の背もたれに寄り掛かって天井を見つめながら、ノスタリカは静かにそう告げた。

「ノスタリカさん……」

　なんて自分は馬鹿なんだ、とリンリアは自分自身に嫌気がさした。

　こんなことになって彼が何も感じていないわけないじゃないか。無関係の人達を巻き込んでしまって何も思わないわけがないじゃないか。

「すみません、私……」

「謝る必要はない。お前は何も悪くない、お前も巻き込まれた側だ」

　同行すると聞いた時、ノスタリカは思った。こんな危険な任務に連れてはいけないと。

　それは足手まといだから、一人の方が楽だから、なんて理由ではない。単純にリンリアの身を案じていたのだ。

　だからこそリンリアの同行を拒否した。けれど、それはできなかった。この任務にリンリアの存在は必要不可欠で、彼女がいなければノスタリカは人の意識を保てない。

「付き合わせて……悪いな」

「そんなことっ——」

「お前はもう休め。……外は、俺が見ておく」

　ゆっくりと立ち上がったノスタリカは少しふらつきながら歩いていく。

　視界は赤く、意識には靄がかかっている。自分が何者なのかを忘れるほどではないが、思考がとても鈍い。

　そんな頭で、ノスタリカは考える。

　あれで終わりという保証はない。まだアンデッドが残っているかもしれない、と。

　ドアノブに手を掛けた瞬間、ノスタリカは背後から抱きしめられた。

「行かないでください」

「……まだ、いるかもしれない」

「今のあなたは危険域に入ってます。これ以上は駄目です」

　回された腕に力が込められていく。こんな拘束から逃れるのは簡単だ。けれど、小刻みに震えるリンリアを振り払うなんてノスタリカにはできなかった。

「生命力の補充をします。行くならその後にしてください」

「……わかった」

　そう言ってノスタリカは手をドアノブから離した。

　生命力を補充とはいうが、実際に何をするのかノスタリカは知らない。それをしなければ人の意識を失ってしまうことだけが知識としてある。

「ついてきてください」

　言われるがまま、ノスタリカは自分の手を引くリンリアの後ろを歩く。

　ランタンの灯りが廊下の壁に二人の影を作り、一歩踏み込むたびにギシギシと音を立てた。

　リンリアが立ち止まると、ノスタリカも同じように歩みを止める。

　ドアを開けて中を確認すると、そこは寝室だった。

（よかった。合ってた）

　とリンリアは内心ほっとする。そしてノスタリカの手を優しく引き、中に誘導する。

「服を脱いで……仰向けになってください」

　近くにあったテーブルにランタンを置いて、リンリアは今のノスタリカでも理解できるようにベッドを指差した。

　ノスタリカは言われたとおり服を脱ぎ始めた。

　普段の彼なら「どうして服を脱ぐんだ？」と疑問を投げかけるところだが、今のノスタリカにそこまでの思考力はなかった。

「あっ、下はいいです……上だけでお願いします」

「そうか」

　目を逸らして言うリンリアに、ノスタリカはズボンから手を離してベッドに仰向けになった。

　ベッドは少し硬く、枕も同じように硬い。

「………………」

「あの……目を閉じてください」

「目を？」

「はい。私がいいって言うまで開けないでください」

　そう言われ、じっと天井を見つめていたノスタリカはゆっくりと目を閉じた。

「………………」

　大人しく言うことを聞いてくれるノスタリカに違和感を覚えながら、リンリアは準備を始める。

　ランタンの淡い光が照らす中、頬を少し赤らめて着ている聖衣を静かに脱ぎ始めた。

　胸の鼓動が少しずつ速く強くなっていく。

　これは必要なこと、と自分に言い聞かせるようにリンリアは大きく深呼吸をする。そして腕を交差させてインナーの裾を両手で掴み、ゆっくりとたくし上げていく。

　腹部そして下着が露出し、リンリアの白い肌が露わになる。

　脱いだインナーを抱き締めたリンリアは背を向けたまま首だけを動かして、横たわるノスタリカに視線を向けた。

「………………」

　もう一度、大きくリンリアは息をする。

　これからすることは生命力の補充であってそれ以外の意味はない。頭ではわかっているのに、どうしても顔は熱を帯びていく。

　抱いていたインナーを椅子の背もたれに掛けて、リンリアは下着を外した。

　ノスタリカに言ったとおり、下を脱ぐ必要はない。上半身が露出していればいい。

　腕で胸を隠したリンリアは耳まで沸き立つ熱を感じながら、一歩ずつ横たわるノスタリカの元へ歩いていく。

　そして、ゆっくりとノスタリカに跨った。

　ノスタリカは突然感じた重さに眉を寄せて、目を開けようとする。しかし、リンリアの言葉を思い出して開けることはしなかった。

「………………」

　そんな彼をリンリアは見下ろす。

　鍛えられて引き締まった肉体。こんな至近距離で異性の体を見るのは初めてのことだが、それを見たリンリアの意識は一気に冷えていく。

　ノスタリカの胸の中心。そこには傷跡があった。

（これが魔剣の……）

　傷痕を中心に赤黒い稲妻のような模様が浮き上がっていて、一目でそれがノスタリカをアンデッドに変貌させた原因だとわかった。

　長細い傷痕。切創ではなく、刺創。

　医者ではないリンリアでも見ただけでわかる。これは致命の傷だと。

「っ……」

　心臓を一突き。それがどれほどの苦痛だったのかリンリアには想像できない。

　自然と涙が流れ出る。

（この人はこんな状態になっても戦ってるんだ。それなのに自分が悪いって……）

　リンリアはノスタリカのことをいい加減な人だと思っていた。こんな人を本当に聖剣が選んだのかと疑っていた。

　けれど、それは間違いだったと気付いた。

　鼻をすすって涙を拭う。自分のやるべきことをリンリアは改めて認識した。

「ノスタリカさん。今から生命力の補充を始めます」

「ああ、頼む」

「はい。あと、補充の他に封印を少し強めます。今のままだとアンデッドの力を十分に抑えられていないので」

　そういえばそんなことを言っていたなとノスタリカは頷く。

「強めると……どうなる？」

「その……これは私がそうしたいわけではなくて元々契約術式に組み込まれているもので、無理に力を引き出そうとすると苦痛を感じるようになります」

　痛みを与えるというわかりやすい罰だが、リンリアは個人的にそこまでしたくはない。けれど、事実としてノスタリカは力を引き出しすぎてしまっている。

「すみません。これしかないんです」

「そうか。なら、仕方ないな」

　受け答えはできているが本当に理解しているかはわからない。そんなノスタリカを見つめて、リンリアは意識がはっきりとしたらもう一度説明をすることにした。

「封印は強めますけど状況によって私が段階的に弱めていくので、問題はそんなにないと思います」

「ん……わかった」

（これも後でちゃんと話さないと）

　そしてリンリアは大きく息を吸って、ゆっくり吐き出す。

「……えと、始めますね」

「ん」

　胸を隠していた腕を離して、リンリアはノスタリカの体に自身の体を密着させる。

　肌と肌が重なり、二人は互いのことを感じ合う。

　温かくて柔らかいな、とノスタリカは思った。

　冷たくて硬いな、とリンリアは思った。

「………………」

「………………」

　ノスタリカの首元に手を伸ばしたリンリアは首輪に触れて、補充をしつつ封印の強化を始める。

「これは、いつまでこのままなんだ？」

「えっと一時間……いえ、二時間くらいかかると思います」

「そうか。二時間か……」

　すると、ノスタリカは手探りで自分の脱いだ衣服へ手を伸ばした。そして。

「え？」

「寒いだろ、二時間は」

「あ……ありがとう、ございます」

　ノスタリカの外套に上から覆われたリンリアは少し頬を染めた。

　丁度思っていたのだ。何か上に掛けておけばよかったと。

　そうして生命力の補充は続く。二人は口を開かず、ただ静かな時間が過ぎていく。

　ランタンの灯りに照らされたノスタリカの首輪を見つめて、リンリアはゆっくりとなぞる。

　そして、リンリアはノスタリカと初めて出会った時のことを思い出していた。
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　すぅー、はぁー、とリンリアは深呼吸をする。

　ここは神聖教国パツィスモの東にある、ガルディ・パツィスモ支部。リンリアが見つめるのは年季の入った立派な木製のドアだった。

　詳細な説明がない緊急の招集のためだ。

　この先にはここの支部長であり、聖女の称号を持つアリアーナ・セルトが待っている。

「………………」

　何かがおかしいのは考えるまでもなかった。去年までガルディの訓練校で学んでいた新米の聖職者エクソミールである自分が緊急の招集。どう考えても普通ではない。

　だからこそ招集の知らせを受けた時、リンリアは頭が真っ白になった。そして、今日までの自分の行いを思い返した。自分が何かしでかしたのではないか、と思ったのだ。

　けれど、心当たりは何もなかった。それもそうだろう。なにせ、リンリアが受けてきた任務のすべては新人が任される簡単な内容のもので、失敗する方が難しかったのだから。

　首を左右に振って、パンパンと頬を軽く叩く。

「よしっ」と覚悟を決めて、リンリアはドアを叩いた。

「失礼します」

　ドアの向こうから返ってくる「どうぞ」と透き通るような声にリンリアは体を強張らせながら中へと入る。

　そして、入ってすぐのところで、閉じるドアと共に一礼した。

「リンリア・ククシュキン。参上いたしました」

「こんにちは。よく来てくれましたね、リンリア」

　その声に、その姿に、リンリアは釘付けになった。

　二十代前半にも関わらず支部長に任命され、誰にでも分け隔てなく接する慈愛に満ちた女性。

　銀色に輝く長髪は窓から差し込む光を反射して煌めき、緑色の瞳はまるで宝石のよう。

　大きくて立派な木製の机。その後ろに鎮座する彼女こそ、聖女の名を持つアリアーナ・セルトだった。

「は、はい！　お呼びとあらばどこでも参ります！」

　部屋に入ったらなんて言って挨拶をするか練習をしていたのに、全部どこかへ飛んでいた。それほどまでにリンリアは緊張していた。

　そんな新米聖職者エクソミールの様子に、アリアーナは優しい笑みを浮かべる。

「ふふっ、そんなに緊張しなくてもいいんですよ。楽にしてください」

「あ、はい……」

　顔が燃えるように熱くなっていくのをリンリアは感じた。もう消えてしまいたい、そんな気持ちだった。

「………………」

　アリアーナ以外の視線を感じ、リンリアはその方向に目を向ける。そこには一人の女性が立っていた。

　金色の髪。動きやすい軽装の装備。凛々しく美しい立ち姿。腰に携える細身の聖剣。

　それらを見たリンリアは、彼女が誰なのかすぐにわかった。

　彼女の名前はノウラ・ペールマン。

　パツィスモ支部に所属する、ガルディ全体でも数少ない女性の聖剣使いヘルピスだ。

　逸話は聞いていたが本人を見るのは初めてのことで、リンリアはその格好の良さに目を奪われた。それと同時にどうしてこの場に聖剣使いヘルピスが？　と疑問を抱いた。

「あ、あのアリアーナ様。私はどうして呼ばれたのでしょうか？」

　聖女と聖剣使いヘルピス、そして自分。あり得ない組み合わせだ。

　こんな場所にいるなんて自分は場違いすぎないかとリンリアは思う。きっと他の聖職者エクソミールも同じように思うだろう。

「そうですね。どこから話しましょうか……」

　と少し悩むアリアーナに、ノウラは助言をするようにリンリアから視線を移した。

「ヤツのことから話せばいいと思いますよ」

「ノウラ……。でもそれを話してしまえば後戻りできなくなります」

「構いませんよ。彼女もガルディの一員です。それくらいの覚悟はあるでしょう」

　もちろん、二人の会話はリンリアの耳に届いている。

（後戻りできなくなるってどういうこと!?）

　何かとんでもないことになっていることだけは理解できた。だからこそ、何で自分なのかがリンリアにはわからない。

「ですが、そういうわけにはいきません」と呟いて、アリアーナはリンリアを真っ直ぐ見つめた。

「リンリア。我々ガルディがどういう存在なのかわかりますか？」

「え？　えっと、神聖教国パツィスモ、ホマーロ王国、ディヴェルサ共和国の三国が人々の平和の確保を目的として設立した国際組織です」

「はい、そうですね。そして主な活動内容は魔物の討伐や遺跡調査。発掘された遺物の管理と保管。危険な遺物であれば封印という処置をします」

　どうして今更そんなことを？　とリンリアは疑問に思う。誰もが知る一般常識なのに、と。

　その疑問に答えるように、アリアーナは続ける。

「では質問です。強大な力を持つ魔剣が発見されました。我々はそれをどうするべきですか？」

　——魔剣。

　聖剣と呼ばれる遺物があるように、魔剣と呼ばれる遺物も存在する。どちらも人知を超えた力を宿しているが、言うなれば光と闇、聖と邪、善と悪。それほどの違いがある。

「災厄をもたらし、人々の平和を乱すものであれば回収して、悪用されないように封印するのが私達の使命だと思います」

「そうですね。それこそ私達の使命です」

　アリアーナは満足したように頷く。

「本題に入ってもよさそうですね」

　その直後、彼女の雰囲気が変わり、室内の空気が一気に張り詰める。

「っ……」

　上から押さえつけられているような感覚にリンリアは襲われ、聖衣の裾を強く握り締める。

　息苦しくて、心臓の鼓動が速くなっていく。

　全身を強張らせて硬直したリンリアに、笑みを消したアリアーナは告げた。

「リンリア・ククシュキン。あなたに魔剣の回収をしてほしいのです」

「え……」

　魔剣の回収。

　その言葉が頭の中で繰り返される。聞き間違いではない。

　アリアーナの表情から察するに、冗談を言っているわけでもない。

「いや、あの……わ、私のような未熟な聖職者エクソミールに魔剣の回収なんて……」

　いつかはそういう任務を受ける日が来るだろう。だが、あまりにも早すぎる。

　本来であれば、もっと経験豊富な聖職者エクソミールが請け負う任務のはずだ。危険度が高く、失敗は死に直結する。自分だけならまだいいが、最悪の場合は周囲を巻き込む大惨事となる。

　過去にそういう事故が起こっているのをリンリアは知っている。だからこそ新米の自分が抜擢された意味がわからない。

「ええ、それはわかってます。あなた一人で回収をするのではなく、同行してほしいのです」

「同行、ですか」

　つまり誰かと一緒に任務を受けるということ。

　ちらり、とリンリアはノウラに視線を向けた。

「先に言っておく。私じゃないぞ」

「あ、はい……すみません」

　じゃあ何でいるの？　と思ったがそんなこと言えるわけがなかった。

「既に同行者は決まっているのですが、その前に」

　とアリアーナは金属製の首輪を机の上に置く。

「これが何かわかりますか？」

「それは……確か魔物を使役できる《服従の首輪》という遺物です」

　訓練校で教わった遺物の一つだ。

　遺跡で発掘されたその首輪には主従関係を結ぶ力が宿っていて、人間が魔物を使役できるようになる。現代の技術力では再現ができない代物。

「ええ、正解です。では契約ネクロメントについては知っていますか？」

「ヴィクター・クロウリーがその首輪と死霊術を用いてアンデッドの使役を可能にした、と教わりました。ただ、首輪の数の問題もあって普及はしなかったと」

　うんうん、とアリアーナは頷く。

「必要な知識は持っているようですね。合格です」

「は、はい。ありがとうございます」

　合格という言葉にリンリアは冷や汗をかいた。まさか今の問答は試験の類だったなんて。

「では、行きましょうか。彼の元に」

　そう言って首輪を手に持ち、アリアーナは席を立った。

「行く？　彼？」

　状況が理解できていないリンリアは思考を巡らせて整理する。

　まず、自分は魔剣の回収の任務を受けた。

　二つ目、その任務には同行者がいる。

　三つ目、首輪と契約ネクロメントの知識があるかどうか確かめられた。

　四つ目、今からそれらに関わりがあるのだろう彼・の元へ向かう。

「……まさか」

　それらは全て一つのことで説明ができてしまう。

　そう、任務の同行者がアンデッドであれば。

「どうしました？　行きますよ？」

　立ち止まって動かないリンリアを不思議そうに見つめてアリアーナは告げる。

「は、はい……すみません……」

　混乱しないわけがなかった。

　アンデッドと一緒に魔剣の回収をする。そんな任務、聞いたことがない。

　そもそも自分のような経験の浅い聖職者エクソミールにアンデッドが本当に使役できるのか？　と、いろんな思考が止まらない。

「ヤツは君の知るアンデッドじゃない。覚悟しておくといい」

　リンリアの肩に優しく手を置いたノウラは、そう言い残して先に行ってしまった。

（もしかして……危ないから立ち会ってくれてるの？）

　それなら聖剣使いヘルピスである彼女がいることに納得ができる。一度そう思ったら、そうとしか考えられない。

「………………」

　血の気が引くとはこのことを言うんだろうな、と先を歩く二人を追いながらリンリアは思った。

　足が重くて心臓の鼓動も早い。見慣れた廊下なのにいつもより長く感じる。

　それでもリンリアは歩いていく。

　廊下を進み、階段を下り、また廊下を進む。

　そうして歩いていくうちに、リンリアは周りをきょろきょろと見始めた。

　普段通らない廊下や階段。そして立ち入りが制限されている区画の中。入ったことのない場所に、自然と視線が向いてしまう。

「こちらから地下に向かいます」

　アリアーナの前にあるのは普通のドア。支部内の各部屋に使用されているものと同じ形状のものだった。

　地下なんてあったっけ、とリンリアは首を傾げる。

　聖職者エクソミールになって間もない頃、先輩聖職者エクソミールに連れられて支部内を見て回ったことがある。その時は地下について何も教わらず、支給された支部内を示す地図にも書かれていなかった。

　けれど、アリアーナが開けたドアの先は、確かに部屋ではなく下へ続く階段だった。

「少し暗いので足元に気を付けてください」

　地下へと続く階段の壁には淡い光を放つ石がはめ込まれており、辛うじて足元が見える。

　先を行くアリアーナにぶつからないよう間隔を保ちながらリンリアも階段を下っていく。ゆっくりと転ばないように。

　カツン、カツン、と足音が響き、漂う空気はひんやりしている。

　この先に彼・がいる。でも、どうしてこんな所に？　とリンリアは疑問に思う。

「少し待っていてください。この先に行くには鍵を開ける必要があるので」

　階段を下りきった先には頑丈そうな扉が待ち構えていた。物理的な鍵以外にも扉には魔術式が仕掛けられていて、二つの鍵を開けなければ先に進めない作りになっていた。

（凄い……）

　解錠するアリアーナと、扉に仕掛けられた複雑な魔術式をリンリアは見つめる。

　見たことのない式が何重にも複雑に絡み合って鍵の役割をしており、アリアーナはそれを当然のように解いていく。

　そしてガゴンッと鈍い音が鳴り、扉はゆっくりと開いた。

「では、行きましょう」

　無言で頷き、リンリアはアリアーナについていく。そして三人が扉を完全に通り過ぎると、ガゴンッと再び鈍い音がした。

「え？」

「勝手に閉まる作りになっている、気にしなくていい」

「あ、はい。すみません……」

　反射的に後ろを振り返ったリンリアはノウラと目が合う。全く動じていない様子から察するに、彼女はここに来たことがあるのだろう。

「それにしても、地下にこんな所があったなんて知りませんでした」

「無理もありません。ここは立ち入りが制限されている場所ですから」

　支部長であるアリアーナと限られた者だけが入ることを許された地下施設。その存在はガルディに属する者にも隠されていて、ほとんどの者はリンリアのように存在すら知らない。

　たとえ知っていたとしても中に入ることは困難であり、不法に侵入することはネズミでも不可能だろう。

「着きました」

　通路を抜けた先。地下牢になっているそこには、中で何者かが捕らえられていた。

「あれが……」

　リンリアの視線は彼・に向けられる。

　全身を拘束具に覆われ、静かに牢の中心でじっとしている彼・。

「彼の名前はノスタリカ・オニアウス。ホマーロ支部所属の聖剣使いヘルピスです」

「え、聖剣使いヘルピス？」

　もう一度、リンリアは彼——ノスタリカに視線を向ける。

　聖剣使いヘルピスがアンデッドになっている。その事実がリンリアには信じられなかった。

　聖剣使いヘルピスとは選ばれし者であり、人々の平和を守る存在。それが生者を襲うアンデッドになるなんてあり得るのだろうか。

「彼は特殊なアンデッドなのです。死後にアンデッド化したのではなく、魔剣の力によってアンデッドと化してしまった……」

　哀れみがこもった声音でアリアーナは告げる。そして、どうして彼がアンデッドになってしまったのかを話し始めた。

「彼はモルト・ミルテーロという聖剣使いヘルピスと共にホマーロ支部からパツィスモ支部に魔剣を護送していました。けれど、彼らは到着予定日を過ぎても現れなかった」

「魔剣……」

「護送していたのは魔剣フライン。切った相手をアンデッドに変貌させる力を宿す邪悪な剣です。その存在はあまりにも危険だったために存在自体を秘匿し、秘密裏に封印する予定でした。ですが……」

「結果は任務失敗。ノスタリカ・オニアウスはアンデッド化し、モルト・ミルテーロは魔剣と共に姿を消した」

　とアリアーナの言葉にノウラが続けた。

「そんな……」

　口元に手を当てて、リンリアはノスタリカを見つめる。

「もちろん、捜索隊を出しました。そして見つかったのはアンデッド化したノスタリカだけ……。肝心の魔剣を持つモルトは今も足取りが掴めていない状況なのです」

　リンリアは言葉を失っていた。

　魔剣の回収任務と聞かされていたが、それどころではない。

　聖剣使いヘルピス二人による護送任務の失敗。そしてアンデッド化と魔剣の紛失。ガルディの長い歴史の中でもここまでの失態はそうないだろう。

「リンリア。改めて言います。あなたには彼と共に魔剣の回収をしてほしいのです」

　無理だと思った。自分には荷が重すぎる、と。

　そもそも、いくら聖剣使いヘルピスとはいえ、今の彼はアンデッド。視界に生者が入れば躊躇なく襲い掛かる存在だ。そんな彼と二人でなんて無茶苦茶ではないだろうか。

「ごめんなさい。突然色々言われて混乱していますよね」

「い、いえ……その……」

　責務の重さと自身の未熟さ。それらは釣り合っていない。だからこそ、リンリアは困惑する。どうして自分なのか、と。

　アリアーナが何を見出して自分を抜擢したのか。何を求めて、何を望んでいるのか。それがわからない。

　もっと他に適任者がいるはずだとリンリアは思い、視線を一瞬動かして彼女を見る。それこそ経験や実績のあるノウラが選ばれるべきだと。

「どうして、アンデッドである彼がここにいるのかわかりますか？」

「え、えと……聖剣使いヘルピス、だからですか？」

「それもありますね。ですが違います。最初に言いましたよね、彼は特殊なアンデッドだと」

　そう言ってアリアーナは牢の中を指差す。リンリアがそれを辿っていくと、そこには一振りの剣が置かれていた。

「聖剣エアレイズ。アンデッド化した今もその守護は続いているのです」

「そんな、まさか」

「事実ですよ。ですよね？」

　とアリアーナはノウラに視線を送る。

　少し不機嫌そうに眉を寄せて、ノウラはノスタリカに鋭い視線を送り「ええ」と答えた。

「聖剣に守られている彼に浄化の光は効きません。直接聖剣で浄化することもできませんでした。……それらを踏まえて私は思うのです。聖剣が彼を導いていると」

「聖剣が……？」

「はい。彼にはまだやるべきことがある。だからこそアンデッドとなった今も聖剣は彼に力を与え続けている。それに、気付いていますか？　私達がここに来てから彼は一度も襲い掛かろうとしていないことに」

「あ……」

　そう、ノスタリカは目の前に生者が現れたにもかかわらず、襲い掛かる素振りすらしていないのだ。これが一般的なアンデッドであればそうはいかない。

「彼は……ノスタリカ・オニアウスはアンデッドになった今も聖剣使いヘルピスなのです」

「………………」

　リンリアはノスタリカに視線を送る。

　拘束具で全身を覆われ、自由を奪われた姿。瞳は赤くて虚ろ。表情はなく、ただ空くうを見つめている。

　目を逸らしたくなるほど痛ましい姿になっても背負った責務を放棄せず、成し遂げようとする彼の強靭な意志。自分が何者なのかさえ忘れているはずなのに、彼はアンデッドとなった今も聖剣使いヘルピスとして在り続けている。

　その意志に聖剣は応えた。彼にはまだやらなければならないことがあると。

　であれば、その意志をガルディは、今を生きる者達は、汲まなければならない。その術があるのだから。

「これを使えば彼は人の意識を取り戻すことができます」

　差し出された首輪をリンリアは受け取る。

　首輪を用いた契約ネクロメント。ヴィクター・クロウリーが開発した術式。

　それを使えばノスタリカは人の意識を取り戻すことができる。

　けれど。

「どうして、私なのでしょうか……」

　それは単純な疑問だ。自分より優れた聖職者エクソミールは山ほどいる。なのに、どうして自分なのか。

「誰でもいい、というわけではありません。この契約ネクロメントには適性がいるのです」

「その適性が私にはあると？」

「はい、そのとおりです。……確かに適性だけを見れば他にも該当する者はいます。けれど、他の者では駄目なのです。該当者の中で最も若いあなたでなければいけないのです」

　その若さこそ、リンリアが選ばれた理由だった。

　ヴィクター・クロウリーが開発した術式は術者の精神を対象と首輪を用いて繋ぎ、その繋がりを利用して生命力を分け与え、擬似的な生を与えるもの。つまり術者には生命力が求められる。年老いた者よりもリンリアのような若者の方が契約ネクロメントは安定し、安全に運用できるのだ。

「彼の力は絶大で、抑え込むには大量の生命力を必要とします。だからこそ若くて生命力の溢れるあなたが選ばれたのです」

　他に任せられるのならアリアーナは最初からそうしている。それでもリンリアに白羽の矢が立ったのは、彼女が最も若かった・・・・からだ。

「………………」

　目を閉じて、リンリアは服の胸元をぎゅっと強く握り締めて自問する。

　自分は何のためにここにいる？

　ガルディの聖職者エクソミールになったのは何のため？

　今まで積み重ねてきた努力は何をするためのもの？

　その答えはただ一つ。

　人々の平和を守るため。

　深呼吸をしてリンリアはまぶたを開けた。もうその瞳には迷いはなかった。

「アリアーナ様。私は未熟な若輩者です。ですが、そんな私でもガルディの一員。やるべきことは理解しています」

　頷いたアリアーナは牢の鍵を開ける。そして「中へ」と静かに告げる。

　首輪を握り締めてリンリアは牢の中へ入っていく。

　ひんやりしていて、薄暗い牢の中を進み、リンリアはノスタリカの前に立つ。

「っ……」

　足は小刻みに震え、首輪を持つ手に力が込められる。

　自分の姿を捉える彼の虚ろな赤い瞳に、リンリアは臆することなく、その瞳を見つめ返す。

「モ、ル……ト……」

　掠れた声。ここのような静かな場所でなければ聞き取れなかったであろう、彼の発した言葉。それは紛れもなく、共に護送任務をしていたモルト・ミルテーロの名前だ。

「あなたは……」

　生者を襲わない、聖剣の守護が続くアンデッド。さまよっているところを捕縛された彼は探していたのだ。魔剣と共に姿を消した友を。

「あなたにはまだやるべきことがある。そのお手伝いを私にさせてください。そして私に力を貸してください」

　そう言って、リンリアはノスタリカに首輪をつけた。

　これがリンリアとノスタリカの出会い。

　その後、ノスタリカは人の意識を取り戻し、事情聴取や身体検査が行われた。

　そして契約ネクロメントを締結してから五日後、二人はパツィスモ支部を旅立った。




　　　　　◆




　生命力の補充を始めてから二時間ほど経った頃。

「なぁ、もう二時間経ってないか？　まだ補充するのか？」

　目を閉じたままノスタリカはリンリアに問いかける。けれど、どういうわけか返答がない。

「なあ、おい」

「………………」

「お前、まさかだよな」

　目を閉じるよう言われていたが事情が事情だったためにノスタリカはまぶたを開けた。そしてため息を吐く。

「寝てんのかよ……」

　すぅ、すぅ、と可愛らしい寝息を立ててリンリアは眠っていた。

「よくもまあアンデッドの上で寝れるもんだ」

　図太いというか、肝が据わっているというか。

「……少し無理させすぎたか」

　生きているリンリアは疲労が溜まる。それは肉体だけではなく、心もだ。

　その上で生命力の補充も行っている。今日一日の出来事を考えれば疲れて眠ってしまうのも無理はない。

　ちらりとノスタリカは視線を窓の外へ向けた。

　まだ外は暗く、朝になるまでそれなりに時間がある。

「朝まで……か」

　とノスタリカは呟きつつ、「いや、それはさすがにな」と胸上のリンリアを見つめた。

　朝まで上裸の少女の下で過ごすというわけにはいかないだろう。ノスタリカが生きていれば眠るという選択肢もあったが、アンデッドは眠らない。ずっと意識を保ったままだ。

「ったく」

　右手を優しくリンリアの背中に回して、互いの体の位置を入れ替える。ノスタリカが上に、リンリアが下に。

　無防備なリンリア。その寝顔には幼さが残っていて、大人になりきれていない印象を受ける。きっとこれからいろんな経験をして大人になっていくのだろう。

　そんな彼女に布団を掛けてノスタリカは部屋を出る。

　頭の靄は晴れ、視界も赤くない。生命力の補充はちゃんとできているようだった。

「……モルト」

　外に出たノスタリカは灰の山を見つめながら、友の名を口にした。

　いつかはこうして被害が出てしまうとわかっていた。けれど、モルトならと心のどこかで思っていた。

「意識はもうないだろうな」

　夜空を見上げてノスタリカは呟く。星々が輝き、半分の月が闇を照らす。

　吹いた夜風に乗って灰はどこかへ飛んでいった。

　それは名前を知らない誰かで、この村で平穏に過ごしていた誰かだ。

　明日が来ると誰もが思っていただろう。いつものように、代わり映えしない日常が訪れると。

　でも、そうはならなかった。

　魔剣を持ったモルトが現れて、日常が崩れ去った。そして村にはアンデッドだけが残った。

「にしても、強かったな」

　通常のアンデッドとは比べ物にならないほど、村のアンデッド達は強かった。どういう理屈でそうなっているのかは正確にはわからないが、ノスタリカは魔剣の力が上乗せされていると結論付けた。

　そうなると、やはりあの魔剣は危険すぎる。

　今回は村人だったが、戦闘訓練を受けた者がアンデッド化していたらどうなっていたことか。

「モルトも……」

　アンデッドがあれほど強化されるのだから、所有者も同様に力を増大させていると考えていい。問題はそんなモルトを倒せるかどうか。

　自分にモルトを倒すことができるだろうか。そうノスタリカは自問する。

　モルトとは何度も試合や模擬戦をして剣を交えたことがある。ノスタリカの勝率は四割で負け越していた。

　聖剣を抜いて、ノスタリカは刀身を見つめる。

　聖剣エアレイズ。元々モルトが所有していた聖剣。

「救いの剣か……」

　それがエアレイズの異名。救わんとする想いに応え、所有者に力を授ける聖剣。どういうわけか、いつの間にかエアレイズの守護はモルトからノスタリカに代わっていた。

　ノスタリカ自身にもその理由はわからないが、モルトを救いたいという想いに応えてくれたのかもしれない。そしてエアレイズもモルトを救いたいのかもしれない。

　目的の一致や利害の一致。それらの結果が今のノスタリカとエアレイズの関係。

「頼むぜエアレイズ。お前のご主人様を助けるためにな」

　もちろん言葉なんて返ってこない。それはノスタリカの独り言。けれど、その瞬間、刀身がきらりと光った。月の光を反射しただけと言えばそこまでだが、ノスタリカにはエアレイズが返事をしたように思えた。

　ははっと笑い、「頼もしいな」とノスタリカは呟いてエアレイズを鞘に戻した。

　まだ夜は明けない。

　警戒はしていたが周囲にアンデッドの気配はなく、静寂が村を包み込んでいる。

「さーて、一晩何すっかなー」

　リンリアを置いていくことはできず、出発は明日。

　それまでの間、ノスタリカにはやることがなかった。
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「ん……」

　窓から差し込む朝日に眉を寄せて、リンリアは体を起こした。

「朝？」

　窓の外は明るく、鳥のさえずりが聞こえてくる。

「………………」

　寝ぼけているリンリアはあくびをして目を擦る。何か涼しいなと思いながら。

「……んっ!?」

　バッと反射的に衣服を何も身に付けていない上半身を布団で隠した。そして次第に頭が冴えてくる。

「………………」

　昨日のことを思い出したリンリアの顔はどんどん赤く染まり、熱くなっていく。

　悶えた。顔を両手で隠して、ベッドの上で足をバタバタと動かして。それはもう盛大に。

（寝た!?　あんな状況で!?　ノスタリカさんの上で!?　裸で!?）

　もう体から炎が出る勢いだった。

（ありえないありえないありえないありえないっ！）

　自分自身が信じられなかった。

　恥ずかしいなんて感情を遥かに超える羞恥心だった。

　ピタッと動きを止めて、リンリアは周囲を見渡す。

　部屋の中にノスタリカの姿はない。そして再び悶え始める。

　リンリアが眠った後にノスタリカは部屋を出た。つまり、見られた可能性がある。

「んんんっ！」

　とリンリアは右手でベッドを叩く。バンバンッと。

　そしてベッドの上で膝を抱いて座り、「はあああぁぁぁ」と大きなため息をついた。

　しばらくそのままの体勢でリンリアは沈黙する。

「……いい匂い？」

　ほのかに香るその匂いにリンリアは埋めていた顔を上げる。そしてぐぅっとお腹が鳴った。

　昨日はいろんなことが起こりすぎてリンリアは食事をせずに一夜を明かしてしまっている。そんな彼女のお腹が減るのは当然だった。

「………………」

　聖衣に身を包んだリンリアは部屋を出た。漂う香ばしい匂いに誘われて、廊下を進んでいく。

「あ、ノスタリカさん……」

　リンリアの視界に入ったのは厨房で何か料理を作っているノスタリカの後ろ姿だった。

「ん？　ああ、起きたのか。もう少しでできるから座って待っててくれ」

「は、はい」

　言われるがままリンリアは椅子に座り、ノスタリカに視線を送る。

　手際よく、流れるように動く姿。

　そんなノスタリカを見つめて、リンリアは料理できたんだ……、と内心思った。

　そして。

「ほれ、できたぞ」

　とノスタリカはテーブルに皿を並べていく。

　バターが塗られたパンに焼いたベーコンと目玉焼き、それからキャベツを使ったスープ。

　食欲をそそる美味しそうな匂いがリンリアの肺を満たしていく。

「冷めないうちに食べな」

「あ、はい。いただきます」

　向かいの椅子に座ったノスタリカだったが、その前には何も置かれていない。

「あの……」

「ん？」

「ノスタリカさんの朝食は？」

　何言ってんだこいつ、と言いたげな顔をして「ないけど」とノスタリカは答えた。

「あ……そうですよね、すみません」

　アンデッドであるノスタリカに食事は不要。むしろ食べてしまうと消化できず、食べ物が体内で腐ってしまう。

「いただきます」

　と改めてリンリアは言う。そして一口パンをかじった。

　バターの風味が口に広がる。そしてベーコン、目玉焼き、スープ。それらを順番に口に運ぶ。

　もぐもぐ、ごくん、もぐもぐ、ごくん、とリンリアの手と口は止まらない。

「なぁ、食べながら聞いてくれ」

　リスのように頬を膨らませるリンリアを見ながら、ノスタリカは告げる。

「この後の予定だが。一旦、ガルディのディヴェルサ支部に寄ろうと思う」

「ふぁい」

「村の報告がてら装備を整え直す」

「ふぁい、ふぁふぁりふぁひあ」

「……確かに食べながらとは言ったけどよ。そんなに頬張らなくてもよくないか？」

　口をパンパンにしながらもぐもぐ食べるリンリアに、ノスタリカは呆れながら言った。

　ごっくんと口の中の物を飲み込んでリンリアは視線を逸らす。そして。

「その……つい、美味しくて」

「そこまでの料理じゃないだろうよ。世の中にはもっと美味い食い物なんて山ほどあるぞ」

　ノスタリカ的にこの朝食はあった食材を特に考えずに調理したもので、特別凝ったものではない。普通の朝食だ。

「そうかもしれませんけど、美味しいですよ、すごく。だからちょっと意外でした。ノスタリカさんって料理できたんですね」

「料理くらい誰でもできんだろ。焼く、煮る、蒸す。そんで味を付ける。それだけだ」

（……それが難しいんだけどなぁ）

　とリンリアはもぐもぐする。

「それに、料理は聖剣使いヘルピスの必須技能の一つだぞ。飯がない時は現地調達しなきゃいけないし、料理人が同行してるわけじゃないから自分で作らなきゃいけない。野宿する時は山菜採ったり、魚釣ったり、猪とか狩ったりな」

「なるほど」

　言われてみればそうだなとリンリアは納得する。

　国を跨いで活動をする聖剣使いヘルピスにはそういう技能が求められる。自然の中で、己のみで生き抜いていく力が。

「それでも美味しいですよ。同じ食材を使っても、私じゃこんなに美味しいものは作れません」

「そりゃ経験の差だろ。俺だって最初からできたわけじゃない。まあ、あとは怒りだな」

「い、怒り？」

　さすがにリンリアの手は止まり、視線がノスタリカに向けられる。

「ガルディで支給される飯って食ったことあるか？」

「支給……あ、携帯食料ですか？　それなら食べたことありますよ。美味しくは、ないですね」

「そう、それだよそれ。あの不味いヤツ」

「でも、あれってわざと美味しくない味にしてるって聞きましたよ。嗜好品として消費しないためとか、最後の最後に節約しながら食べるためとか」

「そんなん知るかよ。あんな不味いもん配りやがって、ふざけんな」

「あー」とリンリアは納得する。

　怒りとは、携帯食料の味に対しての怒りだったのか。

「だから俺は自分で作って食ってた。そうすると自然に腕が上がってくんだよ」

「作るということは、調理道具を持参してたってことですか？」

「道具は持ってなかったけど、調味料は少し持ってたな。塩とか」

　そういう聖剣使いヘルピスもいるのかとリンリアは驚き、同時に他の聖剣使いヘルピスがどうしているのか気になった。

（ノウラさんはどうしてるのかな？　食べられて栄養があれば味なんてどうでもいいって言いそうだけど）

　そんなことを考えながら、もぐもぐと再び手と口を動かす。

　すると、ふと疑問がリンリアの脳裏に浮かんだ。

「あの、魚とか猪とか何で捌いてたんですか？」

　料理道具は持ち歩いていなかったのなら包丁は持っていないはず。やはりナイフを持参していたのだろうか。

「普通に聖剣これでやってたぞ」

「……え？」

　思考が停止する。

（聖剣で？　え、そこにあるそれって聖剣、だよね？　……聖剣で!?）

「聖剣で捌いてたんですか!?」

「だからそう言ってんだろ」

「………………」

　開いた口が塞がらなかった。

　リンリアは想像する。魚を聖剣で捌くノスタリカの姿を。猪を聖剣で捌くノスタリカの姿を。そして彼はきっと手際がいい。

「はあああぁぁぁ」と大きなため息が自然と出る。

　聖剣使いヘルピスとは人々の平和を守る存在で聖剣とは人類の宝だ。なのに、ノスタリカの行いは聖剣使いヘルピスにあるまじき行為。聖剣で料理をするなんて聞いたことがない。

「怒られますよ。というか怒られてください」

「はあ？　何で俺が怒られなきゃいけないんだよ」

「聖剣はそんな用途で使っていいものじゃありません」

「飯を作る、それは命を繋ぐ行為だ。それに聖剣を使っちゃいけないなんて誰が決めた？　それとも餓死しろってか？」

「そ、それは……」

　リンリアは必死に返す言葉を探す。

　わかっているのだ、ここで言い負かされてはいけないと。

「確かにそうかもしれませんけど、用途が違います。聖剣には聖剣の使い方があって、魚や肉を切るための刃じゃないんです」

「切れ味はいいし、殺菌効果もあるのにか？」

「え、殺菌できるんですか？」

「できるぞ、しかも味が良くなる」

「………………」

　そんな話聞いたことがない、と言いたげな眼差しをリンリアは向ける。

　しかし、ノスタリカはそれもわかっていたと言わんばかりにため息で返してくる。

「またその目か。信じてないんだな、聖剣を」

「聖剣を信じてないわけじゃありません。あなたの言葉を疑ってるんです」

「俺だって最初は疑ったさ。でもな何度も検証して導き出した結果だ。何だったら毒も消せるぞ」

「え、毒ですか？　というか、何で毒のあるものを食べようと思ったんですか？」

　リンリアの言葉は正しい。毒があるとわかっていて、なぜそれを食べようと思ったのか。普通の人間であればそんな考えには至らない。

「お前も知ってるだろ。聖剣の刃には解毒作用がある。だったら毒キノコとかそういうのも解毒できるんじゃね？　って思ってやったらできた」

「………………」

　聖剣の刃は毒を打ち消す。それは事実であり、ガルディに属する者ならば誰もが知っている知識だ。

　だが、それを毒キノコに使おうなんて誰も思いつかなかった。ただ一人を除いて。

「それが事実であれば大発見ですよ。ガルディには報告したんですか？」

「いや、してない」

「……それはどうして？」

「怒られるだろ、そんなことに聖剣を使うな！　って」

「………………」

　もう言葉が出なかった。

（怒られるとわかってて何でするのかな……）

　やはり、ノスタリカ・オニアウスという人間は模範的な聖剣使いヘルピスから離れた位置にいる。リンリアはそう再認識した。

「ほら、そんなことより早く食え。出発はお前の準備ができ次第なんだぞ」

「！」

　止めていた手と口を動かし始め、リンリアは残りの朝食を食べ進める。

「ここからディヴェルサ支部までは……まあ、夜には着くだろ。最悪担げばいいしな」

「ふぁふぇふぇすっ！」

「……わかったから黙って食え」

　もぐもぐ、ごくん、もぐもぐ、ごくん、と食べ続けるリンリアを見て、そのうちテーブルマナーを教えないと駄目だな、とノスタリカは苦笑した。
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　食事の後、すぐにリンリアは出発の準備を始めた。

　荷物をまとめて、ベッドを整える。

　もう家主が使うことはないベッドは、使ったままの状態でも誰かに咎められることはない。それでもリンリアは綺麗に整えてから部屋を後にした。

「お待たせしました」

　外で待っていたノスタリカに一言そう告げて、リンリアは隣に立った。

　二人の向かう先はガルディのディヴェルサ支部。

「でも、本当にいいんですか？　支部に立ち寄って」

「本当なら一直線でモルトを追いたいさ」

　それがノスタリカの本音だ。真っ直ぐ一直線で止まることなく後を追いたい。けれど、村が一つ滅んだこと。モルトが人を襲っていることを報告しないわけにはいかなかった。

「村が一つ滅んだ。それはとても大きい被害だ。そして、被害はこれから増えていく」

「………………」

「魔剣の存在を隠すために俺達は秘密裏に動いていたが、もうそんなこと言える事態じゃない。他の聖剣使いヘルピスや聖職者エクソミールも動かさないといけない」

　リンリアは振り返る。

　誰もいない、誰かが住んでいた痕跡だけが残る静かな村。

　小さな墓標でも立てればよかったと惜しむ気持ちを残し、リンリアは前を見据えた。

「俺達はモルトを追う。他の連中には魔剣で生み出されたアンデッドの対処をしてもらう」

「……そうですね。私達だけでは手が足りませんから」

　アンデッドを退治することもガルディに属する者としては大事な仕事だが、それ以上に優先しなければならないことがある。リンリアとノスタリカの目的は魔剣の回収であり、アンデッド退治ではない。

「魔剣のアンデッドアンデッド・フライン」

「ん？　何だそれ？」

「いえ、前から考えてたんです。通常のアンデッドと魔剣のアンデッドを区別できるように名前が必要かなって」

「あー、それで魔剣のアンデッドアンデッド・フラインか。いいと思うぞ、わかりやすくて」

　両者は同じアンデッドだが、天と地以上の差が存在する。であれば、区別できた方が何かと都合がいいだろう。

「じゃ、行くか」

「はい」

　そうして二人は歩き出す。無人の村に二人を見送る者はいない。










第二章　聖杖と聖衣









「いやー、まさかだったな」

「………………」

「出発したその日の夜に着くと思ってたんだけどなー」

「………………」

「遭難するなんてな。はっはっはっ」

「笑い事じゃないですよ！」

　笑うノスタリカにリンリアは爆発する。

「本当に！　本当に！　もう——馬鹿っ!!」

「おいおい、馬鹿は言いすぎだろ。それにほら」

　とノスタリカは前方を指差す。

「着いたんだからいいじゃねぇか」

「よくないですよ！　わかってるんですか!?　私達は時間を無駄にしたんですよ!!」

　三日間、二人は森の中をさまよった。

　その間にも魔剣による被害が出ていて、あの村と同じ悲劇が起こっているかもしれない。

　そう考えると一日でも早く魔剣を回収しなければならないのに、三日も無駄にしてしまったのだ。リンリアが焦るのも無理はない。

「まあ、お前の言いたいことはわかる。けど、実際に時間は過ぎてるんだから仕方ないだろ。時間を無駄にしたならその分急げばいい。違うか？」

「………………」

　ノスタリカの言い分は理解できる。過ぎた時間は戻らない。

　その分急いで帳消しにするしかないのだ。

「早く行きますよ！」

「そんなプリプリすんなよ」

「してませんっ！　というかプリプリって何ですか！」

　もう！　と言ってリンリアは先にディヴェルサ支部へ入っていく。

「………………」

　リンリアの背中を見つめるノスタリカの顔には既に笑顔はなく、じっと視線を送っていた。

「合格だが、足りないな」

　そう小さく呟いてノスタリカもディヴェルサ支部へ足を踏み入れる。

　三日間の遭難。それはノスタリカが意図的に引き起こしていた。リンリアを試したのだ、今後の旅についてこられるかどうかを。

　村での戦意喪失や年齢のこともあり、ノスタリカはリンリアでは力不足なのではないかと考えていた。これから先の旅に耐えられないのではと。

　けれど、結果は合格。

　及第点だったが、リンリア・ククシュキンという少女は強い心を持っていた。もしあの村のような惨状に再び遭遇しても、次は聖職者エクソミールとしてやるべきことを全うできるだろう。

　問題は戦闘能力。

　最低でも自分の身を守れる程度の実力が必要だ。けれど、今のリンリアにその力はない。

　それらがリンリアに対するノスタリカの評価だった。

「何してるんですか！　早くしてください！」

「わかってるって。今向かってるだろうが」

　少し遅れてノスタリカも受付に辿り着き、二人は緑色の制服を着た女性に支部長への面会を申し入れる。

「えっと、お二人はディヴェルサ支部の方ではないですよね？」

「はい。私はリンリア・ククシュキンといいます。ガルディ・パツィスモ支部所属の聖職者エクソミールです」

　とリンリアは告げ、次を示すように視線をノスタリカに向ける。

「ホマーロ支部所属の聖剣使いヘルピス、ノスタリカ・オニアウス。よろしく」

「……パツィスモと、ホマーロの？」

　不思議そうな表情で受付の女性は二人を交互に見つめる。

　それもそうだろう。

　別々の支部の聖剣使いヘルピスと聖職者エクソミールが共に行動し、支部長に会いたいと言ってきている。しかも完全に日が沈んだ夜に、だ。

　違和感を覚えない方がおかしいだろう。

「少々お待ちください」

「はい。すみません、突然」

　普通は支部長に会うとなれば事前に連絡をしておくものだ。突然訪れて支部長への接見を求めても、門前払いされる。

　その点、受付の女性の行動は受け入れてくれそうな雰囲気ではある、のだが。

「……会えますかね？」

「まあ普通なら断られるだろうな、突然の訪問で支部長に会わせろなんて。しかも夜に」

「ですよね……っていうか、ノスタリカさんのせいですけどね！」

「何だよ、まだプリプリしてんのか」

「してませんっ！」

「してんじゃねぇか」

　ぷいっとリンリアは顔を背ける。

　すると、タッタッタッと受付の女性が小走りで戻ってきた。

「お待たせしました。どうぞこちらに、ご案内します」

　彼女の言葉を聞いた二人は顔を見合わせる。そして、頷いて女性の後についていく。

「会えそうですね」

「みたいだな」

　小さな声で話し合う二人は見慣れない支部内観に目を向けながら歩く。

　石材が多く使われているパツィスモ支部に対して、ディヴェルサ支部は木材で造られていた。それもあって呼吸をするたびに鼻を木の香りが抜けていく。

　天井が高くて廊下の幅が広いのは高身長であるエルフと肩幅が広いドワーフを考慮しているからなのだろう。

　パツィスモ支部とは外装から内装まで全てが違うそれらを見て、リンリアは改めてここが外国だと実感した。

「歩きながらでいいんだけど、ちょっといいか？」

　リンリアが目を輝かせている傍ら、ノスタリカは前を歩く受付の女性に話しかけた。

「はい？　何でしょうか？」

「最近、変わったことは起きてないか？」

「変わったこと、ですか？」

「例えば、ある日を境に村の住人が全員いなくなったとか。普通のアンデッドとは何か違うアンデッドが出たとか」

「……あ、そういえば巡回をしていた聖剣使いヘルピスが俊敏なアンデッドに遭遇したそうです」

「俊敏……。それで、そのアンデッドはどうなった？」

「討伐したと報告を受けています。まるで生きた人間を相手にしているようだったとか」

「そうか。教えてくれてありがとう」

「いえ、こちらこそ、お力になれたのなら幸いです」

　そして受付の女性は足を止めた。

「こちらが支部長室です。少々お待ちください」

　そう言ってドアを数回ノックして、女性は「セーファ支部長。お連れしました」と続けた。

　数秒の静寂の後、「お入りください」と落ち着いた声が応える。

「失礼します」

　ドアを開けた女性は、ノスタリカとリンリアを中へ招き入れる。そして二人が室内に入ったのを確認すると、入れ替わるようにして外へ出た。

「では、私は失礼いたします」

「案内ありがとうございました」

　感謝の言葉を告げたリンリアに微笑んで、女性はドアを閉めた。

　ほのかに花の香りが漂う室内。手前には来客用のソファーと低いテーブル、その奥には大きくて重圧感のある机。

　そして。

（本物のエルフだ……）

　リンリアの視線は机の後ろに鎮座する男性に向けられる。

　金色の長い髪と深い緑色の瞳。そして何より長く尖った耳。それらの身体的特徴は調和しており、美しさを醸し出していた。

「初めまして。僕はこのディヴェルサ支部の支部長を務めているセーファ・ヘブンスです。リンリアさん、ノスタリカさん」

「え、私の名前……」

　聖剣使いヘルピスであるノスタリカの名前を支部長が知っていても不思議ではない。だが、一介の聖職者エクソミールでしかないリンリアのことも彼が把握しているとなると、突然の訪問にもかかわらず支部長への接見が許されたのはあらかじめ予見されていたとしか思えない。

　その考えを裏付けるように、セーファは続けた。

「アリアーナ支部長から話は聞いています。お二人のこと、そして魔剣についても」

「そうか。なら話が早いな」

「立ち話もなんですから、どうぞお掛けください」

　そう言われ、二人はソファーに並んで腰を下ろした。

「それで、こちらにはどういったご用件で？」

　向かいのソファーに座り、セーファはノスタリカとリンリアの顔を交互に見る。

　何かがあったことは既にわかっている。魔剣回収の特命を受けた二人が訪れたのだ、しかも真夜中に。何もないわけがない。

「寄る予定じゃなかったんだけどな、そうもいかなくなったんだ。結論から言うと、村が一つ滅んだ」

　ノスタリカの発した言葉で、室内には緊迫した空気が漂い始めた。

「それは、魔剣による被害……という認識で合っていますか？」

「ああ、残念なことにな」

「そうですか……村が一つ……」

　そういうことか、とセーファは納得する。それほどの被害が出ているのであれば、たとえ真夜中であっても報告をしないわけにはいかない。二次、三次被害に備えるためにも。

「場所はどの辺りですか？」

　テーブルの上に地図を広げてセーファはノスタリカに尋ねた。

「出発したのがここだから……」

　とノスタリカは地図を指でなぞっていく。そして「ここら辺だな」と指を止める。

「……確かにそこには人間の小さな村がありますね。村人の数は二十人ほどだったと思います」

「それならアンデッドの数と一致するな」

　数が一致する。

　それはつまり、生存者はいないということ。

「そうですか……」

　室内の空気がさらに重たく三人にのしかかる。

　これは把握できている被害で、恐らく他にも被害は出ているはずだ。今後、ガルディには他の被害報告が上がってくるだろう。

　そしていつか魔剣や魔剣のアンデッドアンデッド・フラインの情報を隠しきれなくなる。

「そこでだ」

　とノスタリカは真面目な表情でセーファを見つめた。

「ディヴェルサ支部にはアンデッドの対処を任せたいんだが」

「アンデッドの？　それは構いませんが」

「もちろん、他の支部にも同じ要請をする。まあ、わかりやすく言うなら……俺達は魔剣に集中するから、他は任せたいってことだ」

　ノスタリカ達の任務は魔剣の回収であり、アンデッド退治ではない。移動を続けるモルトに追いつくには他に気を取られている暇はないのだ。

「魔剣の情報をガルディは隠している。知っているのは俺達二人と、支部長や他数人ってところなんだろう？　となると、今のまま隠し続ければ、俺達がアンデッドも対処しなきゃいけなくなる。だが」

「それだと本命である魔剣の回収に支障が出てしまう、ということですね」

「そういうことだ。本当に話が早くて助かるな」

　どんどん話を進めていく二人をリンリアは黙って見つめる。

　聖剣使いヘルピスと支部長の会話。それにリンリアが入る隙はない。そもそも入ろうなんて考えてすらいない。

　ただ耳を傾ける。こんな機会はそうあるものではない。この場に居合わせることができた。それだけでいい経験となる。

　そう思って、リンリアは静かに二人の会話を聞いた。

「わかりました。こちらで何人か選抜してアンデッドの対処をしましょう。他の支部には僕から伝えておきます」

「それで頼む。あと共有してほしいことがいくつかあるんだが、それもいいか？」

「ええ、もちろんです。何でしょうか？」

「まず魔剣によって生み出されたアンデッドを魔剣のアンデッドアンデッド・フラインと呼称する。これは通常のアンデッドと区別するためだ。そしてもう一つ。魔剣のアンデッドアンデッド・フラインとの戦闘は必ず二人以上で挑むこと、絶対に一人で戦おうとするな」

　リンリアは村での戦闘に参加していなかったため、魔剣のアンデッドアンデッド・フラインの脅威を正確には把握できていない。けれど、ノスタリカが「絶対に」と強く言った。それだけでどれほどの脅威なのか想像がつく。

「絶対に、ですか。……その魔剣のアンデッドアンデッド・フラインとは、それほどの脅威であると？」

「熟練の聖職者エクソミールなら一対一でも問題ないと思う、聖剣使いヘルピスもな。だが……」

　とノスタリカは横に静かに座っているリンリアを見た。

「こいつみたいな若いのは無理だ、経験が足らない。それに、魔剣のアンデッドアンデッド・フラインの強さには個体差がある。元が民間人なら何とかなるが、戦闘訓練を受けた人間だったら聖剣使いヘルピスに匹敵する可能性を考えた方がいい」

　リンリアとセーファはノスタリカのその言葉に息を呑んだ。

　聖剣使いヘルピスに匹敵するアンデッドなんて聞いたことがない。それが事実であれば想定以上の脅威であり、より一層対処が難しくなる。

「だから必ず、一対多で挑む必要があるわけだ。相手がどれくらい強いかわからないからな」

「……なるほど。わかりました、そのように伝えておきます。他に何か共有することはありますか？」

「……モルト」

　一言、ノスタリカは呟いた。そして。

「もしも、モルト・ミルテーロに遭遇しても刺激するな。視界に入るな。気付かれるな。絶対に逃げろ。そう伝えておいてくれ」

　魔剣に支配された聖剣使いヘルピス、モルト・ミルテーロ。

　既に被害が出ていることから、彼にはもう自我は残っていないだろう。そんな状態の彼に遭遇してしまえば、いくら聖剣使いヘルピスであろうとただでは済まない。

　最悪の場合、魔剣のアンデッドアンデッド・フラインに成り果てる。

「……わかりました。それも共有しておきます」

「じゃ、それで頼む。夜中に邪魔したな」

　と言ってノスタリカは立ち上がる。

「いいえ、こちらこそ報告感謝します。今日はこちらで部屋を用意するので使ってください」

　そう言われたノスタリカはリンリアに視線を送る。

「あ、はい。ありがとうございます。助かります」

　急いで立ち上がってリンリアはセーファに深々と頭を下げる。

「それと、リンリアさん」

「は、はい。何でしょうか？」

「明日、身体検査を受けてください」

「え？　検査ですか？」

　単純に意図が理解できず、リンリアは反応に困った。

　体に異常はなく、違和感もない。三日間の遭難はしたけれど、三食食べていたし、夜はちゃんと眠っていた。身体検査を受けなければならないほど衰弱しているわけではない。

「念のためだと思ってください。契約ネクロメントにはそれなりの負荷が術者にかかるので」

「あー、えっと……」

　ちらりとリンリアはノスタリカに視線を送る。

　セーファが検査を勧める理由はわかった。だが、そうなると出発が遅れてしまう。

「受けてこいよ。お前がぶっ倒れたら俺も動けなくなる。それに元から何日か滞在するつもりだったしな」

「え、滞在？　私はてっきり翌日出発するものだと」

「言っただろ？　装備を整え直すって」

「……言ってましたね、そういえば」

「忘れてただろお前。あと、お前に稽古つけるから覚悟しとけ」

　ゆっくりとリンリアは首を傾げる。

（今、稽古って言った？　何で？）

　ノスタリカの言う稽古とは戦闘訓練のことだ。だが、なぜそれをするのかリンリアにはわからない。ただでさえ三日間の遭難で時間を無駄にしてしまっているのに。

「モルトに追いついた時、あいつが一人だったらそれでいい。でも、もし魔剣のアンデッドアンデッド・フラインがいたらお前を守ってる余裕はない」

「ですけど、私達は先を急がないと被害が」

　被害の元凶は魔剣に支配されているモルトだ。

　その彼を止めて、魔剣を回収する。そうすれば犠牲は出ない。だから一刻も早く追いつくべきだと言ったのはノスタリカだったはずなのだが。

「だから他の連中に任せるんだろ」

「あー」とリンリアはようやく理解した。そういうことか、と。

　確かに先を急がなければならない。

　だが、追い付いた時のことを考えると、ノスタリカはモルトの相手で精一杯だ。一対一であればそれでいい。しかし、周囲に魔剣のアンデッドアンデッド・フラインがいた場合、それらの対処はリンリアが負わなければならない。

　そして問題がここにある。

　今のリンリアでは魔剣のアンデッドアンデッド・フラインに勝てないのだ。

　契約ネクロメントに力の大半を使っているため、魔術の行使ができない。通常のアンデッドですら手こずるような状態で相手をするなど無理が過ぎる。

　対処が必要になると決まったわけではないが、可能性がゼロではない。だからこそノスタリカは装備を新調して、リンリアに戦い方を教えようとしている。

　そしてその間、自分達の代わりに魔剣のアンデッドアンデッド・フラインの対処を他の者達に任せようとしているのだ。

「………………」

　リンリアは無言でまじまじとノスタリカを見つめる。

　いい加減で口が裂けても模範的な聖剣使いヘルピスなんて言えない彼だが、ちゃんと聖剣使いヘルピスとして考えて行動をしていた。

　セーファと話している時もリンリアは思っていたが、聖剣で野菜を切ったり、魚や肉を捌いている不届き者には見えない。

「何だよ。じっと見つめて」

「いや、その……思っていたよりちゃんとしてて驚いたというか」

「お前、普通に失礼だぞ」

　確かに失礼なのは間違いない。けれど、そう思われるほどのことをノスタリカはしている。

「つまり」とセーファが口を開いた。

「数日ここに滞在して改めて準備をする、というわけですね？」

「まあ、そんな感じだ。先を急ぐあまり俺達は準備不足のまま出発してた。それを村の一件で思い知った」

　今思えば確かに準備不足だった。リンリアもそう感じている。

「そうでしたか。……我々にできることは何かありますか？　用意してほしい物など」

「そうだな……」

　とノスタリカはリンリアに視線を送る。

「新しい装備が欲しい。可能なら遺物がいいな」

「遺物、ですか」

　ガルディの各支部には遺跡などから発掘された古代の遺物が保管されている。それらは現代の技術では再現できないものが多く、扱いを間違えれば大惨事を招く。

　その分、安全だと立証された物は有効活用される。聖剣がその例だ。

「遺物の持ち出しには相応の理由が必要なのはわかってる。ただ、魔剣の回収は相応の理由になると思うぜ」

　ノスタリカの言葉にセーファは少し考えている様子だった。

　魔剣の回収と魔剣のアンデッドアンデッド・フラインの対処。それらは相応の理由を十分満たす。

　既に村が一つ滅び、魔剣の脅威が目に見える形で現れている。

　ここまでの条件が揃っていれば申請が受理されるのは間違いない。けれど、ノスタリカはそういう処理をすっ飛ばして、今ここで許可を求めているのだ。

「そうですね。あなたの言うとおりです。……わかりました。遺物の持ち出しを許可します。ですが一つだけ条件があります」

「事が済んだら返却だろ？　わかってる」

　とノスタリカは告げ、リンリアの肩にポンッと手を置いた。

「こいつが責任を持って返しに来るから安心してくれ」

「ちょっ、何で私なんですか!?」

「いいだろ、それくらい」

「……まあ、別にいいですけど」

　リンリアは少し唇を尖らせる。

　遺物の返却は当然のことでそれに不満があるわけではない。借りた物を返すなんて常識だ。けれど、今回の場合は面倒ごとを押し付けられたような感覚がリンリアにはあった。

（絶対に自分で返すのが面倒くさいから私に押し付けたよね？）

　口に出して言うことはしなかったが、リンリアはノスタリカに何か言いたそうな視線を送った。

「何だよ、その目は」

「いえ、別に」

「ふふ」とそんな二人のやり取りを見ていたセーファは笑った。

　魔剣による被害が出ていて人々の平和が脅かされている現状、それは一大事だ。けれど、そんな時でもこうして肩に乗った重圧に潰されることのない者達は、希望になる。

（……この二人なら必ず）

　そう、セーファには思えた。




　　　　　◆




「こちらをお使いください」

　支部長室を後にした二人は受付の女性に連れられ、それぞれの部屋に案内されていた。

　ノスタリカとリンリアの部屋は隣同士。

　どちらも内装は一緒で、そこらの宿屋よりも上等な部屋だった。

「案内ありがとうございました」

「いえいえ、それとリンリア様は明日身体検査をお受けになるとのことですので、一度受付にお越しください。担当者がおりますので」

「はい、ありがとうございます」

　感謝の言葉を告げるリンリアに微笑んでから、受付の女性はノスタリカに視線を移した。

「ノスタリカ様も遺物保管庫へ行く際には一度受付にお越しください。担当者が同行いたします」

「了解」

「では、私は失礼いたします。ごゆっくりお休みください」

　深々と頭を下げて、受付の女性は去っていく。

　彼女を見送った後、ノスタリカはドアノブに手を掛ける。

「じゃ、何かあったらすぐに来いよ」

「あ、はい」

「おやすみ」

「おやすみなさい……」

　ドアが閉まり、リンリアは一人廊下に残された。

「………………」

　しばらく隣の部屋のドアを見つめて、リンリアも部屋の中へ入っていく。

　部屋の灯りを点けて、ゆっくりベッドに向かって歩く。

　そしてそのまま腰を下ろして、上半身を倒した。

「………………」

　天井をじっと見つめ、リンリアは顔を両手で覆い隠した。

　前回の補充から三日が経っている。生命力の補充の目安は三日に一度。つまりは今晩。

「うぅ」と熱を帯びる顔を隠しながら、右へ左へリンリアは体を転がす。

　前回と今回では違うことが一つある。

　それは、ノスタリカの意識がはっきりしていること。村の時は思考が鈍っていた彼だが、今はちゃんとしている。

　そんな彼に補充をしなければならないのだ。

「と、とりあえずお風呂入ろうかな……」

　体を起こしたリンリアは浴室のドアに視線を向ける。ガルディの支部だけあって、風呂トイレ完備。宿にここまでの設備はないだろう。

「うん、お風呂。お風呂に入ろう、お風呂」

　言い聞かせるようにリンリアは何度もそう告げて脱衣所へ向かった。

　一方その頃、ノスタリカはというと。

「睡眠って暇つぶしに丁度良かったんだなぁ」

　ベッドに仰向けで横たわり、ぼうっと天井の木目を眺めていた。

　アンデッド化して思い知ったのは夜の長さだ。生前は睡眠という生理現象によって夜の時間を消費していたが、今のノスタリカはそれをしない。二十四時間、意識を保ったまま。

　寝ずに夜を過ごした日は何度もあった。けれど、それは眠いのに寝ない、もしくは眠れない状況だったためで、今のように安心して眠れる時にはしっかりと睡眠を取っていた。

「遺物……武器……いや、防具がいいか」

　装備の新調についてノスタリカは考える。

　整え直さなければならないのはノスタリカの装備ではなく、リンリアの装備。主に防具。

　戦闘においてリンリアは戦力として数えられない。それは契約ネクロメントに力の大半を使っているためだ。

　村の時はそれでよかった。しかし今後のことを考えると、今のままでは少し厳しい。

　最低限、自分の身は守れるようになってもらわないとノスタリカが戦闘に集中できない。

　そして何より、モルトに追いついた時だ。

　モルトとの戦いは今まで経験したことのない激しさになると予想できる。その時、リンリアは助力すらできないだろう。

　最悪の場合、戦闘の余波や衝撃が彼女の身を焼きかねない。

「モルト……」

　目を閉じて、ノスタリカはモルトとの戦闘を予想する。

　現状のモルトは、生前のノスタリカでは到底勝てる相手ではないだろう。アンデッドの力を行使しなければいけなくなるのは当然として、問題はそれで本当に勝てるのかどうか。

　魔剣の支配下にあるモルトがどれほど強くなっているのかは不明。しかし確実にノスタリカが知るモルト・ミルテーロとは別人と言えるほどの力を有しているに違いない。

　事実、ノスタリカは一度負けている。

　任務中に襲撃を受けた際、襲撃者を退けるためにモルトは魔剣を使った。その後にノスタリカは彼を止めようと挑んだ。結果、止めることはできなかった。

「考えても、もう過ぎたことか……」

　頭ではわかっている、いくら後悔しても過ぎたことは変わらない。

　それでも、頭から離れないのだ。あの夜のことが。

「まあ、何とかするしかないか」

　結局のところ、やるしかないのだ。モルトを止めて魔剣を回収する。そのためにノスタリカはここにいるのだから。

　コンコンとドアをノックする音がノスタリカの耳に届く。

「あん？」

　視線をドアに向けると「あの、リンリアですけど……」と声が聞こえてきた。

「……？」

　何かあったら来るようにノスタリカは言ったが、リンリアの声音からは何か問題が起こっているようには感じ取れなかった。

　けれど、来ていることに変わりはない。

　不思議に思いながら体を起こしたノスタリカは歩いていき、ドアを開ける。

「どうした？」

「あ、ノスタリカさん……」

　なぜか頬を少し赤らめているリンリア。そしてどういうわけか目を合わせようとせず、ノスタリカから視線を逸らし続けている。

　僅かに濡れた髪から彼女が風呂上りだとわかる。頬が少し赤いのはそのせいだろう。

「何かあったか？」

「いや、その……特に何かあったというわけでは、なくてですね……」

「一人で眠るのが寂しいとか、そういうのか？」

「違いますっ！」

　と否定しながらも、もじもじと煮え切らない様子のリンリアはやがて小さな声で続けた。

「そうじゃなくて……生命力の補充を……」

「生命力……あー」

　そういうことか、とノスタリカは納得する。

　リンリアの様子がおかしいのは補充の方法が原因だった。ノスタリカはその時のことをあまり憶えていないが、服を脱いだ記憶はある。そして服を脱いだのが自分だけじゃないことも。

（まあ、当然の反応か）

　リンリアの年齢を考えれば年相応の反応だろう。

　いくらノスタリカがアンデッドでも人の意識を保つ異性だ。そんな者の前で上裸にならなければならないのは抵抗があるに違いない。

「それは必要なのか？」

「え？」

「前回とは違って意識ははっきりしてるし、視界も普通だ。そこまでアンデッドに寄ってるとは思わないぞ」

　村で補充を行った時はノスタリカも自覚できるほどアンデッドに寄っていた。しかし今はそんなことはなく、意識や視界は正常。特に症状は出ていない。

「あれが異常だったんです。本当ならあそこまで行く前に補充をするんです」

「……なるほど」

　確かにあの時のノスタリカは危険な状態だった。思考は鈍っていたし、記憶も曖昧。本来はそうなる前に補充をするのが正しい契約ネクロメントの運用方法なのだろう。

　それに、あれから補充を行っていない。

　補充から数日が限度だとすれば、やはり近日中に機会を作らないといけなくなる。それなら今、リンリアの申し出を拒む理由もないわけだ。

「まあ、とりあえず入れ」

「あ、はい……お邪魔、します」

　そうしてリンリアを迎え入れたノスタリカは、さっそく服を脱ぎ始めた。

「ちょっ!?　何で脱ぎ始めたんですか!?」

「補充してくれるんだろ？　逆に脱がなくていいのか？」

「そ、それは……そうです、けど……」

　視線をノスタリカから外して、リンリアはごにょごにょと言う。

　そんなリンリアを尻目に服を脱ぎ終えたノスタリカは、ベッドへ向かい、「目を閉じておけばいいんだっけ？」とまぶたを閉じてリンリアに確認する。

「はい、それでお願いします……」

　目を閉じたノスタリカの耳に音が入ってくる。それは脱衣の音。

「お待たせしました」

　しばらく待っていると小さな声がノスタリカの耳に届いた。

「えっと、失礼します……」

　ベッドに上がったリンリアは、そのままノスタリカに跨る。

「へ、変なことしたら、殴りますからっ」

「おう」とノスタリカは返す。殴られるだけで裸を見れるのは安くねぇか？　という言葉は飲み込んで。

「じゃあ、始めます……」

　ゆっくりとリンリアは上半身を倒して、ノスタリカに密着する。

「んっ」

　冷たさに自然と声が漏れる。

「今日はどれくらいこのままなんだ？」

「一時間くらい、ですかね。その、前回とは違って残量がそれなりにあるので……」

「ふーん、そんなもんか」

　補充の時間は残量によって変わる。今回は消費量が少なかったため、補充する量も少ない。

「………………」

「………………」

　沈黙。

　ノスタリカに話す話題は特になく、リンリアは恥ずかしさからそれどころではなかった。

　しかし、一時間このままというのも気まずかった。

　それに痺れを切らしたのはリンリアだった。

「あの、聞いてもいいですか？」

「何だ？」

「……モルトさんって、どれくらい強いんですか？」

　二人の目的を達成するためにはモルトを倒す必要がある。彼がどれほど強いのか、リンリアが疑問に思うのは必然だった。

　追いついたとして、ノスタリカは勝てるのか、と。

「あいつはホマーロで……いや、ガルディ全体でも右に出る聖剣使いヘルピスはいないかもしれないな」

「え……」

　思いがけない返答にリンリアは唖然とする。

　その言葉が本当なら、モルトはノスタリカより強いということになる。

「じゃ、じゃあ、どうやって……」

「そこは何とかするしかない。十回戦ったら十回負けるほど実力に差があるわけじゃないしな」

　二人の模擬戦での戦績はモルトが勝ち越している。けれど、それは十回戦ったら六対四という僅かな差でしかない。

「安心しろ、負けるつもりなんてない。必ず俺がモルトを止める」

「ノスタリカさん……」

　ノスタリカの胸に残る傷。それがリンリアの脳裏に浮かび上がる。

「でも、そうなると誰が護送任務に就いていても結果は変わらなかったってことですよね。ノスタリカさんとモルトさんの二人で駄目だったら」

「まあ、さすがにあれは無理だろうな。六十はいたし」

「六十!?　え、それは襲撃者がって意味ですか？」

「あれはさすがにきつかった。聖騎士っぽいのも何人かいたし」

　耳を疑う単語が聞こえ、リンリアは自分の聞き間違いなんじゃないかと疑った。

「今、聖騎士って言いました……？」

「ああ、言ったぞ。本当にふざけてるよな、こっちは二人なのに過剰戦力すぎるだろ」

「………………」

　リンリアは言葉を失った。

　護送任務の失敗は襲撃によるものだと聞いていた。だが、ノスタリカの言葉が正しければその襲撃の意味が大きく変わってくる。

「……襲撃者って、べ、ベギール帝国だったんですか？」

「変装はしてたけど、あれは帝国兵と聖騎士だな。間違いない」

　大陸の北にある大国。ベギール帝国は遺物を兵器として運用している国で、理念の違いからガルディとは対立関係にあった。

　そして、聖騎士とは帝国が保有する聖剣の担い手達だ。

「そんな……」

「帝国はしらばっくれてるらしいけど、ガルディと三国はぶちぎれてるってアリアーナが言ってたな。まあ、そりゃそうだよな。一歩間違えれば戦争もんだ」

　そう軽くノスタリカは言うが、リンリアは頭が真っ白になっていた。そして一つの懸念が真っ白だった頭に浮かび上がった。

「帝国も、モルトさんを追ってるんじゃ……」

「どうだろうな。さすがにこれ以上動けばガルディと三国は黙ってないし、たとえ気付かれないように少人数で動いていたとしても連中にモルトを止められるとは思えない」

　ノスタリカの言うように既にガルディと三国は帝国に対して警告している。そして警告を無視して魔剣を奪取しようとしてもモルトを倒せるとは考えにくい。

「……確証はないんですよね？　帝国が動いてないって」

「まあ、そうだけど。ガルディと三国を同時に敵に回すほど馬鹿じゃないと思うぞ。本来ならガルディは国家間の争いに手出ししないけど、今回はあっちが手出してきたからな」

「でも、やっぱり先を急いだ方が……」

　魔剣による被害の他に帝国の追手がいる。

　それらを考慮すると、やはり一刻も早くモルトに追いつかなければならない。

「帝国の心配してるなら多分大丈夫だぞ」

「何で、ですか？」

「襲撃者の中に何人か聖騎士っぽいのがいたって言っただろ？　襲撃現場の周辺でガルディは四本の聖剣を回収してるんだよ」

「……えっと、つまり？」

「帝国は四人の聖騎士を失ってる」

　帝国の聖騎士とはガルディの聖剣使いヘルピスに該当する者達だ。リンリアもそれくらいは知っている。

「ベギール帝国の聖騎士は六人。その内の四人が死んだ。つまり残りは二人。そしてガルディは各支部に聖剣使いヘルピスが二人以上いる」

　聖剣使いヘルピスが戦争に参加することはない。しかし今回は例外だ。三国と帝国が争えばそこにガルディも加わり、聖剣使いヘルピス達が戦場へと赴くだろう。けれど、帝国には聖剣使いヘルピスに対抗する戦力が残っていない。

「ガルディと三国の連合軍を相手にできるほど帝国に戦力は残ってないのさ。連中も想定外だっただろうな、四人も聖騎士を失うなんて」

「……だからベギール帝国は大人しくしてると？」

「そうするしかないだろ。帝国だって魔剣に警戒しなきゃならないんだから」

「た、確かに……」

　さまようモルトがベギール帝国に入れば被害に遭うのは帝国の人々。そうなった時に自国の民を守るのは聖騎士。二人しかいない聖騎士を国外に出すというのは危険だ。

「帝国も思ってるだろうぜ、さっさと魔剣を回収しろってな。俺達が回収した後に奪った方が楽で安全だ。俺ならそうする」

「………………」

　モルトを倒して魔剣を回収するのは危険すぎる。失敗すればさらに貴重な聖騎士を失う。であれば、ガルディが回収した後に奪うのが得策だ。

　だからこそノスタリカは確信していた。ベギール帝国が動くのは魔剣を回収した後だと。

「はあああぁぁぁ」とリンリアは息を吐き出す。

「どうした急に」

「何か、もうわけわからないです。……というか、何で今までベギール帝国のことを黙ってたんですか？」

　そう、リンリアはベギール帝国のことを一切知らなかった。アリアーナは何も言っていなかったし、ノスタリカも一度も口にしなかった。

　こんなにも大事なことなのに。

「聞かれなかったし、知ってると思ってたぞ。むしろ何で聞いてないんだよ」

「知りませんよ、そんなの。私が聞きたいです」

「……まあ、無駄に心労を増やしたくなかったんじゃないか？　魔剣に集中してほしかったとか？」

「そうかもしれませんけど……」

　たとえそうであっても教えてほしかったとリンリアは思う。確かに心労は増えた、それはもう盛大に。けれど、知っているのと知らないのでは全然違う。

　魔剣を回収した後にベギール帝国が襲い掛かってくるかもしれない。そうとわかっていれば油断せずに備えておける。

　ここで疑問が浮かんだ。ベギール帝国はいつ魔剣を奪いに来るのだろう、と。

「もしかして、ベギール帝国は私達のことを追ってるんじゃ……」

「ないとは言い切れないな。でも、一回担いで走っただろ？　あれについて来れる人間はいないと思うぞ」

「………………」

　そう言われ、リンリアはあの爆走を思い出す。

　思い出したくないし、二度と体験したくない速さ。しかし、ノスタリカの言うとおりであれについて来れる人間はこの世に存在しないだろう。いくら聖剣使いヘルピスや聖騎士といっても生きた人間。あれを可能にしているのはノスタリカがアンデッドだからだ。

「確かに追手はまいたかもしれませんけど、二度と駄目ですからね」

「わかってるよ。怖かったんだよな、ごめんな」

「なっ!?　怖いから駄目って言ってるんじゃありません！　アンデッドの力を引き出しすぎるからダメなんです！」

　反射的に体を起こしてリンリアは否定する。怖くなかったといえば嘘になるが、問題はそれではないのだ。

「……まったく、自覚してください。アンデッドの力を引き出すのがどれほど危険なのか」

　と小言を呟きながら、リンリアは再び体を密着させる。

「自覚って言われてもなぁ」

「そんないい加減だからベギール帝国の襲撃を許すんですよ」

　何気なく口にした自分の言葉にリンリアは違和感を覚えた。そしてすぐにその正体に気付いた。

「……あれ？　魔剣の護送って秘密裏に行っていたんですよね？」

「そうだな」

「何で……ベギール帝国は魔剣を護送してるって知ってたんですか？　じゃないと、襲撃なんてできないですよね？」

　聖騎士四人を含む総勢六十人による襲撃。そんな規模の集団を動かすには事前に準備が必要なはずだ。そもそも魔剣が運ばれていると知らなければ奪うなんて考えには至らない。

　嫌な汗がリンリアの額を伝う。

　既にリンリアの頭に答えはあった。だが、それは違うと否定した。

　ノスタリカにも否定してほしいと思った。

「ガルディ内部にいるんだろ、情報を漏らしたやつが」

「………………」

「だから俺達がモルトを追ってるのも限られた連中しか知らない。これで情報が漏れたらその中にいるってことだ。裏切り者がな」

　心臓の鼓動が早くなる。

　ガルディの中にベギール帝国と繋がっている者がいる。

　だからこそ、秘匿されていた魔剣の存在をベギール帝国は知っていた。

　いつ、どこから、どこへ運ぶのかも。

「気を付けろよ、誰が内通者なのかわからないからな」

「………………」

　身内に裏切り者がいる事実にリンリアは言葉を失っていた。

　そんなはずはない、と否定したかった。けれど証拠は揃っている。ガルディに属する誰かが魔剣の情報をベギール帝国に流したのは確定的だ。

「ショックかもしれないけど気にするな。俺達は俺達のやるべきことをやる。内部調査とか帝国へのけん制とか、そういうのは他のやつに任せればいい」

「……そう、ですね。ノスタリカさんの言うとおりです。役割分担ですよね」

「そういうことだ」

　未熟な自分がどうこうできることじゃない。

　私は私のやるべきことをやればいい。そうリンリアは自分に言い聞かせる。

　同時に納得もした。アリアーナが魔剣のことしか自分に伝えなかった意味を。

「ノスタリカさん、話したくないなら話さなくていいんですけど……。襲撃に遭った時のこと、教えてくれませんか？」

　今までの話を聞いてリンリアはその時のことを知りたいと強く思うようになっていた。

　二人がどうやって六十人と戦って、どうしてノスタリカがアンデッドになってしまったのか。

　その日、何が起こったのかを。

「まあ、そりゃ気になるよな」

　この旅の原因を作った出来事。それを知りたいと思うのは当然のことだ。

　だからこそ、ノスタリカもいつかは話さないといけないとわかっていた。

　そして、今がその時だった。

「あの日は、星が綺麗な夜だった——」




　　　　　◆




　星がとても綺麗な夜だな、とノスタリカは夜空を見つめながら思った。

　心地のいい風が草を揺らしながら吹き抜けていく。

　ホマーロ王国の国境を越えて、ノスタリカとモルトは神聖教国パツィスモに入っていた。早ければあと二日で目的地であるガルディのパツィスモ支部に到着する。

　しかしここまで問題はなく、順調な旅路で、ノスタリカは逆に退屈すら感じていた。

「にしても、何か拍子抜けだな」

「ん？　何がだい？」

　枝で焚火の薪を慣らしながら、モルトが仰向けで横たわるノスタリカに視線を送る。

「いや、魔剣の護送任務っていうからさ。もっと過酷な旅になると思ってたんだよ」

「あはは、いいことじゃないか問題がないのは」

「そりゃそうだけどよ」

　見晴らしのいい草原で二人は焚火を囲んでいた。

「秘匿された魔剣の護送。それを知ってるのは俺達とガルディの上層部だけ。どう考えても普通じゃないだろ、しかも聖剣使いヘルピス二人って」

「念には念を入れてるんだよ。何かあってからじゃ遅いからね」

　穏やかな表情でモルトは揺れる炎を見つめる。

　ノスタリカの言うとおり、この任務は普通の任務ではない。

　極秘任務であり、失敗は許されない。そのためにノスタリカとモルト、二人の聖剣使いヘルピスに白羽の矢が立った。

「それはわかってる。けどよ、このまま何もなかったら仲良く二人旅しただけになるぞ」

「えー、僕との二人旅に不満なの？」

「不満しかねぇよ。お前飯作らねぇじゃねぇか」

「ははは、だってそれはノスタリカが作った方が美味しいからだよ。適材適所ってやつさ、仕方ないね」

　とモルトは笑う。

「いつも美味しいご飯をありがとう」

「ったく。本当にお前は……」

　柔らかい笑みを浮かべるモルトに釣られてノスタリカも笑う。

　焚火に照らされる白い髪と宝石のように輝く赤い瞳。それらから生み出されるモルトの笑みは自然と周囲を笑顔に変える不思議な力があった。

　どこへ行っても、気が付くとモルトの周りには笑顔が集まっている。言動、声音、雰囲気。きっと彼は聖剣使いヘルピスとして必要なものを全て持っているのだろう。

　視線を上げたモルトの視界に広がるのは満点の星空。

　小さな光が無数に煌めき、瞬きを忘れさせる。

「今日は本当に星が綺麗だ。こんなにも綺麗な星空を一緒に見られて僕は嬉しいよ」

「馬鹿野郎。そういうのは女に言え、男に言うな」

「ふふっ、本当にそう思ってるんだけどなぁ」

「うるせえ」

　とノスタリカは笑いながら言う。

　ホマーロ一の人たらし。それがモルトに対するノスタリカの印象だった。

「俺はもう寝る。火の番頼んだ」

「うん、おやすみ」

　先にノスタリカが眠り、数時間後に火の番を交代する。そうやって二人は焚火が消えないようにしていた。

　パキ、パキ、と焚き火は音を立てながら淡い灯りで周囲を照らす。

「……もう寝た？」

「寝てるんだから話しかけてくんな」

「ふふっ」

　モルトは焚き木をくべる。じっと揺らぐ炎を見つめて。

「………………」

「………………」

　静かな時間だった。

　風が吹けばカサカサと葉が擦れる音が聞こえ、焚き火からはパキパキと柔和な小枝の燃える音が鳴る。

　任務を忘れてしまいそうなほど穏やかでゆったりとした時間が過ぎていき、モルトのマフラーは風が吹くたびになびく。

　カタカタ、と聖剣が震えた。

「ん……」

　とノスタリカがまぶたを開けた。

「囲まれたな」

「みたいだね。でも姿は見えないよ」

　いくら夜とはいえ、何も見えないほどの闇が広がっているわけではない。にもかかわらず、二人の視界には何者も映っていなかった。

「見えない……認識阻害か？」

「多分ね。この距離まで近付かれてやっと気配を感じ取れた。いい腕してるよ」

「褒めてる場合か」

　二人は互いの声が僅かに聞こえる程度の小声で話す。

「数はわかるか？」

「……五十、いや六十はいるね。しかも特に強いのが四人いる」

「六十？　おいおい、賊の規模じゃないな」

　ノスタリカも自分達を囲う気配は感じていたが、モルトのように正確な数は認識できていなかった。だからこそ、その数に眉を寄せる。

「どうする？　こっちから仕掛けてみる？」

「それもありだな。連中はまだ俺達に気付かれてないって思ってる。不意を突くなら今しかない」

「了解。魔剣は僕が持つよ」

「ああ、頼む」

　体を縦に伸ばしてから、モルトは自然な動きで自分の荷物の中から水筒を取り出した。

「じゃ、後で」

「おう、後でな」

　モルトは水筒を口に近付けていく。そして素早く腕を動かし、焚き火を消した。

　灯りが消えたその瞬間、二人は飛び出していく。

「いるのはわかってんだよ！」

　ノスタリカが全力で聖剣を薙ぎ払う。視界には何も映っていなかったが手応えはあった。

　悲痛な叫び声が、静かだった草原に響き渡る。

「まずは六人か！」

　瞬時に地面を蹴って、ノスタリカは移動する。

　何もいなかった草原に突如黒装束の集団が姿を現した。その手には剣や槍などの武器が握られている。

（止まったら袋叩きになるなこれ！）

　脚を動かしながら、ノスタリカは聖剣を振るう。

　群がる黒装束の者達。個々の力と速さはノスタリカに遠く及ばない。けれど、数の暴力がノスタリカに襲い掛かる。

「あっぶねぇっ！」

　と顔を逸らしたノスタリカの耳元でビュッという風切り音がした。

「当たったら危ないだろうが!!」

　頬を掠めた槍を掴んで渾身の力で振り回す。使い手が手を離した瞬間、ノスタリカはそれを返すように投げつけた。

　悲鳴や怒号が飛び交う中、ノスタリカは一人また一人と着実に切り伏せていく。

「ッ!?」

　背後に迫る何かに気付いたノスタリカは咄嗟に振り返り、その一撃を聖剣で受け止めた。

　金属と金属がぶつかり合い、火花が飛ぶ。

「お前……聖騎士だな？」

「だったら何だ？」

（そういうことかよっ！）

　とノスタリカは大柄な男と鍔迫り合いをしながら理解した。

　黒装束の集団。

　それはベギール帝国の者達で、目の前の男は聖騎士。強い気配の正体は帝国が保有する聖剣の担い手達だったのだ。

「さすがはガルディの聖剣使いヘルピス。この数を相手に掠り傷だけとはな」

「お前らが弱すぎるんだよ。ちゃんと訓練してんのか!?」

　全身の力を使ってノスタリカは大柄な聖騎士を押すが、互いの力が拮抗していて動くことができない。

「おめぇらはもう一人の方に行け！　こいつは俺一人で十分だ！」

「なっ！　お前ふざけんな！」

「見たところお前は持ってねぇ。だったらよ、もう一人の方だよなぁ？」

「くっそ！」

　大柄な聖騎士の指示を受けた黒装束達がモルトの方へと走っていく。

「お前ら待ちやがれ！」

「おいおい余所見してる場合かぁ？」

「くっ……！」

　もう確定だった。

　この襲撃はベギール帝国によるもので、その狙いは魔剣フラインだ。

（どこから漏れた？　いや、今はそんなことより——）

　ベギール帝国の目的は魔剣の奪取。今その魔剣を持っているのはノスタリカではない。

　いくらモルトでも敵の数が多すぎる。

「邪魔だ！　退けっ!!」

　そして聖剣使いヘルピスと聖騎士の一騎打ちが始まった。

　聖剣に選ばれた者同士の戦い。

　激しくぶつかり合う聖剣からは火花が飛び、甲高い音が鳴る。
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「はあ、はあ……」

　と聖剣を杖のように使って、ノスタリカは辛うじて立っていた。

「……痛ぇ」

　全身の痛みにノスタリカは顔を歪める。左腕と肋骨は折れ、右肩からは出血。視界は霞んでいて気を抜くと倒れてしまいそうだった。

　ごぼっ、と口から血を吐き出すも、すぐに口元を拭ってノスタリカは歩き始める。

「手間……かけさせやがって……」

　足を引きずりながら、横たわる大柄な聖騎士の横をノスタリカは通っていく。

　もう動くな、そう肉体はノスタリカに言っている。限界だ、動ける状態ではないと。けれど、ノスタリカの目は真っ直ぐ前を向いていた。

「待ってろよ……今、行くからな……」

　足がもつれて何度も転びそうになった。息をする度に胸が痛かった。それでもノスタリカは歩みを止めず、モルトのもとへ急いだ。

　自分達が起こした焚き火の残骸を越えて、転がる黒装束の者達を横目にノスタリカは進む。

　おかしい、そうノスタリカは感じていた。

（静かすぎる……）

　戦闘が続いているのならその音が聞こえてくるはず。それなのに草原は静寂そのもので、草が風で揺れる音しか聞こえてこない。

　見渡した周囲には血の臭いと力尽きた黒装束の者達で溢れ返っていた。

「モルト！」

　見当たらない友の名前をノスタリカは叫ぶ。

「どこだ！　モルト!!」

　声を発するたび、口の中に血の味が広がる。

　足を引きずりながら探し回るノスタリカの視界に、やがて佇む人影が入り込んだ。

「モルト!?」

　見間違えるはずがない。その佇む後ろ姿はモルトだった。

　よかった、そうノスタリカは安堵した。それと同時にさすがだなとも思った。

　あんな数に囲まれても返り討ちにするなんて、と。

「心配させんなよ……」

　ゆっくり息を吐き出すと、自然とノスタリカの頬は上がった。

　自由に動かせない足でノスタリカは急いでモルトのもとへ向かう。自分達は守り抜いた、勝ったのだ。その喜びを早く分かち合いたかった。

　しかし。

「モルト……？」

　近付くにつれ、違和感がノスタリカの胸に広がっていく。

　なぜか立ったまま動かず、声が届く距離なのに何も反応を示さない。

「お前、それ……」

　左手に握られている赤黒い色の剣。それからは不吉なものが溢れ出ていた。それは瘴気や呪いの類。身に受ければただでは済まないもの。

「魔剣を……使ったのか？」

　声は聞こえているはずなのに彼は振り返らず、ただ立ち尽くしている。

「おい！　モルト!!」

「………………」

「っ!?」

　顔の左側半分に赤い模様が浮かび上がっているモルト。それを見てノスタリカはここで何があったのかを悟った。

　魔剣を守るためにはそうする他なかったのかもしれない。それが正しい判断だったのかもしれない。

　でも、だからといって。

「お前がそうする必要はなかっただろ！」

　その場に自分がいれば止めることができた。代わりに魔剣を握ることができた。

　唇を噛みしめて、ノスタリカは聖剣を構える。

　今ここでモルトを止めなければ魔剣を世に解き放つこととなる。それだけは絶対に阻止しなければならなかった。自分を犠牲にしてまで魔剣を守った友のためにも。

「モルト！」

　体の痛みを全て無視してノスタリカは聖剣を振り下ろす。

　次の瞬間、甲高い音が響き、ノスタリカは何が起こったのか理解するのに少し時間が掛かった。

「な……」

　握り締めていた聖剣。その刀身が半分ない。

（折れた？　聖剣が……？）

　それは確かに目の前で起こった。けれど信じられない。曲がることも刃こぼれすることもない聖剣が折れるなんて。

「っ!?」

　咄嗟に後ろへ飛び退き、ノスタリカはモルトと聖剣を交互に見る。

　やはり見間違いではなく、聖剣は折れていた。しかも綺麗な断面をして。

「切ったのか？　俺の聖剣を？」

「………………」

　沈黙をしたまま赤い視線が向けられる。モルトは頷くことも首を横に振ることもしなかったが、ノスタリカは確信した。

「は、はは……。そりゃどおりで隠されるわけだ」

　魔剣フライン。

　それはただの魔剣ではなかった。

　聖剣よりも高位に位置する遺物——特級遺物だったのだ。

「納得したよ。何で俺達が選ばれたのか、どうして秘匿されていたのか。……なおさら引けねぇじゃねぇかよ」

　あれは人の世界に存在してはならない物だ。身命を賭して、ここで止めなければならない。

　すぅ、はぁ、とノスタリカは深呼吸をする。

　肉体は既に限界を超えている。左腕は折れていて使い物にならず、右肩は切傷によって普段のようには動かせない。唯一の得物である聖剣も折れている。

　万全の状態でさえ負け越しているのに、こんな状態で勝てる相手ではない。

　そんなことは誰よりもノスタリカ自身が理解している。

　けれど、ノスタリカは構えた。

「行くぞモルト！」

　視界の隅で転がっていた黒装束達が起き上がっていく。

　それらの相手をしている余裕はない。ただ真っ直ぐモルトを凝視する。

　きっと自分はここで死ぬ。だから最後の仕事はちゃんとこなそう。

　聖剣使いヘルピスとして、友として、これだけは。

　ノスタリカは居合の構えをして、そう誓う。

「モルトッ！」

　視線が交差する。

　打ち合う余力は残っていない。

　機会は一度きり。

　その一度で渾身の一撃を叩き込む。

　そして、それを可能とするのはただ一つ。

　技の名前はシデン。ホマーロ王国を救った英雄の剣技。

　音速の踏み込みで距離を縮め、相手を切り伏せる居合。

　しかし、それは彼の特別な身体性によって可能な技であり、他の者にとってはかかる負担が想像を絶する。使用すれば、一度で脚が使いものにならなくなってしまうほどであった。

　ゆえにノスタリカは今まで一度も使ったことがなかった。だが、今がその時だと判断した。

　全身の力を脚に集中させる。

　音を立てながら骨が軋み、ひび割れていく。

　持てる力の全てを、ありったけを注ぎ込んだ踏み込み。脚が歪んで、傷口からは血が溢れ出す。

　そして、紫色の稲妻が草原を駆けていく。

「はあああぁぁっ！」

　距離を縮めたノスタリカは今生最後の一撃を繰り出す。

　それは最期の一振りに相応しいものだった。歩んできた人生の中で最も速くて鋭かった。

　けれど——

「……く、そ……」

　折れた聖剣は、やはり届かなかった。

　ノスタリカの胸を魔剣が貫いて鮮やかな血が溢れ出す。

　傷口から、何かが体内に入っていく。血管や神経を侵しながら駆け巡るそれは冷たくて、ノスタリカの体温を著しく下げていった。

「……ノスタリカ」

　魔剣を引き抜いた後、もがき苦しむノスタリカを、モルトは見下ろす。

　そんな彼を見上げたノスタリカは、モルトがなぜか悲しそうな顔をしているように見えた。

「………………」

　ゆっくりと、ノスタリカから視線を外したモルトは背を向けて歩き始める。

「ま、てよ……」

　必死に手を伸ばすが、その背中はどんどん遠くなっていく。

　今止めなければ遠くへ行ってしまう。戻ってこれないほど、遠くへ。

「モル……ト……」

　視界が赤く染まっていく。意識が遠のいていく。

　それでも、ノスタリカは手を伸ばし続けた。

「おれ、が……かな、らず……」

　そしてノスタリカの意識は途切れ、気が付いた時には目の前に聖職者エクソミールの少女が立っていた。
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「………………」

　窓から差し込む朝日で目を覚ましたリンリアは、体を起こして溢れ出る涙を両手で拭った。

　リンリアが見た夢。それはノスタリカの記憶。

　二人の聖剣使いヘルピスの運命を狂わせたあの夜の出来事だ。

「ノスタリカさんっ……」

　胸が痛くてたまらない。

　感情が涙となって溢れ出て、いくら拭っても、止まってくれない。

「あんな……っ」

　あんなのどうしようもないじゃないか、そうリンリアは思った。

　二人ではない別の聖剣使いヘルピスでも同じ結果になっていただろう。むしろノスタリカとモルトだったから魔剣の奪取だけは阻止できたと言える。

　そしてボロボロになりながらも使命を全うしようとするノスタリカの姿。それは正しく聖剣使いヘルピスだった。

「ううっ……」

　とリンリアは両手で顔を覆い隠す。

「なあ」と声を掛けられたリンリアは顔を向ける。すると、そこには足を組んで椅子に座りながら、不思議そうな顔をするノスタリカがいた。

「とりあえず服着たら？　っていうか人の上で寝るなよな。しかも俺、話してたし。ちゃんと聞いてたか？」

「え……？」

　そこにいるのは、何も変わらないノスタリカ・オニアウスだった。

　着ている衣服は綺麗で、どこも怪我をしていない。

「ノス……ノスタリカさんっ……」

「え、何？」

　ノスタリカからすると今の状況は、目覚めると同時にベッドの上で号泣し始めた上裸のリンリアという、理解しがたいものだった。

「私……私っ……」

「えぇ、怖い……何で泣いてんの？　怖い夢でも見た？」

　そう言ってちょっと引いているノスタリカ。

　そんな彼の姿に、リンリアはもっと涙が止まらなくなってしまう。

　彼の言うとおり、リンリアが見た夢は怖い夢になるだろう。なぜならその悪夢はノスタリカの人生が終わった瞬間の夢なのだから。

「うっうう……」

　と泣き止まないリンリアに近付いて、ノスタリカは彼女の聖衣を上から被せた。

「で、どうした？」

　さすがに普通じゃないと判断したノスタリカは優しい声音でリンリアに尋ねる。

　ぐす、と鼻をすすりながらリンリアは震える声で答えた。

「夢を、見ました……」

「夢？　どんな？」

「……ノスタリカさん、の」

「俺？」

　さらにノスタリカはわからなくなった。どうして自分の夢を見たら号泣するんだ、と。

　困惑するノスタリカに、リンリアは続ける。

「あの夜の……襲撃を受けた時の、夢です……」

「………………」

　そういうことか、とノスタリカは納得した。

　契約ネクロメントによって二人は繋がっている。それが原因でノスタリカの記憶がリンリアに流れ込み、その記憶は夢という形で再生されたのだ。

「そうか、見たのか。……まあ、何ていうか、頑張ってたろ？」

「はいっ……はいっ……！」

「ほら、いつまで泣いてんだ。検査あるんだろ？　早く服着て準備しろ」

　ノスタリカは苦笑しながらそう言って、リンリアの頭をわしゃわしゃと勢いよく撫で回す。

「そんで、検査が終わったら遺物保管庫行くからな」

「はいっ！」

「遅れるなよ」

　まだ涙を拭うリンリアの頭をポンポンと優しく叩いて、ノスタリカは部屋を出た。

「うぅうう……」

　残されたリンリアは涙を両手で拭いながら服を着る。

　悲しくて、辛くて、胸が痛い。だからこそ決意がさらに強固なものとなった。

　必ず魔剣を回収する。ベギール帝国には絶対に渡さない、と。

　でなければ、あの夜のノスタリカの戦いに意味がなくなってしまう。

　すぅー、はぁー、と深呼吸する。

　そして、パンパンッとリンリアは両手で頬を強く叩いた。
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　リンリアが身体検査を受けている間、時間ができたノスタリカはディヴェルサ支部内をうろうろと歩き回っていた。

　廊下を進み、右に曲がって、階段を上る。そして今度は左に曲がる。

　行先は特になく、何も考えず歩いていた。ゆえに迷った。

「うん、迷ったな」

　自分が今どこにいるのかわからない。ホマーロ支部であれば迷うなんてことはないのだが、やはり他の支部で無暗に歩くものではない。そう反省しながらノスタリカは進んでいく。

「ん？　……あー、そうか。ディヴェルサ出身だったか」

　足を止めて、ノスタリカはその肖像画を見つめる。

　立派な額縁に収められているその肖像画は歴史的価値と美術的価値を併せ持つもので、ノスタリカも実物を目にするのは初めてだった。

「マリア・ウィアトル」

　木陰で細い聖剣を抱きながら、うたた寝をしているエルフの女性。百年ほど前に実在したガルディ初の女性聖剣使いヘルピス。

　残した功績は後世に語り継がれ、今もこうして人々の記憶に刻まれ続ける。

　聖剣使いヘルピスの中でもその域に至る者は少なく、彼女達のような存在を人は英雄と呼ぶ。

「生きていてくれれば楽だったんだけどな」

　かつて存在した彼らがいてくれれば、魔剣の回収はさぞ簡単だっただろう。残された逸話からもわかるように、今と昔の聖剣使いヘルピスでは実力に差がある。

　ガルディが設立された当時は魔物の数が今よりも多く、強力な魔物が各地で跋扈していた。

　安全で平和な暮らしというものはなく、人々は魔物の脅威に怯える日々を過ごしていたのだ。そういう過酷な状況だったからこそ、聖剣使いヘルピスは強かった。いや、強くなければならなかった。

　時代が進むにつれ強力な魔物が討伐されていき、魔物自体の数が減少した現在、比例するように聖剣使いヘルピスの力量も落ちた。

「平和ボケしてるつもりはないんだけどな」

　そう呟きながらノスタリカはマリアの肖像画を見つめる。

　数が減ったといっても、いなくなったわけではない。今も魔物が人類の脅威であることに変わりはない。けれど、かつての聖剣使いヘルピス達からすれば、現代は平和そのものだろう。

「あ！　やっと見つけました！」

「ん？」

　聞き覚えのある声が聞こえたノスタリカは顔をそちらに向ける。すると、タッタッタと小走りで近付いてくるリンリアが視界に入った。

「もう！　探しましたよ！」

「悪い悪い。探検してたら迷った」

「だったら部屋で大人しくしててください！」

　そう言ったリンリアは普段の調子に戻っていて、ノスタリカは安心した。あのままだったら少し面倒だなと思っていたのだ。

「検査はどうだった？　終わったから来たんだろ？」

「はい、ちゃんと受けてきました。少し疲労が溜まっているからよく食べてよく寝なさいって言われました」

「それだけか？」

「はい。それ以外は何も」

「そうか。よかったな、異常なくて」

　異常がなかったことは喜ばしいことだった。

　何か見つかれば最悪の場合、任務の途中離脱も可能性としてあったのだ。

「ところで、何を見てたんです？」

　と不思議そうな顔でリンリアは壁に飾ってあるマリアの肖像画に視線を向けた。

「マリア・ウィアトル。知ってるか？」

「えっと、確か初の女性聖剣使いヘルピスですよね？」

　パツィスモ支部に所属するリンリアでも名を残した聖剣使いヘルピスであれば逸話のいくつかは知っている。

　その中でも印象に残っているのは、ホマーロ王国を魔竜から守ったジーク・エポストリアと、聖剣を二振り持っていた二刀流のフォルテオ・エグリミュートだ。そして、マリア・ウィアトルもそのうちの一人だった。

「魔物の大群を一人で退けたって本で読みました」

「そうだな、それが一番有名な逸話だ。そんでその戦いが終わった後、全身が血塗れだった彼女を心配して大丈夫か聞くと『わたしは出血してない』って答えた。だから血塗れのマリアブラッディ・マリアと呼ばれるようになった」

「何か、あんまり好ましい呼び名じゃないですよね。血塗れなんて……」

「でも本人は気にしてなかったらしいな」

　残されたマリアに関する記録では、彼女は血塗れのマリアブラッディ・マリアと呼ばれても気にする素振りは見せず、むしろ『トマトエルフと呼ばれなくてよかった』と言葉を残している。これも有名な話だ。

「ん？　あれ、この抱き締めてる聖剣……」

「ローズマリアだったか。細身の聖剣で軽いらしいな」

「これ……ノウラさんの聖剣によく似てるんですけど」

　そう言ってリンリアは絵の中のマリアが抱いている聖剣を指差した。

「ノウラ？」と首を傾げてノスタリカは自分の記憶を辿っていく。そんな名前の人物はいただろうか、と。

「あー、パツィスモのあいつか。多分そうだぞ」

「え、でも、ローズマリアはディヴェルサ支部の聖剣ですよね？」

「聖剣は各支部で管理されてる。ただ、担い手が別の支部に属する者だった場合は貸し出すんだよ。今回はそれだろうな」

「なるほど、そうだったんですね。初めて知りました」

「まあ、聖剣からしたら誰がどこの支部に所属してようがどうでもいいからな」

「た、確かに……」

　聖剣にとってガルディという組織なんて関係ないのだ。

　重要なのは担い手として相応しい者かどうか、ただ一つ。

「じゃあ、いつかノウラさんの聖剣はディヴェルサに返還されるんですね」

「そうなるだろうな。国宝級だろうし、手放さないだろ」

「………………」

　じっとリンリアはマリアの肖像画を見つめる。

　この絵は実際の彼女を描いている。

　木陰で聖剣を抱きながらうたた寝をするエルフの女性。その姿は美しく、無意識の内に見惚れてしまう。絵ですら視線を奪われるのに、実物だったらどれほど美しいのか。リンリアには想像もできない。

「おーい」

　声を掛けられハッとリンリアは視線をノスタリカに移した。

「す、すみません。見惚れてました……」

「そろそろ保管庫に行こうと思うんだけど、まだ見てたいか？」

「いえ、大丈夫です。もう十分見ました」

「じゃあ、行くか保管庫」

　二人はマリアの肖像画を見にきたのではない。遺物保管庫で装備の新調をするためにディヴェルサ支部を訪れているのだ。

「で、どっちだ？」

　左右に視線を向けるノスタリカを見てリンリアは思い出した。

　そうだった、この人迷子だったんだ、と。

「……受付で担当の方が待ってくれてます」

「そうなのか。じゃあ受付に行くか……どっちだ？」

　はあ、とため息を漏らして、リンリアはノスタリカの手首を掴んだ。

「こっちです。行きますよ」

「別に掴まなくても大丈夫だぞ？」

「迷子になる人の言葉は信用できません」

　そう言ってリンリアはノスタリカの手を引きながら廊下を進んでいく。

「それに遭難しましたし、ノスタリカさんは方向音痴ですよ。自覚してください」

　遭難と迷子。

　もうリンリアの中でノスタリカは方向音痴という認識が固まっていた。

「方向音痴じゃないけどな」

「自覚してください！」
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　重たい扉の先には数々の遺物が保管されていた。

「わあ」とリンリアは声を漏らす。

　見たことのない形状の物から、パツィスモ支部にも保管されている物など。どこを見ても凄いという感想しか思い浮かばない光景が広がっていた。

「ここにあるのは持ち出していいんだよな？」

「はい。この第一保管庫にある遺物は全て安全性が確認されているもので、セーファ支部長の許可も出ていますので大丈夫です」

　ディヴェルサ支部の職員はノスタリカの質問にそう答える。逆に言えば、ここ以外で保管されている遺物は持ち出し禁止ということだ。

「了解。じゃあ、行くか」

「は、はい！」

　圧倒されていたリンリアは先に歩き出したノスタリカを慌てて追いかけて隣に並ぶ。

「どんな遺物を持っていくのかってもう決めてるんですか？」

「ある程度はな」

　まずは防具だ。リンリアの聖衣はパツィスモ支部に所属する聖職者エクソミールが着る、いわば制服のようなもの。耐熱や防刃など、身に付けた者の命を守る作りになっていて、通常の任務であればそれで問題はない。

　しかし、今回の任務は魔剣の回収という特別任務だ。

　モルトや魔剣のアンデッドアンデッド・フラインとの戦闘が想定される。

「とりあえず、お前の防御力を底上げしないとな」

「防御力、ですか？　でも聖衣着てますよ？」

　とリンリアは両手を広げた。

「そんな布で魔剣を防げるのか？　魔剣のアンデッドアンデッド・フラインから身を守れるか？」

「それは……」

　ノスタリカの記憶を見たリンリアは知っている。魔剣フラインがどれほど強力なのかを。

　聖剣すら切断してしまう鋭利さ。それの前では聖衣など紙同然だ。

　そして魔剣のアンデッドアンデッド・フラインも危険だった。なぜなら聖衣はそれに対抗することを想定していないからだ。

「それはそうかもしれませんけど、あの魔剣を防げるものなんてあるんですか？」

「ここにはないだろうな」

「え」

「鎧の上からでも斬られるだろうよ。でもないよりはいい。それとも全裸で戦うか？」

　鎧も聖衣も魔剣の前では無意味で、裸と変わりはない。そうノスタリカは言っている。

「裸でって、それはちょっとさすがに……」

「だろ？　モルトの相手なら意味はないかもしれない。けど、魔剣のアンデッドアンデッド・フラインが相手なら役に立つ。ただでさえお前は戦えないんだ、全身固めておかないと」

　リンリアはまだ実際に戦ってはいない。けれどこの先もずっとそうなるとは限らないのだ。

　ノスタリカがいくら頑張っても限界はある。

「なるほど」とリンリアは呟いて理解した。

「でも全身鎧ってわけにもいかないよな。チビだし」

「ち、チビ!?」

　突然の暴言にリンリアは驚きを隠せなかった。

「なあ、何か軽くていい感じの遺物ないか？」

　保管庫の管理を任されている職員にノスタリカは尋ねる。

「そうですね……。鎧などの防具というよりは、聖衣のようなものということですよね？」

「ああ、こいつが着れるやつ。できれば布がいい」

「布ですか……」

「聖衣の下に着れるインナーみたいなものでもいいぞ」

「そうですね……。うーん」

　と職員は唸り続ける。

　そして、リンリアに視線を向けた。

「今着ていらっしゃるのはパツィスモで製造されている、布に魔術式を編み込んだものですよね？」

「はい、そうです」

「それ以上のものとなると、やはりここにはないかと」

　ノスタリカが求めるような力を持った遺物がないわけではない。持ち出すことが許されていないのだ。だからこそ彼は悩んでいた。

「そうか。……もう一度聞くけど、ここ以外の保管庫にある遺物は駄目なんだよな？」

「はい。申し訳ないのですが持ち出しはできません。確かに刃を通さない布はありますが、なにせ重量が……」

「ああ、鉄の布か。あれは無理だな、潰れる」

（潰れる……？）

　不穏な単語にリンリアは二人の顔を交互に見る。会話から察するに、鉄のように重い布の遺物が存在していて、それは防御性能が高い。しかしその重さは人を潰す重さということだ。

「どうするか……」

　そう呟いてノスタリカも唸り始めてしまう。

　自分の装備で二人を悩ませていることにリンリアは申し訳なくなってくる。だからこそ何か案はないかと思考を巡らせた。

　そして一つの案を捻り出した。

「……あの、重ね着をするのはどうですかね？」

「重ね着？　何を？」

「各支部で支給されている聖衣はその国の独自製法で作られてますよね。だったらそれを重ねて着れば今よりよくなるんじゃないかなって」

「パツィスモとディヴェルサの二着を着る……。二層になればその分性能は上がる……」

　ぶつぶつとノスタリカは呟いて、職員に視線を向けた。

「そういえば、ディヴェルサの聖衣ってどうやって作ってるんだ？」

「私達の聖衣ですか？　まずエルフが特殊な染料を作るんです。その後にドワーフの染色技法を使って布を染めて、出来上がった染物を聖衣にしているんですよ」

「へえ、染めてるのか。どおりで色が付いてるわけだ」

　職員である彼が着ている制服も緑色で、聖衣に使う染物と同じものを使って作られていた。

「じゃあ、パツィスモの聖衣を染められるか？」

「それが……。過去に試したらしいのですが上手くいかなかったみたいで……」

「だよな。できるならやってるよな」

　聖衣に使用されている魔術式と染料の相性が悪く、実用化には至らなかった。今も研究は続いているがノスタリカ達に完成を待っている時間はない。

「……一旦後に回すか」

「そうですね。聖衣を重ね着すれば今以上にはなりますし」

　とリンリアは申し訳なさそうな顔をするが、ノスタリカは気にせず話を進める。

「じゃあ次は武器だな。何がいい？」

「え？　えっと、そんな急に言われても……えーっと……やっぱり杖ですかね？」

　魔術を扱うリンリアにとって武器といえば杖だった。

「聖職者エクソミールはそうなるよな。でもお前持ってないよな？」

　どういうわけか、リンリアは聖職者エクソミールでありながら杖を持っていなかった。

　それは、聖剣使いヘルピスが聖剣を持っていないのと同じことだ。

「置いてきたんですよ。今の私は魔術の行使ができないので」

「魔術が使えなきゃただの棒ってことか」

「振り回して鈍器として使うこともできますけど、私の力だと……」

　十五歳の少女が勢いよく振りかぶればそれ相応の打撃となるが、魔剣のアンデッドアンデッド・フラインに通用するとは思えない。そもそもリンリアは杖を鈍器として扱う訓練なんて受けていないのだ。

「まあ、聞いておいてあれだけど。持ってく遺物は決まってるんだよな」

「え、そうだったんですか？」

「そのために寄ったんだよ」

　そうだったんだ、とリンリアはノスタリカに視線を送る。

「あれはどこにあるんだ？　世界樹の枝で作られた杖」

「え……」とリンリアが固まると、同行していた職員の男も同様に言葉を失った。

「あるだろ。貸してくれよ」

「ちょちょ、ちょっと待ってください！」

　慌てた様子でリンリアは平然としているノスタリカの前に立った。

「まさか聖杖を持ち出そうとしてるんですか!?」

「そうだけど」

「いやいやいや、聖杖は聖剣と同等の聖遺物ですよ!?　私のような一介の聖職者エクソミールが持っていいものじゃありません!!」

　面倒くさいな、と言いたげな表情でノスタリカはリンリアから視線を逸らす。

　しかし、リンリアの反応は正しいものだった。

　現代では痕跡しか残っていない世界樹。

　その枝で作られた杖は聖剣に匹敵する力を宿し、限られた者だけが持つことを許される代物なのだ。確認された聖杖は七本で、その内の五本をガルディが所有している。

　そしてその一本が、ここディヴェルサ支部に保管されていた。

「一本ぐらいいいだろ」

「よくないです！　ですよね!?」

「セーファ支部長から遺物の持ち出し許可は出ていますけど、聖杖は……」

「ほら！」

「うるせえな。必要なもんは必要なんだよ。じゃあ逆に聞くけど、今じゃないならいつどこで使うんだよ」

「そ、それは……」

　渋る職員の意を得て反論するも、ノスタリカは今こそ聖杖を使う時だと言っている。

　出し惜しみをするような状況ではないのだと。

「聖杖には聖剣と同等の浄化作用がある。普通の杖で殴っても倒せない魔剣のアンデッドアンデッド・フラインでも聖杖で殴れば浄化できるはずだ」

　魔術を扱えないリンリアが魔剣のアンデッドアンデッド・フラインを倒す方法としてそれこそが最適解だとノスタリカは考えている。そしてそれは正しく、反論できる者はいなかった。

「お前には聖杖が必要だ。身を守るためにもな」

「でも……」

　とリンリアは視線を職員の男に向ける。

　ディヴェルサ支部で保管している遺物を持ち出すには支部長の許可が必要だ。ノスタリカは既に許可は得ている。しかしその中に聖杖は含まれていないのだ。

「たとえ持ち出すにしても、一度セーファ支部長に相談するべきだと思います。私達だけで決めていいことじゃないです」

　困り顔の職員もリンリアの意見に賛同し、頷いた。

「何でだよ。許可はもらってるだろ」

「それはこの保管庫内の遺物であって聖杖は含まれてませんよ。きっとセーファ支部長も聖杖を持ち出そうとしているなんて思っていないです」

　頭を掻きながらノスタリカは面倒くさそうな表情をする。

「あーもう、わかったよ。行くぞ支部長室」

「え、ちょっと!?」

　面倒を嫌ってスタスタと保管庫から出ていくノスタリカ。

　リンリアの声は届かず、彼の背中はどんどん遠くなっていく。

「もうっ！　場所はわかるんですかっ!!」

　小走りでノスタリカを追い掛けてリンリアも保管庫を出る。

　職員の彼を置いて。

「あ……行っちゃった……」
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「単刀直入に言う。聖杖を貸してくれ」

　突然部屋に入ってきたノスタリカはセーファの前に立つとそう告げた。

「……それは、世界樹の聖杖のことですか？」

「ああ、その聖杖だ」

「………………」

　ノックもせず入ってきて、何の用かと思えば聖杖を持ち出したいと言っている。それは「はい、わかりました」と二つ返事で答えられるものではなく、ゆっくりとセーファは持っていたペンを置いた。

　ちょうどその時、「何で置いていくんですか！」とリンリアが小走りで入ってくる。

「あっ、お仕事中すみません。失礼します」

　ノスタリカと違って、リンリアはセーファに軽く頭を下げて挨拶をする。そしてリンリアの後ろからディヴェルサ支部の職員も部屋に続いた。

　そんな三人を見てセーファは告げる。

「とりあえず、座って話しましょうか」

　全員がソファーに座ったのを確認すると、セーファがノスタリカに視線を向けた。事実上、話し合うのはノスタリカとセーファの二人だけで、リンリア達はそれに付き合っているにすぎない。

「改めて確認をしますが。聖杖の貸し出しを求めているという認識で合っていますか？」

「ああ、そうだ」

「そうですか……」

　さすがにセーファも困った様子だった。

　昨晩の話し合いで遺物の持ち出しを許可したけれど、もちろんそれに聖杖は含まれていない。

「他のものではなく、聖杖なんですよね？」

「ああ」

「代わりを立てるという選択肢は……」

「ない。聖杖だ。ここに立ち寄ったのは聖杖を持っていくためだしな」

「なるほど……」

　最初から聖杖を求めてディヴェルサ支部に立ち寄っている。そう言われ、セーファはさらに困ってしまう。

「わかってはいると思うのですが、聖杖とはそう簡単に持ち出せる代物ではなくてですね。国宝と言っても過言ではない代物なんですよ」

「知ってる、世界に七本しかないからな。でも今必要なんだ」

　真っ直ぐ自分を見つめるノスタリカの瞳にセーファは確固たる意志を感じていた。

　魔剣フラインと魔剣のアンデッドアンデッド・フライン。それらに対抗するため、聖杖が必要だという理由はわかる。

　だが、だからこそセーファには一つ疑問があった。

「他の支部で保管している聖杖では駄目なのですか？」

「いや、聖杖ならどれでもいい。ただディヴェルサ支部が一番近かっただけだ」

　ノスタリカが所属するホマーロ支部とリンリアが所属するパツィスモ支部。どちらも申請をすれば聖杖の持ち出しを許可してくれただろう。しかし遠かった。

「なるほど、距離でしたか」

　距離の問題はそのまま時間に直結する。

　パツィスモ支部へ向かうことは来た道を戻ることになる。ホマーロ支部に向かうことはモルトの追跡を中断することになる。

　この先に進むためにも、そのどちらでもなく、最も近いディヴェルサ支部である必要があった。

「他の支部に寄ってる時間はないんだ。わかるだろ？」

「それはわかりますが……」

　セーファが問題視しているのは聖杖の持ち出しについてではなく、二人についてだった。

　ディヴェルサ支部の者が聖杖を持ち出すのと、他支部の者が持ち出すのとでは意味が変わってくる。

　支部同士のやり取りなど、貸し出しには相応の手続きが必要で、セーファ一人が許可を出せばいいというわけではない。それにいくら支部長といっても、何でも一人で決めていいわけではないのだ。

　悩み続けるセーファに、ノスタリカは鋭い視線を送った。

「忘れるな。今は非常事態だぞ」

　その圧のある言葉にセーファ達は息を呑む。

「……そうですね。あなたの言うとおりです」

　通常の手続きをしていられるような状況ではない。今は一刻でも早く魔剣を回収しなければならないのだ。これ以上の被害を出さないためにも。

「聖杖の持ち出しを許可します」

「いいんですか、支部長？」

　他支部の者に聖杖を貸し出した前例はなく、支部内で会議もせずにセーファが許可を出したのだ。職員の男が戸惑うのも無理はない。

「構いません。あと、ここで聞いたことは内密にしてください。いいですね？」

　ノスタリカの発言とセーファによる口止め。それらは察するには十分すぎた。

「わ、わかりました……」

　少し声の震える彼を見て、リンリアは申し訳なくなった。そして自分も最初はあんな感じだったんだろうな、と思った。

「聖杖以外の遺物は何を持っていくのかはもう決めましたか？」

「いや、それが目ぼしい防具がなくてな」

　とセーファの問いに答え、ノスタリカはリンリアに視線を移す。

「防具？　鎧ですか？」

「さすがに鎧は無理だ、こいつチビだから」

　またチビって言った！　と隣で声が聞こえたがノスタリカは無視した。

「パツィスモの聖衣を着ているようですが、それだけでは不十分なんですね？」

「ああ、もっと防御性能が高い方がいい。命に関わる」

　ノスタリカの話を聞いてセーファもリンリアに目を向ける。

　契約ネクロメントによって魔術の行使ができないリンリア。聖職者エクソミールであれば防御魔術で身を守ることができるが、今のリンリアにはそれができない。だからこそ身に付けているもので身を守る必要があった。

「今のところパツィスモとディヴェルサの聖衣を重ね着する感じになってるけど。何かいい遺物あるか？」

「そうですね……探しているのは布、聖衣のようなものなんですね？」

「ああ、こいつは見た目通りの力しかないからな。全身を覆うような鎧だときっと動けなくなる。なるべく軽いものがいい」

　十五歳の少女に金属製の鎧は重すぎる。身動きが取れなくなって、むしろ危険だ。

　リンリアを見つめながらセーファは悩む。あれを出すべきかどうかを。

「……試作品なのですが、それでも構いませんか？」

「試作？」

「はい。より高性能な聖衣の開発をしていまして、それの試作品であれば聖衣を重ねるより身を守れるかと」

「へえ、詳しく聞かせてくれ」

　ノスタリカにそう言われ、セーファは開発段階の新たな聖衣について語り始める。

「始まりは鉄の布という遺物の再現を目的とした研究でした。液状の遺物をドワーフの染色技術を使って布に染み込ませ、布に遺物の性質を宿します。その実験の過程で製造された染物はどれも失敗だったのですが、それは再現としての話で、従来の聖衣に使用している染物よりも硬度や柔軟性など勝る部分もあり、再現の研究と同時進行で新たな聖衣の開発に着手したんです」

「遺物を布にか。……さすがだな、他の国じゃ真似できないぞ」

　遺物を布に染み込ませるとだけ聞けば誰でもどこでも簡単にできるように思えるが、実際にはそう簡単な話ではない。染色技術に長けたドワーフがいるからこそ可能なのだ。

「その試作品でいい、貸してくれ。そっちとしても実戦で使えるかどうか知りたいんだろ？」

「ええ、良し悪しなど使用感を教えていただければ参考になるので」

「じゃあ決まりだな。こいつの聖衣と俺の外套を用意してくれ」

「わかりました。そのように手配します」

　聖杖と新たな聖衣の確保。おまけにノスタリカの外套も用意できた。

　あとは、それらを試すだけ。

「すぐ用意できるか？　試してみたいんだけど」

「可能ですよ」

　とセーファは告げて立ち上がった。

「では行きましょうか。まずは聖杖の元へ」

　ノスタリカは頷いて立ち上がる。

　隣に座っていたリンリアも続くように立ち上がったが、内心穏やかではない。

（せ、聖杖を私が？　……本当に？）

　口を挟まずリンリアは黙っていたが、まさか本当に聖杖の持ち出しが許されるなんて思っていなかった。

　アリアーナであれば許可が出ても納得できる。しかし許されたのはリンリアだ。それも一介の聖職者エクソミールで十五歳。ここまで若い者が聖杖を持った記録はなく、最年少記録を更新し、それは塗り替えられない記録となるだろう。

「………………」

　自分の肩に重圧がのしかかるのをリンリアは感じ、歩みはとても重かった。




　　　　　◆




　セーファに連れられ、ノスタリカとリンリアは第三遺物保管庫を訪れた。

　以前入った第一保管庫とは違い、この第三保管庫に収められている遺物は相応な理由がない限り外への持ち出しが禁じられており、許可なく立ち入ることすらできない。そんな場所だった。

　リンリアの目の前にあるのは大きくて堅牢な金属製の扉。

　それだけで、第一保管庫とは違うとわかる。

「この先です」

　セーファは慣れた手つきで鍵を外し、扉を押した。

　ゆっくりと扉は動き、低い音が響く。

　部屋の中は明るく、保管されている遺物達が各々の存在感をこれでもかとリンリアに押し付けてきた。

　木製の台座に鎮座する、いくつもの刀剣。静かに存在感を放つそれらは、個人で扱う武器でありながら、一度鞘から解き放たれれば戦場の大局を変えうる力を持つ一級遺物。

「聖剣……！」

　瞬きを忘れ、リンリアの視線は奪われる。

「ここ第三保管庫には聖剣などの一級遺物が保管されているんです」

「知らない聖剣もあるな」

　聖剣を持つ者としてノスタリカはそれなりに知識を持っている。だが、ここにはその知識に含まれていないものが何本もあった。

「ええ、ここには未だに担い手が現れていない聖剣もありますので」

　ガルディは聖剣を運用しているが、それは回収した内の数本でしかない。ほとんどの聖剣は担い手が現れず、こうして各支部の保管庫で眠っているのだ。

「聖杖はこちらです」

　先を歩くセーファの後ろにノスタリカとリンリアは続いていく。

「それにしても」

　とリンリアは周囲に鎮座する聖剣から、ノスタリカの腰にある聖剣へ視線を移した。

「こう見ると、ノスタリカさんの聖剣って何か違いますね」

　リンリアを囲む聖剣は一目で普通の剣ではないとわかる。けれどノスタリカの聖剣は町の武器屋に並んでいても違和感がない見た目をしていた。

「ん？　ああ、こいつは後天的なやつだからな。聖剣として作られたものとは違うんだよ」

「……えっと？　後天的とは？」

「ただの剣が聖剣に昇華したもののことだ。元々こいつはただの剣だったんだ、そこら辺で売ってるような」

「え、そんなことあり得るんですか？」

　そんな話、リンリアは聞いたことがなかった。

「聖剣を持つ者は英雄と呼ばれる。なら、英雄と呼ばれた者が持っていた剣は？」

「……聖剣？」

「そういうことだ」

　ノスタリカはそう言うが、リンリアは納得できなかった。そんなのはただの言葉遊びだ。

「でも、そんなの——」

「事実ですよ」

　とセーファが口を開いた。

「ホマーロ支部に保管されている聖剣エアレイズは確認されている後天的聖剣の内の一本で、タングに制作年月日と製作者の名前が刻まれているんです。ですよね？」

「ああ、そのとおりだ。聖剣の研究をしてる連中からすれば実戦で使ってほしくないだろうな」

　ははは、とノスタリカは笑う。

（いやいや、笑い事じゃないと思うんだけど……）

　とリンリアは内心思った。

　普通の剣がどうやって聖剣へと至ったのか。それがわかれば常識がひっくり返る。その手掛かりが聖剣エアレイズに詰まっているのだ。武器としての価値よりも歴史的価値の方がある。

「制作年月日ってことはどれくらい前に作られた物なんですか？」

「かれこれ千年くらい前だな。制作者の名前も古代文字で書いてあるし」

「せっ千年!?」

「わけわからないよな。現代の武器屋に置いてあっても違和感ない見た目してるくせに、千年前の超古代遺物なんだぜ、こいつ」

「………………」

　そんな凄いものだったのか、とリンリアはノスタリカの腰にある聖剣を凝視する。

　そして思い出す、遭難した日々のことを。

　あの聖剣で魚を捌いていたノスタリカの姿を。

「何でノスタリカさんが選ばれたんですか？」

「知るかよ、こいつに聞いてくれ。そもそもモルトの聖剣だしな」

　今はノスタリカが持っているけれど、聖剣エアレイズはモルトが持っていたものだ。どうしてアンデッドとなったノスタリカに力を貸しているのかはわからないけれど、それにはきっと意味があるはずだ。

（本当に、何でノスタリカさんなんだろう……）

　そう疑問に思いながら歩いていると、セーファが立ち止まった。

「着きました。……あれが世界樹の聖杖です」

　数々の遺物の前を通り、辿り着いた場所。そこは開けた空間で天井からは光が降り注ぎ、中央に佇む石碑と台座を照らしていた。

　そして台座に横たわる杖こそが、ディヴェルサ支部に保管されている至宝。

「あれが……」

　リンリアは周囲の空気が変わったのを感じ取っていた。同時に似ていると思った。パツィスモの大聖堂と。

　この空間は神聖な場所であり、神秘が今も残る場所。ここはそういう場所なんだ、とリンリアは理解する。

　カツンカツンと足音を響かせながら進んでいると、リンリアの視界に何か動く物体が入り込んだ。背丈はリンリアよりも低く、髭を生やし、四肢は太い。その人物は知識として知っている一般的なドワーフの中年男性の容姿をしていた。

「あぁ？　誰だぁ？」

　近付いてくる三人に気付いたドワーフの男は振り返り、眉をひそめながら太い腕を組んだ。

「お疲れ様です。ガンガさん」

「……おお、セーファか。んでぇ、そっちは？」

「彼らはパツィスモとホマーロの方達で、こちらがリンリアさん、こちらがノスタリカさんです」とセーファは二人をガンガに紹介した。そして続いてガンガを二人に紹介する。

「こちら第三保管庫の管理をしている、ガンガ・グレゴさんです。この支部ができた当初から働いてくれているんですよ」

「初めまして、パツィスモ支部所属の聖職者エクソミール、リンリア・ククシュキンです」

「ホマーロ支部所属のノスタリカ・オニアウスだ。よろしく」

　すると、ガンガの視線はノスタリカに向けられる。もっと正確に言えば、その首元に。

「……聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスか」

　とノスタリカに睨むような鋭い視線を送りながら、ガンガは小さく呟く。その敵意や警戒が込められた声は三人の耳には届かなかった。

「そんで？　おめぇら何しに来たんだ？」

「聖杖を取りに来ました」

「あぁ？　本気かおめぇ？」

「はい」

　とセーファはガンガを真っ直ぐ見つめて答える。

「……はあ、ったくよぉ。どっかの馬鹿がしくじりやがったな？」

　そう言ってボリボリと頭を掻くガンガ。今の短い時間で彼は察していた。

　そして納得もした。聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスが運用されている異常事態に。

「詳しくは聞かねぇ、聞きたくねぇ。とっとと持っていけ、だがちゃんと返せよ」

「ええ、もちろんです。事が終わり次第返却していただくので大丈夫です」

「そうかい」

　ガンガはそう言い残して自分の仕事に戻った。

「では行きましょう」

　セーファに続いてノスタリカとリンリアは台座へ歩いていく。

　まるで神殿のような場所でディヴェルサ支部の地下とは思えない。そうリンリアが思うのは当然のことで、ディヴェルサ支部は遺跡の上に建てられていた。

　リンリアは気付いていないが、既に古代遺跡に足を踏み入れているのだ。

　そして台座の前に辿り着くとセーファは振り返り、リンリアに視線を送る。

「ではリンリアさん、どうぞ」

「えっ、あ、はい」

　台座に横たわる木製の杖。その先端には透き通った青色の宝石が埋め込まれていて、天井から差し込む光を反射し、キラキラと輝いていた。

「………………」

　本当に自分が手にしていいのだろうか、と躊躇するリンリア。手を伸ばせば届く距離なのに、手が出せない。

　もしも旅の道中で壊してしまったら？　紛失してしまったら？

　そういった最悪な未来が脳裏によぎる。責任を取れるような立場ではなく、謝って済むことでもない。

「ほら、何ビビってるんだよ」

　とノスタリカはリンリアの背中を押した。

「ちょっ」

「形ある物はいつか壊れる。そん時はそん時だ。それに一本なくなったところで他にも聖杖はある。やらかした時の責任をどう取るか考えてるならいい方法を教えてやる。全部アリアーナに押し付けろ、全部あいつのせいにしていい」

「なっ、そんなことできるわけ——」

「お前はあいつに命じられてここにいる。そうだろ？」

「そ、それは……そうですけど」

「じゃあ責任者はあいつだ。それにお前は命を懸けて任務に励んでる。あいつは安全な場所でふんぞり返ってるんだから、それくらいやってもらわなきゃ困る……な？」

　そう言ってノスタリカは視線をセーファへ移した。

　あはは、と苦笑いをするセーファ。アリアーナと同じ支部長という立場だからこそ反応に困るのだろう。何で今こっちを見た？　と内心では思っているに違いない。

「だから気負うな。お前はお前のやるべきことをやればいいんだよ」

「ノスタリカさん……」

　リンリアは自分のやるべきことはわかっている。

　そしてそれを成し遂げるためにこの聖杖が必要だということも。

　人々の平和の確保。

　安全に過ごし、安心して明日を迎えるために。

　大きく息を吸ってゆっくりと吐いていく。そして、リンリアは聖杖に手を伸ばした。

　そして指が触れた瞬間、世界が一変した。

「え……？」

　そこは地平線が見える、緑が一面に広がる草原だった。

　風が草を揺らし、青い空を白い雲が流れる。

「……世界樹」

　リンリアの目の前にはとても大きな樹木がそびえ立っていた。実物を見たことはなく、それを書き記した絵も残っていない。なのに、リンリアは自分を圧倒するそれが世界樹だと確信した。

　それは木というにはあまりにも巨大で、自分という存在がとても小さく思えてしまう。

「………………」

　じっとリンリアは世界樹を見つめる。

　その直径だけで森が一つすっぽりと収まってしまうほどの大きさで、高さは高すぎてわからない。雲を貫いているが、きっとその先も世界樹は伸びている。

『……リア』

「………………」

　瞬きを忘れて世界樹に見入るリンリア。無意識に手を伸ばして幹に触れようとした時。

　とん、と右肩に誰かが触れた。

「おい、大丈夫か？」

　ノスタリカの声が耳を通り、リンリアは顔をそちらに向ける。

「え？　……あれ？　私？」

　と少し戸惑いながら周囲に視線を散らす。

　いつの間にか草原や世界樹は消え、元の場所に戻っていた。

「持ったら動かなくなったんだよ。何かあったのか？」

　不思議そうな顔で覗き込んでくるノスタリカに、リンリアは自分が見たものを思い返す。

　夢や幻の類とは思えないほどそれは凄まじい存在感を放っていた。吹く風が肌を撫でる感触も、草が揺れて擦れる音も現実そのもので、偽りには到底思えない。

　だからこそ、混乱する。あれは何だったのかと。

「……世界樹を、見ました」

「はあ？　幻覚ってことか？　大丈夫なのかよ、それ」

　そう言ってノスタリカは疑念のこもった視線を聖杖に送る。

　手にした者に幻を見せる遺物はないわけではない。けれど、そのどれもが危険な遺物であり、そういった遺物は人の手に触れることがないよう封印されているのだ。

「やはり、そうでしたか」

　何か納得した様子のセーファにノスタリカは視線を移した。

「何か知ってそうな感じだな？」

「世界樹の聖杖という名で呼ばれる所以。それこそがリンリアさんが目にした幻なんですよ」

「えっと、つまり？」

　とリンリアが首を傾げる。

「世界のどこを探しても世界樹なんて巨木は存在しません。けれど、それはその枝で作られた杖であると断言ができる。リンリアさんが見た幻は聖杖の記憶のようなものです」

「あれが、記憶……」

「へえ。じゃあ、お前も見たことあるのか？」

　とノスタリカはセーファに問い掛ける。

「はい、僕も初めて触れた時に。他の者も同じ幻を見ていますよ」

　リンリアが見た幻をセーファもかつて見ていた。それだけではなく、触れた者全員が同じ幻を見ている。

　あの地平線が続く草原と天を貫くほど巨大な樹木を。

「………………」

　じっとノスタリカは聖杖を見つめる。セーファの言葉が正しければ初めて触れた者は世界樹の幻を見るということだ。

　であるならば、ノスタリカも同じように世界樹を見ることができる。

「俺も拝んでみるか、世界樹ってやつを」

　手を伸ばしてノスタリカはリンリアが持つ聖杖に触れる。

「………………」

「……ノスタリカさん？」

「何も見えないが」

「え？　すっごく広い草原と、とんでもなく大きな木が目の前にどんっ！　って感じに現れるんですけど」

「いや、何も見えないな」

　そう言いながらノスタリカはペタペタと両手で聖杖を触る。しかし、リンリアやセーファが見たという世界樹の幻は一向に見えない。

「過去に触れたことはありますか？」

　と興味深そうにセーファがノスタリカに尋ねた。

「いや、ないな。ホマーロで保管してる聖杖も触ってない」

「なるほど……」

　少し考え込むセーファ。今まで触れた者は例外なく口を揃えて世界樹を見たと言っていた。触れても世界樹が見えないと言ったのはノスタリカが初めてだ。

　だからこそ疑問が浮かんでしまう。

「他の者とノスタリカさんの違い……聖剣使いヘルピスは見えない？　いや、そもそも発見して回収したのはディヴェルサの聖剣使いヘルピスで世界樹を見たと記録が……」

　セーファが思考を巡らせていると野太い声が聞こえてきた。

「死んでるからじゃねぇのかぁ？」

　三人の視線が同時にガンガへ向けられる。

「確かに世界樹を見た者とノスタリカさんの違いといえば生者かアンデッドかですね。なるほど」

　疑問の答えを得たセーファは納得したらしく、何度も頷いていた。

「じゃあ俺は見れないのか」

「残念でしたね。本当にすっごいんですよ」

　一度見れば生涯忘れることはないと断言できるほどの迫力と存在感。あれを見ることができないなんて、ちょっと気の毒だなとリンリアは思った。

「おめぇら、用が済んだならとっとと出てけ。掃除の邪魔だ」

　三人に背を向けながら掃除に勤しむガンガにそう言われ、「行きましょうか」とセーファは苦笑した。

　これ以上ガンガの邪魔にならないよう三人は歩き出す。すると。

「あぁ、ちょっと待て」

　とガンガにリンリアは呼び止められた。

「はい？」

「おめぇさん。わかってるとは思うが、そいつから目ぇ離すなよ。暴走しねぇようにな」

「え、えっと……はい、肝に銘じます」

　聖杖はディヴェルサの至宝で破損や紛失をするわけにはいかない。宿っている力も聖剣と同等もしくはそれ以上。扱いを誤れば暴走する可能性がある。

　だからガンガは目を離さず、気を付けるよう言っているのだとリンリアは解釈した。

「では、お仕事中失礼しました」

　軽く頭を下げて、リンリアは自分を待つノスタリカとセーファのもとへ向かう。

　掃除をしていた手を止めて、ガンガは三人の背中を見つめる。

「聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピス……。同じことの繰り返しにならなきゃいいんだが」

　その鋭い視線はノスタリカの背中に向けられていた。
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　数日後、新しい聖衣に身を包んだリンリアとノスタリカはセーファに見送られながら旅立った。

「さて、行き先はどっちだ？」

　そう言ってノスタリカは聖剣を地面に立てて手を離す。

　ぐらぐらと揺れて聖剣の柄頭は二人の行き先を示した。

「あっちか」

「あっちですね」

　数日の滞在期間で聖杖の調整とリンリアの戦闘訓練を行い、改めて準備を整えた。

　魔術が使えないリンリアは変わらず戦力として数えられないが、聖杖に元々備わっている防御結界を行使することで身を守ることができるようになった。

「それにしても便利だな、それ」

　と聖剣を拾いながらノスタリカは言う。

　その視線はリンリアの左手首にあるブレスレットに向けられていた。

「私も最初は驚きましたよ。まさか聖杖がブレスレットになるなんて」

　青い宝石が特徴的な木製のブレスレット。

　それは聖杖が形を変えた姿だった。

「本当にどうなってるんですかね、これ。持ち運ぶことを想定して形を変えられるなんて」

「セーファも言ってたな。どういう原理なのかわからないって」

　その原理がわかれば大きくて運ぶのが困難なものも小さくして運びやすくなる。実現すれば荷物の運搬に革命が起こるだろう、とセーファは言っていた。

　聖剣が指し示した方向を見つめ、ノスタリカはモルトのことを考える。

「ここ数日で魔剣のアンデッドアンデッド・フラインの目撃情報はほとんどなかった。まだ表に出てきてないだけかもしれないけど、思っていたよりモルトは大人しくしてるみたいだな」

「そうですね。私も思ってました。被害報告が少ないなって」

　二人の想像よりも魔剣のアンデッドアンデッド・フラインによる被害はなかった。だからこそ準備に専念できたのだが、ノスタリカは違和感を覚えていた。

「村一つ潰すやつが他に手を出さないわけないと思うんだけどな」

　けれど、実際に被害報告がほとんどないのだ。

「……嵐の前の静けさってこういうことを言うんですかね」

「かもな」

　できる限りの準備は整えた。リンリアが着る白を基調とした新たな聖衣と世界樹の聖杖。そしてノスタリカが羽織る黒い外套。二人の見た目に変化はあまりないが、遺物で染色されているそれらの性能は以前のものとは比べ物にならない。

「じゃあ、行くか」

「はい、行きましょう。魔剣を回収しに……モルトさんを止めに」

　そうして二人は歩き始めた。

　聖剣が導く、魔剣を目指して。










第三章　破壊人形デトルマトン










　そこはパツィスモ支部の支部長室。

　時間はノスタリカとリンリアがディヴェルサ支部を発ってから数時間後のこと。

「聖杖を……」

『ええ、許可を求められた時は迷いましたが、必要だと判断しました』

「ありがとうございます、セーファ支部長。貴重な至宝だというのに」

『いいえ、ディヴェルサ支部で保管しているだけで聖杖はガルディのものですから』

　遺物を元に作られた装置を使って秘密裏に行われているアリアーナとセーファの通信会談。話している内容はもちろん魔剣について。

「二人の様子に変わりはありませんでしたか？」

『リンリアさんは少し疲労が溜まっている様子でしたね、旅の疲れが出たのかと。ノスタリカさんは特に何も』

「そうですか、それはよかったです」

　それを聞いてアリアーナは安堵した。

　異常なく契約ネクロメントが機能していることに。

「彼女の検査結果は？」

『数値は悪くありませんでした。ただ、悪くないだけで良いわけではありません。想定より生命力を多く消費しているようで』

「多く？　その原因はわかっていますか？」

『どうやら彼が無意識に力を引き出していたらしく、その分多く補充しなければならなかったようですね』

「………………」

　アリアーナもそれは想定していなかった。契約ネクロメントが正常に機能していないわけではなく、単純にノスタリカの力が想定以上だったということだ。

「それはそのままですか？」

『危険だと判断したリンリアさんが封印を強めたと言ってました。もう彼が無意識に力を引き出すことはないかと』

　それは正しい判断だ。もし何もしなければ最悪の場合、ノスタリカが暴走する可能性がある。たとえ暴走をしなくても生命力を多く補充しなければならなくなる。

『それにしても凄いですよ、リンリアさんは。彼ほど強力な聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスに生命力を補充しているなんて。他の者ではそうはいきません』

「元々彼女はそのために育てられていますからね。それに……彼は既に一人分の生命力を得ているので」

　アリアーナの言葉の意味をすぐに理解し、セーファは口元を押さえた。

『既に、ということは……』

「はい。彼女は二人目です。一人目は契約ネクロメント時に生命力を全て持っていかれてしまい……」

　その事実をリンリアとノスタリカは知らない。そして既に一人分の生命力を獲得しているからこそ、リンリアは問題なく生命力の補充を可能としていた。

『そう、でしたか……。やはり、聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスの運用は避けるべきだったのでは？』

「そうかもしれません。ですが、本部はそう思っていないようで、彼が失敗したら他の聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスを動かすつもりのようです」

『………………』

　セーファの深いため息がアリアーナの耳に届く。

『あの事件のようなことがまた起きてしまうかもしれないのに、どうして……』

「それほど魔剣フラインを危険視しているのでしょう」

　背に腹は代えられない。そうガルディの上層部は考えているのだ。聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスの運用がどんなに危険でも、それ以上に魔剣を放置できないと。

　人々の平和のために命を落とした聖剣使いヘルピスを意図的にアンデッド化させ、使役する。そんな冒涜が許されていいわけがない。

　防腐処理を施した遺体を繋ぎ合わせ、場合によっては当人の了承なしに義肢を取り付ける。

　それがとても悍おぞましいことだとアリアーナは理解している。が、上層部の意見に納得してしまっていた。

「今を生きる者達だけでは解決できない脅威に対する最終手段……」

『その考えはわかります。ですが、僕は正しいと思いません。今起きている問題は今を生きる者達で解決するべきなんです』

　セーファの意見もアリアーナは理解できる。

　だが、今の聖剣使いヘルピス達では太刀打ちできない脅威が現れたら？

　そう考えると、聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスの有用性に納得せざるを得ない。実際に六十年前ホマーロ王国を襲った魔竜を今の聖剣使いヘルピスが退けられるかと問われれば、誰もが沈黙するだろう。

『聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスを運用するために生者が犠牲になるなんて間違っています』

　生命力を補充しなければいくら聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスでも通常のアンデッドのように自我を失い、人を襲ってしまう。

　けれど、生命力の補充とは命を分け与えることに他ならない。

『服従の首輪なんて遺物がなければ聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスなんて……』

「そうですね。首輪がなければヴィクター・クロウリーが契約ネクロメントを開発することもなかったでしょうね」

『……いつかきっと、僕達には天罰が下りますね』

「そうですね。安らかな眠りを妨げた私達が、許されるはずがありませんから」




　　　　　◆




「この先……ですよね？」

「ああ、聖剣はこの先を指してる」

　リンリアとノスタリカは一度足を止めて、そこに入るかどうか悩んでいた。

「でも、この先ってガルディが立ち入りを禁止してる禁域ですよ」

「そうなんだけどな。行くしかないだろ、許可が出るまで待機なんて時間の無駄すぎる」

「それはそうなんですけど……」

　鎖で先に行けないよう道は閉ざされている。入るにはガルディの許可が必要だが、ノスタリカの言うように許可を待つ時間はない。

「だって、ここは……」

　強力な魔物が生息している場合や触れることすらできない危険な遺物が発見された場所など。立ち入りを禁止する理由は様々だが、ここは前者で、強力な魔物が生息している森だった。

「大丈夫だろ。装備も新しくしたしな」

「うぅ……」

　それでもリンリアは禁域に入ることを躊躇していた。

　なぜならこの先は悪い意味で有名な場所だからだ。

　通称、戻らずの森。

　昼夜を問わず霧が濃く、数歩先が見えない。それに加えて生息している魔物は濃霧に適応していて他の地域に比べて強く、霧の中から突然襲い掛かってくる。

「でも、探索時は必ず聖剣使いヘルピスが二人以上は必要な場所ですよ、ここ……」

　それだけでこの森がどれほど危険なのかがわかる。

　通常、禁域指定された場所の探索は聖剣使いヘルピスが必ず一人同行する。それが二人以上に指定されているのだ。リンリアが不安になるのも無理はない。

「迂回するという選択肢は……」

「ない」

（ですよね！）

　とリンリアは俯く。わかっていた。ノスタリカならこのまま進むと。

「じゃあ、行くか。いつまでもここで立ち往生するわけにもいかないしな」

「うぅ」と唸ってリンリアは覚悟を決める。けれど、怖いものは怖い。

　鎖を越えた直後、ぎゅっとリンリアはノスタリカの外套を掴んだ。

「はぐれるなよ？　さすがに見つけられないぞ」

「もしそうなった時は動かずその場にいてください。私がノスタリカさんの所に向かうので」

「いや、どうやって合流するんだよ」

「首輪が私と繋がっているので、ノスタリカさんがどこにいるか私にはわかるんですよ」

「初耳だなそれ」

「聞かれなかったので」

「まあいいけど……歩き辛いな」

「我慢してください」

　力強く外套は握り締められている。

　その手には恐怖と絶対にはぐれないぞという強い意思がこもっていた。

　進んでいくと、次第に霧が出始め、二人を包み込んでいく。

「の、ノスタリカさん……？」

「いるよ。大丈夫だ」

　進めば進むほど霧は濃くなっていく。

　周囲で何か音がすればリンリアは体をビクッと震わせ、ノスタリカの背中に密着する。

「ビビりすぎじゃねぇか？」

「し、仕方ないじゃないですか！　そもそも禁域に入ることだって初めてなんですよ!?」

　何人もの人間がここで行方不明になっている。恐怖を感じるのは当たり前のことで、むしろ平常心のノスタリカが異常なのだ。

　ゆっくり、普段よりも遅く二人は歩く。周囲を警戒しながら。

「……これは予想以上だな」

　とノスタリカは呟く。

　濃霧が酷いというのは知っていたが、まさか数歩先どころか目の前が見えないなんて。

「ど、どうします？　引き返しますか？」

　もう背後にいるリンリアの姿はノスタリカの視界に入らない。それは逆も同じで、リンリアにもノスタリカの背中は見えていない。

　それほど霧が深く、二人の視界を白く染めていた。

「この霧の中を？　戻れればいいけどな」

「………………」

　ゆっくりとリンリアは後ろを振り返る。

　そこに広がるのは真っ白な世界で、白色以外何も視界に入らない。

「もう……戻れない……？」

　今にも泣きそうな声が背後から聞こえ、ノスタリカは笑いそうになった。しかし堪える。本人は演技をしているわけでも、冗談を言っているわけでもなく、本気なのだ。

　一度咳払いをしてから、ノスタリカは言った。

「おぶってやるよ。そうすればはぐれることはないだろ」

「そ、そうですね。それなら、はぐれることは絶対にないですね」

　もう恥ずかしいなんて言っている場合ではない。というか恐怖が強すぎて恥ずかしさをリンリアは感じていない。

「じゃあ、しゃがむから乗ってくれ」

「は、はい。お願いします」

　霧の中に薄っすらと見えるノスタリカの背中にリンリアは体を押し当て、首に腕を回した。

「乗りました」

「ん？　何言ってんだ？　まだ乗ってないだろ」

「え」

　ノスタリカの言葉を聞いたリンリアは固まった。

「っていうのは冗談なんだが」

「………………」

「どうした？」

「殴って……いいですか……？」

　涙声でそう言い、リンリアは拳を振り上げる。

「悪い悪い。まさか泣くとは思ってなかった」

　ノスタリカは軽い冗談のつもりだったが、リンリアにとっては違ったようで、ポカポカとノスタリカの背中を叩いた。

「とりあえず紐で固定するぞ」

「許してませんからね」

「きつかったら言ってくれ」

「いたずらにも限度ってありますからね」

　以前と同じようにノスタリカはリンリアが落ちないように紐で固定する。今回は走ったり跳んだりするわけではないので少し緩めにしておく。

　そして紐を結び終え、リンリアの体が固定されているかを確認。

「大丈夫そうだな」

　と問題がないことを確かめた後、ノスタリカはリンリアの上から外套を羽織った。

「さて、いつ霧を抜けるのやら」

　そう呟いてから、ノスタリカは立ち上がって濃霧の中を歩いていく。

　真っ白な視界。

　目前に迫ってからようやく気付く木の枝を避けながら、慎重に進む。

（やっぱり、おかしいな）

　とノスタリカは濃霧に包まれてからずっと全身で違和感を感じていた。

　聖剣使いヘルピスは特殊な訓練を受けており、視界が閉ざされていても周囲の状況がわかる。いくら霧が濃くてもどこに何があるのかを感じ取れるのだ。

　けれど、この濃霧の中ではそれができない。何かが阻害しているかのように。

「お前何か感じるか？」

「……本当に、殴りますからね？」

「いや、怖がらせようとしてるんじゃなくてだな。妙な気配とかそういうの感じるかって聞いたんだよ」

「特に、感じませんけど……」

　リンリアは何も感じ取っていない。しかし、ノスタリカの違和感は消えない。

「何か変なんだよな、この霧」

「変っていうのは、どう変なんですか？」

「何も感じないんだよ」

「感じない……？」

　言葉の意味が理解できず、リンリアは首を傾げる。

　わかることがあるとすれば、ノスタリカが何も感じないことに違和感を覚えているということ。

「聖剣使いヘルピスってのは目が見えなくても周囲の状況がわかるんだよ。だからこうやって霧に包まれても何とかなるんだが」

　そういうことか、とリンリアはノスタリカが何を言っているのか理解した。

　視界が真っ白になるほどの濃霧でも聖剣使いヘルピスには関係ない。見えているわけではなく、感じ取っているのだ。視覚以外の感覚で周囲の情報を。

「えっと……つまり、普通なら霧で前が見えなくてもノスタリカさんには周りがどうなってるかわかるってことですね？」

「まあ、そんなところだ。お前で例えると……自分を中心に結界を張ってて、その結界の中なら見えなくてもどこに何があるかわかる感じ？」

「でも、この霧の中だと何も感じ取れない？」

「そういうことだ。だから、この霧はただの霧じゃないと思うんだよ」

　ただの霧ではない。それを聞いてリンリアは周囲に意識を集中する。けれど何も感じ取れない。まるで霧の向こう側なんてないように。

「今こうして歩いてるけど、ぶっちゃけ一歩先に道があるかわかってないからな」

「えっ」

「突然崖って可能性も十分ある。普通なら目を閉じてても十歩先くらいまでならわかるんだけどな。さすが禁域だ、そりゃ立ち入り禁止になる」

　そう平然と言い、躊躇なく歩いていくノスタリカ。

「よ、よくそんな簡単に歩けますね……」

「アンデッドだからな。崖から落ちたところで、俺もう死んでるし」

「私は生きてますからね？」

「わかってるよ。そん時はちゃんと守るから安心しろ」

（本当に、大丈夫かな……）

　胸に宿る不安は消えることなく、居座り続ける。ノスタリカと一緒だから不安に押し潰されずに済んでいるが、リンリアは後悔していた。やっぱり迂回するべきだったと。

　その後もノスタリカはリンリアを背負ったまま進んでいく。

　そして二時間ほど歩いたところでノスタリカが歩みを止めた。

「やっぱりただの霧じゃないな」

「じゃあ、この霧は何なんですか？」

「十中八九、遺物だろうな」

「遺物？」

「遺物そのものというか、霧を発生させる遺物が生きてるんだろ。多分、結界の類なんじゃないか？」

「ということは、その遺物を止めないと霧は晴れない……」

「どこにあるかわからないけどな。ははは」

　もう大分進んでしまって引き返すことはできない。霧から脱出するには進み続けて範囲の外に出る必要があるのだが、ノスタリカが真っ直ぐ歩いていた保証はなく、この先を直進できるとも限らない。

「もうここから出られないなんて、言わないですよね？」

「同じ所をぐるぐるしてる可能性がないわけじゃないしな。何とも言えないな、それは」

「………………」

「いっそのこと聖剣振り回しながら歩くか」

「ちょっ！　そんなの駄目ですよ！」

「何で？」

「自然破壊ですよ普通に！　何も見えないですけど森の中ですからね!?」

　おもむろに聖剣を抜き放ったノスタリカに、慌てて待ったをかけるリンリア。

　聖剣を振り回して進むということは、木々を無暗に薙ぎ倒すということだ。いくら霧に包まれているといっても生態系は存在する。それを身勝手な理由で壊すなんてリンリアは認められなかった。

「じゃあどうする？　このまま進むか？」

「うぅ……」

　と唸りつつも、しかしここから戻る選択は濃霧の中では失ったようなものだ。

「もう少し進みましょう。もしかしたらもう少しで出れるかもしれませんし」

「お前がそう言うならいいけどよ。出られなかった時のことも考えておけよ？」

　そう言ってノスタリカは聖剣を納めて、止めていた足を動かし始める。

　出られなかったその時はもう仕方ない。手当たり次第に聖剣を振り回していけば、いつかは霧を発生させている遺物を壊せるかもしれない。

　そして霧が晴れた時、森がどうなっているかは考えないことにする。

（しょうがない。うん、これはしょうがないこと）

　とリンリアは自分を納得させた。

　そして十分ほど歩いた時、それは突然二人を襲った。

「っ！」

「うっ」

　何か嫌なモノを感じ取り、近寄りたくないと本能が叫ぶ。

「何ですかこれ……凄く嫌な感じがします」

「フライン」

　一言、ノスタリカは呟いた。

「え？　フラインって……」

　それは二人が追っている魔剣の名前。

　生者を魔剣のアンデッドアンデッド・フラインに変える、災厄の魔剣。

「忘れるわけがねぇ。この感じ、フラインだ」

「じゃ、じゃあ、近くにモルトさんが……？」

「……いや、近かったらこんなもんじゃない。これは残滓だ。あいつ、ここを通ったんだ」

　残滓は時間経過によって消える。それがまだ漂っているということは、彼が通ってから時間はそれほど経っていない。

「残滓を辿る。それでいいな？」

「はい。そのための旅ですから」

　方向を変えてノスタリカは進んでいく。濃霧で何も見えなかった道に、標ができていた。

　先が見えなくても、残滓を辿った先にモルトがいるのだ。




　　　　　◆




　魔剣の残滓を辿って濃霧の中を進んだ二人。

　周囲は白一色で他には何も見えない。それでも進み続けたその先。

　それまでの濃霧が幻だったかのように、一瞬で霧が晴れた。

「これは……」

「遺跡？」

　とそれを見たノスタリカの呟きに続き、リンリアも声を漏らす。

　霧の向こう側にあったのは古びた建物だった。全体がツタに覆われ、屋根は崩れ落ちている。

　いつ作られたのかはわからないが、それが人工物なのは一目でわかった。

　周囲を見回しながら、リンリアは告げる。

「ここだけ霧がないですね」

「多分、周りの霧はここを守るための結界なんだろ。中に霧を発生させてる遺物があるはずだ」

　現代には人工的に霧を発生させる道具はない。

　魔術を使えば周囲を霧で包むくらいはできるものの、数百年魔術を行使し続けるなんて人間にはまず不可能だ。長い寿命を持つエルフですら難しい芸当だろう。

　だが、古代に栄えた文明はそれを可能にしていた。正確には魔術ではなく、遺物という特異な道具によって。しかしその技術は継承されることなく、消えていった。

　どうして受け継がれず、途絶えてしまったのか。それは誰にもわからない。けれど、確かにその技術は存在していた。世界各地に残る遺跡や遺物がそれを証明している。

「古代文明ってやつは本当にどうなってんだろうな」

　頭を掻きながら、ノスタリカは呟いた。それはガルディに所属している者であれば誰もが一度は思うことだ。

　今も学者達が寝る間を惜しんで研究し、解明しようとしている。一つのことがわかれば、五つの謎が現れる。そんな日々を繰り返して。

「とりあえず、降りるか？」

「そう、ですね。霧もないですし」

　ノスタリカは腰を下ろして体を固定していた紐を解く。密着していた体が離れ、二人は同時に体を伸ばした。

「ま、中に何もいなきゃいいんだけど」

　ノスタリカは呟く。

　魔剣の残滓は遺跡の中へ続いている。それを辿った先にモルトはいる。

　崩れ落ちた屋根の隙間を通って二人は遺跡の中へ足を踏み入れた。

「暗いな。何か灯りあるか？」

「ランタンがあります。ちょっと待っててください」

　背負っているカバンの中からランタンを取り出して、リンリアは光を灯した。

「お待たせしました」

「俺は暗くても見えるからランタンはお前が持ってろ。あと、俺から絶対に離れるなよ」

「はい、わかってます」

　頷いたリンリアはランタンを持っていない方の手でノスタリカの外套を掴んだ。

「別に……いや、それでもいいけどよ」

　外套を掴んでくるとは思っていなかったノスタリカは少し驚いたが、リンリアの手が小刻みに震えていることに気付き、受け入れることにした。

「お前、遺跡探索の経験は？」

「ないです……」

「なるほどな」

　強張った表情と震える手はそれが理由だった。

　リンリアにとってこれが初めての遺跡探索だ。加えて、ここは禁域、未踏区域である。濃霧の中を手探りで進むのとは違う別種の危険性が、この遺跡には潜んでいる可能性が高い。

「知識はあるか？」

「えっと、未探索の遺跡はとても危険なのは知ってます」

　何がどう危険なのか。それは聞くまでもない。

　全てが危険なのだ。何があるか、何が起こるのか。未知こそが最大の危険であることを知らなければ、何をしても死に直結する。

「遺跡には自律行動する遺物が残されてる時もある。それが厄介なんだよ、本当に」

「自律……」

　知識としてリンリアはそれを知っていた。

　自律型の遺物は一度命令を出すとそれを完遂するまで動き続ける。最も有名な遺物は自動人形アゥトマトンと呼ばれ、遺跡内部で徘徊している姿が何度も確認されていた。

「じゃあ、行くぞ」

　そしてノスタリカは歩き始める。これは通常の遺跡探索とは異なり、内部に漂う魔剣の残滓を辿って進んでいく。道中に扉や階段があっても向かわない。ちゃんとした探索は後日、ガルディが正式に探索隊を派遣するだろう。

　カツン、カツン、と足音が響き、二人は残滓を辿って奥へ進んでいく。

「ここはどういう目的で建てられたんですかね？」

「まだ何とも言えないな」

　何度かノスタリカは遺跡の探索をしたことがある。その経験と知識で内部構造や残っている遺物を見ればある程度は何の遺跡か判断ができる。しかし、まだ判断材料が少ない。

「こっちか」と呟いて、ノスタリカは右に曲がる。

　真っ直ぐ続く廊下。その左右には古びた木製の扉がいくつかあった。

「勝手に触るなよ。罠が仕掛けられてることもあるからな」

「だ、大丈夫です。両手塞がってます」

　左手はノスタリカを掴み、右手はランタンを持っている。そんなリンリアが扉に触れて、勝手に開けるなんてことはできない。

「階段……地下か」

「地下……」

　リンリアの持つランタンが下へ続く石の階段を照らす。先は闇に覆われていて見えない。

　だが、残滓は闇の向こう側へ続いている。

「気を付けろよ」

「はい。ゆっくりお願いします」

　そう言われ、ノスタリカは一歩一歩ゆっくりと下りていく。

　カビの匂いと冷たい石の匂いがリンリアの鼻を刺激する。それはパツィスモ支部の地下とはまた違う匂いだった。

　階段を下り終えたノスタリカは左右を確認する。どちらにも道が続いていて、今のところ危険な気配は感じない。

「こっちだ」

　通常の探索であればもっと時間を掛けてじっくりと内部を調査するのだが、残滓という道しるべがある今は迷わずに進むことができる。

「モルトさんは、どうして遺跡の中に入ったんですかね？」

　ふと疑問に思ったことをリンリアは口にした。

　魔剣に支配されたモルトに人としての自我はないだろう。そんな彼がどうして禁域に入り、濃霧を越えて、遺跡に足を踏み入れたのか。

「考えられる可能性としては、何かに引き寄せられた、とかか？」

「何かっていうのはやっぱり遺物になるんですかね。でも、そうするとモルトさんを引き寄せる遺物って何なんでしょうか？」

「さあな。モルト本人というより、魔剣を引き寄せたんだろうな」

　手付かずの遺跡であれば、禁域を包む濃霧を生む遺物然り、生きている遺物が内部に残されている可能性がある。それがモルトを引き寄せたのだろう。そう考えるのが自然だ。

　進みながらノスタリカは左右にある扉に視線を向ける。

　上の階と違う扉だ。上の階が木製だったのに対し、地下の扉は簡単には蹴り破れなさそうな頑丈な石材でできている。

「……そういう感じか」

　とノスタリカは呟いた。

「何かわかったんですか？」

「扉を見てみろ。上の階と違うだろ」

　そう言われ、リンリアはランタンを扉に向ける。

「あ、本当だ。何か頑丈そうですね」

「しかも外側から施錠する作りだ」

「え？　外側から？」

　よく見てみると、ノスタリカの言うとおり、扉の鍵は外側から掛ける作りになっていた。これでは中から出ることはできない。

「何かを閉じ込めてたんだろうな。中の様子が見えるようになってるし」

「牢屋みたいですね……ってことは、ここは地下牢ってことですか？」

「いや、多分違う」

　とノスタリカは首を左右に動かして否定する。

「前に似た遺跡を探索したことがある。そこは研究施設とか実験施設みたいな場所だった。きっとここもそういう類の場所だ」

「研究や実験……」

「外を霧で覆い隠すくらいだ。危険なことでも研究してたんだろ。知られちゃいけないこととか、よくあるだろ」

「………………」

　濃霧を発生させ、外部からの侵入を防ぎつつ、その存在を隠す。そうしなければならない施設となると……。

　考えただけでリンリアは少し寒気を感じた。

「報告した方が、いいですよね？」

「まあな。そうなると霧を晴らさないとな」

　二人が遺跡に辿り着けたのは魔剣の残滓が残っていたからであり、それがなかったら今も霧の中をさまよっていただろう。

　今のままガルディに遺跡の存在を報告しても探索隊は辿り着くことができない。

「じゃあ霧を発生させている遺物を止めなきゃですね」

「どこにあるのかわからないけどな」

　このまま放置するというのも一つの手だ。霧で覆い隠されているのなら遺物を盗み出そうとする賊の侵入も防げる。

　その選択肢も考えながらノスタリカは進む。その時。

「止まれ」

　とノスタリカが突然立ち止まった。

「な、何かあるんですか……？」

　リンリアの問いに答えず、ノスタリカは聖剣に手を添えながら闇の中をじっと見つめる。

　ランタンをかざして先を照らしてみるが、リンリアの視界には何も入らない。どうやらランタンの灯りが届かない所をノスタリカは見ているようだった。

「……大丈夫そうだな」

「何が、ですか？」

「見た方が早いだろ」

　とノスタリカは止めていた足を動かし始める。

　リンリアがゆっくりとノスタリカの後ろに続くと、持っていたランタンの灯りが警戒を発したそれに届いた。

「ひっ」と一歩後ずさり、小さな悲鳴が上がる。

「大丈夫だ。動いてない」

「自動人形アゥトマトン……？」

　そこに横たわっていたのは、人の形をした金属の人形だった。

　右腕は肘から先がなく、紐のようなものが何本も露出している。

「これは遺跡でよく発見される自動人形アゥトマトンだ。学者達は人の手伝いをしてたんじゃないかって言ってるな」

「使用人ってことですか？」

「人間より力があるだろうし、荷物運びとかやってたんじゃないか？」

「な、なるほど……」

　動かない自動人形アゥトマトンをランタンで照らしながら、リンリアは静かにそれを見つめる。

「人がいなくなった後、ずっとここで眠ってたんですね」

「他の遺跡だと普通に徘徊してることもあるから、こいつは人がいなくなった後も出された命令どおり働いてたのかもしれないな」

　ノスタリカの言葉を聞いて、リンリアは想像する。誰もいなくなった遺跡の中でずっと働き続ける自動人形アゥトマトンのことを。

　もう働く必要なんてないのに、淡々と作業を続ける姿。どこか壊れても直してもらえず、そのまま動き続ける。そして最後は人知れず眠りにつく宿命にある存在。

「お疲れ様でした」

　リンリアはその自動人形アゥトマトンに労いの言葉を告げた。

「行くぞ」

「はい」

　自動人形アゥトマトンの横を通って、二人は進んでいく。

「この先か」

　魔剣の残滓を辿って長い廊下を進んだ先。そこにはまた作りの違う扉があった。

「ここの扉は頑丈そうですけど、内側から鍵を掛ける構造ですね」

「今までの部屋とは用途が違うんだろ。何かの実験室か、それとも別の部屋か」

　扉に手を掛けて、ノスタリカは押していく。

　ゆっくりと重たい扉は低い音を出しながら動いた。

「入るぞ」

「はい」

　とリンリアは答えて、ぎゅっと外套を掴む手に力を入れた。

　足を踏み入れたその部屋は広く、リンリアが持つランタンの灯りは壁に届かない。そんな暗い闇の中でノスタリカは周囲に視線を散らす。

「何か、見えますか？」

「人が横たわれるくらい大きい台と木の箱があるな」

　残滓はその木箱へ続いており、モルトを引き寄せた遺物が中に入っているのだろう。そう考えたノスタリカは木箱に近付き、それを開けた。

　残されていた大きな木箱。その中をノスタリカの後ろから覗き込んだリンリアは「え？」と声を漏らす。

「ノスタリカさん。この首輪って……」

「……ああ、俺の首にあるのと同じだ」

　木箱の中に納められていた遺物。それは服従の首輪と呼ばれる遺物で、ノスタリカの首にあるものと同じだった。

　それだけだったら問題はなかった。服従の首輪は各国で見つかっている遺物でそこまで珍しいものではなかったからだ。

　だが、問題は木箱の中には二つしか入っていないことだった。

「でも、おかしいですよね？　だってこれ、六つ……」

「………………」

　木箱の中には仕切りがあり、六つの空間があった。しかし残されている首輪の数は二つ。全てに首輪が収められたと考えるなら、四つは持ち出されていることになる。

　考えられる可能性は二つ。

　一つは元から二つしか入っていなかった場合。

　もう一つはモルトが首輪を持ち出した可能性だ。

「まさか、モルトさんが……？」

「………………」

　ノスタリカは考える。魔剣の残滓が残る時点で、モルトがここを訪れて、木箱に触れているのは確定している。その上で持ち出したのかどうか。

（首輪を持ち出した？　魔剣に支配されてるモルトが？）

　服従の首輪は使役するための遺物だ。それを魔剣に支配されているモルトが持ち出す理由がノスタリカにはわからない。

　使役するとして、何を使役するのか。そしてそれは魔剣の意思なのか、それともモルトの意思なのか。

「ノスタリカさん？」

「……わかんねぇな」

　ここで思考を巡らせても答えは出ない。これ以上は考えても時間の無駄だ。そう判断して、ノスタリカは切り替える。

「霧を発生させてる遺物を探そう」

「え、でも首輪が」

「今それを考えてもわかんないだろ。それに、あいつに追い付けばわかることだ」

　ノスタリカの言うとおり、モルトに追い付けば首輪を持ち出したのかどうかがわかる。そして後を追うには遺跡を覆い隠している霧の存在は邪魔だった。残滓を見失ってしまったら、ノスタリカ達は霧の中をさまようことになる。

「霧を晴らしてモルトを追う。魔剣の残滓がここまで残ってるならそこまで遠くには行ってないはずだ」

「……そうですね。まずはモルトさんに追い付かないとですね」

　優先するべきは魔剣の回収。たとえモルトが遺跡から遺物を持ち出していたとしても、やることは変わらない。

「もっと奥に行くぞ」

「はい」

　木箱を閉じて、二人は先に進む。

　壁に記された古代文字や残された遺物を素通りして。

　崩れて先へ進めない時は来た道を戻り、別の道を探す。そうやって奥へ奥へと進んでいく。幸いなことに遺跡内部には魔物の姿はなく、罠もなかった。自動人形アゥトマトンの残骸はいくつもあったが、そのどれもが機能を停止していた。

　そうして歩き続け、最深部に辿り着いた二人を待っていたのは、固く閉ざされた金属製の扉だった。これまでの扉と明らかに違うのは扉に何か模様と古代文字が描かれていること。

「遺跡の最深部でこの扉は絶対に何かあるな」

「ですね。道中にそれらしい遺物はありませんでしたし」

　ここに来るまで二人は部屋を見て回っていた。だが、どこにも霧を発生させている遺物は見当たらなかった。

　あれほどの広範囲に霧を発生させているのであれば遺物自体が大きい可能性は高い。そしてそんなに大きな遺物を配置できる場所となれば限られてくる。

「デカい扉で金属製。何重にも鍵が掛かってて遺跡の一番奥。ここになかったら、もうわからないぞ」

　その言葉にリンリアは頷く。もしここにもなかった時はもう諦めるしかない。

　扉の前で聖剣を抜いたノスタリカはリンリアに視線を向けた。

「鍵は聖剣で何とかなる。問題は部屋の中に何かいた時だ」

「遺物を守っている存在がいても不思議じゃないですもんね」

　霧を発生させている遺物はこの遺跡の防衛の要だ。それを守ろうとするのは必然。ここだけは死守しようとしてもおかしくはない。

「いつでも結界張れるように準備しておけよ」

「はい、大丈夫です」

　ブレスレットが光り、形を変える。

　聖杖を握り締めて、リンリアは準備ができたとノスタリカに視線を送った。

「じゃ、開けるぞ」

　そう言ってノスタリカは聖剣を振り下ろす。

　甲高い音が響き、錆びついた鍵と鎖が切断されていく。そして全ての鍵を破壊して、ノスタリカは扉をゆっくりと押した。

　ゴッゴッゴッと鈍くて低い音を発しながら、少しずつ扉が動く。

　すると、扉の隙間から光が溢れ出てきた。

「う、眩しい」

　とリンリアは咄嗟に腕で光を遮る。

　その隣で聖剣を構えていたノスタリカは「やっぱりそうなるか」と鋭い視線を向けた。

　明るい室内。天井、壁、床の全てが白く、そこは人がいなくなった今も生きていて、外部から遺跡を守り続けていた。

「………あれは？」

　細めた目でリンリアはそれを見つめる。部屋の中心に設置されている大きな白い球体。それには管が繋がれていて、霧が管の中を通っている。

「遺物？　でも、前に何か……」

　眩しくてちゃんと見ることはできないが、リンリアの視線の先には黒い何かがあった。

「よりにもよってあれかよ……」

　黒くて大きな物体。それの正体をノスタリカは知っているようで、鋭い視線を送っている。

「あれが何なのか知ってるんですか？」

「特級遺物、破壊人形デトルマトン。何年か前に遺跡で見つかった時は大暴れしてな、探索隊は全滅。急遽派遣された聖剣使いヘルピス三人がかりで何とか止めた、本当に危ない遺物だ」

「聖剣使いヘルピスが三人……！」

　自動人形アゥトマトンは大きく分けて二種類に分類できる。

　一つは道中に残骸が残っていた非戦闘型、もう一つは人を殺めるために作られた戦闘型。

　破壊人形デトルマトンは後者だった。

「ど、どうしますか？」

　沈黙する破壊人形デトルマトンからノスタリカに視線を移して、リンリアは指示を求める。

「音を立てずに下がれ。ゆっくりな」

　まだ破壊人形デトルマトンに動きはない。機能を停止しているのならそれでいい。しかし、ただ眠っているだけだったら？　その可能性を考慮して、ノスタリカは離脱を選択した。

　聖剣使いヘルピスが三人揃ってようやく破壊できた特級遺物。

　その相手をノスタリカ一人でするのは無謀すぎる。いくらアンデッド化しているとはいえ、肉体が消滅してしまえばそこで終わりなのだ。

「は、はい……わかりました」

　ゆっくりとリンリアは破壊人形デトルマトンを見つめながら右足を後ろに動かす。次は左足。そうして一歩ずつ静かに後退していく。

　ノスタリカはリンリアが下がっていくのを確認してから破壊人形デトルマトンに視線を移した。

　膝を地面につけて、微動だにしない巨体。腕は四本あり、その一本一本がノスタリカの胴とほぼ同じ太さだった。

　離脱することを考えているが、万が一のことを想定してノスタリカは破壊人形デトルマトンと聖剣使いヘルピスの戦闘記録を思い出す。

　黒光りする鋼の体は聖剣の刃すら通さないほど硬くて頑丈。四本ある腕は伸縮自在。指はナイフのような刃物で作られていて、鉄を切り裂くほど鋭利。そしてその巨体からは想像できない俊敏性。

　弱点は首、肩、膝の関節部。その僅かな隙間だけが聖剣の刃が通る。

「確か首に聖剣をぶっ刺したんだよな……」

　記録にはそう残っていた。だが。

「よく入れたな、あんな隙間に」

　頭部と胴体を繋ぐ関節は、視認できる範囲ではほとんど隙間なんてないように見える。刀身の太い聖剣では入らないだろう。

「聖剣の太さなんて書いてなかったぞ」

　ノスタリカが持つ聖剣エアレイズの刀身は平均的な厚み。もしこれが入らないとなると手の打ちようがない。

　いろいろ考慮して、やはり戦闘は避けるべきだとノスタリカは判断した。リンリアが無事に離脱できたらすぐにこの場から離れよう。そう思った矢先だった。

　カンッという高い音が背後で鳴った。

「な！　お前っ!?」

　反射的にノスタリカは振り返る。するとそこには固まって動かないリンリアの姿があった。

「ノスタリカさん……ごめん、なさい……」

　どうやら下がっている時にランタンを扉にぶつけたようで、右手で持っているランタンが少し揺れていた。

（いや今はそんなことより——）

　とノスタリカは視線を前方に戻す。まだ可能性はあった。

　音に反応せず、沈黙を続けている可能性が。

　しかし。

「っ！」

　黒光りする巨体は立ち上がり、点灯した頭部の赤く光る一つ目は、完全に二人を捉えていた。

「結界を張れ！」

「は、はいっ！　世界樹の木陰プロテクト・オムブレイヨ!!」

　リンリアの言葉に反応し、聖杖に取り付けられている宝石が光り輝く。

　それは世界樹の聖杖に備わっている防衛機能。使用者を中心に半球を生み出し、全方位からのあらゆる攻撃を防ぐ絶対の結界だ。

　宝石に貯め込まれた魔力を消費するため、リンリアでも扱える身を守る唯一の手段だった。

　結界が展開されたのを確認したノスタリカは聖剣を構える。

「ノ、ノスタリカさん……」

「もうやるしかない。お前はそこにいろ」

　そう告げてノスタリカは聖杖を握り締めるリンリアから視線を外し、破壊人形デトルマトンと向き合う。

　ドンッドンッと音を立てながら破壊人形デトルマトンは近付いてきている。

　既に退路は断たれていた。今ここで逃げたとしても遺跡の外は霧で覆われていて、禁域から離脱することはできない。

　ノスタリカは静かに聖剣を構える。戦うしかない、そう自分に言い聞かせて。

　突如、地を蹴った破壊人形デトルマトンが、その巨体からは想像できない驚異的な速さでノスタリカとの距離を一瞬で縮めてくる。

「速いなおい！」

　想定よりも高速で動く破壊人形デトルマトンに驚きながらも、ノスタリカの体は反応していた。

　破壊人形デトルマトンの鋭い巨大な爪が振り下ろされ、室内に甲高い音が鳴り響く。

　聖剣で受け止めたものの、それは四つある内の一つでしかなく、他の腕による攻撃が容赦なく襲いかかる。

「あっぶねっ！」

　ノスタリカは素早く体を捻って紙一重で攻撃を避ける。そのまま反撃に転じるも、破壊人形デトルマトンの厚い装甲は聖剣を弾き返した。

「硬すぎんだろ！」

　舌打ちをしたノスタリカが後方へ飛び退くと、それを予測していたかのように別々の角度から四本の腕が連続して振り下ろされる。

　ノスタリカは一撃ずつ冷静に聖剣で受け流して避けていくが、ビュッという風切り音が鳴り止まない。

　そりゃ聖剣使い三人必要だ、とノスタリカは納得する。こんなバケモノを相手に一人で挑むなんて無謀すぎる。そもそも腕の数が違うのだ。手数でこちらが必ず劣る。

　聖剣で受け止めることができるのは腕一本。他の三本をどうするかが戦闘を左右する。

　何とか猛攻を防ぎきり、距離を取ったノスタリカは思考を巡らせた。

　このまま防戦一方では勝利はない。ならどうするべきなのか。

「関節を、狙うしかないか」

　ノスタリカの視線の先、そこは装甲のない関節部位。腕の付け根に聖剣を通して、一本ずつ落としていくしかない。だが、それがどれほど難しいかノスタリカが一番理解している。

　今のノスタリカは契約ネクロメントによって力を封じられている。それでも生前と同等の身体能力はあるが、相手は聖剣使いヘルピスが三人がかりでようやく仕留めた破壊人形デトルマトンだ。

（あれをするしかないのか？）

　一つだけノスタリカには現状を打開する策があった。けれど、それには危険を伴う。だからこそ迷う。

　どうする？　どうすればいい？　と答えを出せずにいると対峙していた破壊人形デトルマトンが再び動き出し、ノスタリカに迫る。

　近付く巨体。このままではまた防戦に徹底するしかなくなる。

　自分の敗北はリンリアの死を意味する。それだけは決して許されない。であれば、もうノスタリカに迷っている時間はなかった。

「リンリア！」

　彼女の名前を叫び、ノスタリカは告げる。

「封印を弱めろ！　今のままじゃこいつは倒せない！」

「っ！　でも！」

　リンリアが躊躇うのはわかっていた。だが、そうするしかないのだ。破壊人形デトルマトンに勝つためには。

「いいから早くしろ！　悠長なこと言ってる場合じゃないんだよ!!」

　そう言いながらノスタリカは全身の感覚を研ぎ澄まして回避に専念する。未だに一撃も当たっていないが、余裕はない。全てギリギリのところを何とか避けているのだ。一瞬でも反応が遅れればそこで終わってしまう。

「っ……！」

　リンリアに難しい決断を迫っているのはわかっている。だからこそ、ノスタリカは大きな声で叫んだ。

「安心しろ！　俺は俺だ！」

「っ!!」

　その言葉の意味が正確に伝わったのか、ノスタリカに確認をしている余裕はない。それでもリンリアなら汲み取ってくれるはずだと信じた。

　そして。

「ノスタリカさんっ！」

　名前を呼ぶ声が耳に届く。

　じわじわと視界が赤く染まっていき、思考が曇っていく。

　けれど、忘れない。

　目の前の敵を倒さなければならないことは。

　彼女が自分を信じてくれたことだけは決して。
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「ノスタリカさん……」

　自然と声が漏れてしまう。

　驚愕と恐怖が同時に押し寄せて、リンリアは目を離すことができなくなっていた。

　破壊人形デトルマトンの腕が振り下ろされたと思ったら、次の瞬間にはその腕が切り落とされていたのだ。

「こんなに……」

　先ほどまで回避するので必死だったノスタリカがいとも簡単に腕を落とした。それだけでも信じられない光景だったのに、既に戦況は一変していた。

　破壊人形デトルマトンに取り付いたノスタリカが腕の付け根にある関節部位を聖剣で突き刺し、左手でその腕を引きちぎったのだ。

　腕を二本失った破壊人形デトルマトンはノスタリカを振り落とそうと暴れ回り、もの凄い勢いで壁に突っ込む。

　大きな衝撃と衝突音、そして砂埃が離れた位置にいたリンリアまで届く。

「ノスタリカさん!?」

　思わずリンリアは名前を叫んだ。普通ならあんな衝撃を受けて生きていられるはずがなく、肉体は原型を留めないだろう。

　立ちこめる砂埃の中から現れた破壊人形デトルマトンは壁から距離を取る。だが、ノスタリカの姿がない。

「っ……」

　祈るようにリンリアは砂煙に視線を向ける。どうか無事でいて、と。

　するとカツンカツンと砂埃の中から足音が聞こえ、ゆっくりとノスタリカが出てきた。

「ノス——」

　それ以上、リンリアは言葉を発することができなかった。

「あ……あぁ……そんな……」

　口元を押さえ、涙が溜まっていく瞳でリンリアはノスタリカを見つめる。

　砂埃から出てきたノスタリカの左腕は完全に潰れていて骨が露出しており、左脚は体の構造上曲がらないはずの方向に曲がっていた。

「…………………」

　それでもノスタリカの顔に表情はなかった。腕が潰れようと、脚が折れ曲がろうとアンデッドであるノスタリカに痛みはないのだ。

　だからこそ、彼は止まらない。

　右足で地を蹴り、破壊人形デトルマトンとの距離をノスタリカは一瞬で縮める。

　残り二本となった腕を連続で振り下ろすが、破壊人形デトルマトンの攻撃は当たらない。それどころか、また一本ノスタリカに切り落とされた。

　それでも攻撃は続き、伸びてきた腕を聖剣で弾いたノスタリカは走る。そして滑り込み、破壊人形デトルマトンの足の間を通って背後に回り込んだ。

　直後、起き上がったノスタリカは再び破壊人形デトルマトンに取り付き、頭部と胴体の関節部位に聖剣を腕が見えなくなるほど深く突き刺した。

　その瞬間、バチバチバチッと火花が飛び散り、破壊人形デトルマトンの赤く光っていた一つ目が消えていく。

「止まった……？」

　動かなくなった破壊人形デトルマトンはゆっくりと傾き始め、その場に倒れ込んだ。

「ノスタリカさんっ！」

　結界を解いて、リンリアはノスタリカのもとへ急ぐ。

「………………」

　赤い虚ろな目で横たわる破壊人形デトルマトンを見下ろすノスタリカ。無理やり関節部位に差し込んだ右腕は皮膚が剥がれ落ちていて、全体が赤く染まっていた。

　そんな酷い状態のノスタリカを見つめ、リンリアは何か言おうとするが声が出ず、それ以上近寄ることができなかった。

　怖いと思ってしまったのだ。

　今まで接してきたノスタリカとはまるで別の存在。ノスタリカの姿をした怪物。視界に入ったら襲われるかもしれない。

　そう考えただけで足が動かない。

　けれど、リンリアはノスタリカの言葉を思い出す。彼は言った、『俺は俺だ！』と。その言葉の意味をリンリアは理解していた。

　ノスタリカはこう言ったのだ。どんな姿になろうとも、アンデッドになろうとも、自分は聖剣使いヘルピスのノスタリカ・オニアウスだと。

「ノスタリカさん……」

　意を決して、リンリアは名前を呼ぶ。

　すると、破壊人形デトルマトンに向けられていた赤い視線がリンリアに移る。

「………………」

「………………」

　無言で二人は見つめ合う。

　するとノスタリカの右腕が動き、リンリアは咄嗟に聖杖を構えた。しかし、ノスタリカはゆっくりとした動きで聖剣を鞘に納める。

「っ……」

　その姿を見たリンリアは強く唇を噛んだ。

　自分が許せなかった。こんな姿になりながらも戦った相手に恐怖を抱き、近寄ることを躊躇ってしまったこと。一瞬でも襲われると思ってしまったことが。

　涙が流れ出る前に目を拭って、リンリアはノスタリカの隣に立って肩を貸す。

「移動しましょう。歩けますか？」

「………………」

「動きますね」

「………………」

　返答はなかったが、ノスタリカは抵抗せずにリンリアに連れられて部屋の隅へ移動した。

「ここに座ってください」

　言われたとおり、ノスタリカは壁に背中を預けて座り込んだ。

　改めてノスタリカの損傷具合を見て、リンリアは言葉を失う。医療の知識がない素人でもわかる。もう左手足は使い物にならない。右腕も皮膚がなく、肉が露出してしまっている。

「……服、脱げますか？」

「………………」

　虚ろな目は空を見つめたまま動かず、ノスタリカは何も反応を示さない。

「じゃあ、私が脱がしますね」

　そう言ったものの、右腕の袖はなく、左腕は潰れていて脱がせられる状態ではなかった。それらを考慮してリンリアは脱がすことを諦め、ノスタリカの服を捲り上げることにした。

「っ……」

　服で隠れていた腹部があらわとなり、潰れた左腹部がリンリアの視界に入る。

　アンデッドでなければ致命傷になっている大怪我。こんな体でよく動けたなとリンリアは思う。いくらアンデッドとはいえ、ここまで体が損傷していれば思い通りには動けなかっただろうに。

「今から生命力を補充するので、じっとしててくださいね」

「………………」

　今のノスタリカはあの村の時よりもアンデッドに寄っている。返答がないのがその証拠だ。村ではまだ意識を保っていたが、聖衣を脱ぐリンリアの目の前にいるノスタリカには声が届いていない。たとえ聞こえていたとしても、それを言葉と認識していない。

「失礼しますね」

　と告げて、リンリアはノスタリカの膝に乗る。

　そして胸を押し当て、腕をノスタリカの背中に回した。

「戻ってきてください、ノスタリカさん……」

　強く抱き締めて、リンリアはノスタリカの意識が戻るのを待った。
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　体を覆う優しい温もりを感じ、ノスタリカはまぶたを開けた。

「……どういう状況だ、これ？」

　それが開口一番に発した言葉だった。

　膝の上にいる上裸のリンリア。遠くには倒れている破壊人形デトルマトン。

「あー、思い出してきたぞ」

　それは夢のような記憶で部分的にしか思い出すことはできなかったが、何が起こってこうなったのかを推測するのには十分だった。

「なあ、もう大丈夫だ」

「………………」

　しかし、リンリアは動くことはなく、返答もしない。

「おーい？」

「………………」

「またか」

　そう呟いて、ノスタリカは左手で頭を掻く。

「毎回ってことは、そういうもんなんだろうな」

　生命力を補充した後、リンリアはいつも眠っていた。最初はただ寝落ちしているだけだと思っていたが、そうではなかったようだ。

「……あれ、そういえば俺の腕」

　無意識で左手を使っていたが、左腕は戦闘中に潰れたはずだった。他にも治せないほどの損傷を受けたのに、それらが全て治っている。

「おお？　傷がない？」

　両手を見つめ、左足の指を動かす。体のどこにも異常はなく、普段どおりに動いた。

「治るのか……」

　それが生命力を補充したからなのか、聖剣の守護によるものなのかはわからない。ただ、生前以上の治癒力なのは断言できる。

　しばらく体勢を維持して、リンリアが起きるのを待ったが起きる気配がない。

「……行くか」

　二時間ほど待ったけれど、これ以上は魔剣の残滓が消えてしまう。

　眠り続けるリンリアに聖衣を着せて、ノスタリカは優しく背負う。

「あとは……」

　霧を発生させている遺物を止めようとしたが、操作方法がわからなかった。本来であれば停止後にガルディが回収するのだが、止め方がわからないのであれば仕方ない。

　聖剣を抜いたノスタリカは躊躇なく遺物を真っ二つにした。

「これで霧は晴れるだろ」

　聖剣を鞘に戻し、ノスタリカは来た道を戻っていく。

　外に出ると、思ったとおり霧は晴れていた。ただ既に日は沈んでいた。

「夜か。まあまあ時間経ってるな」

　魔剣の残滓を辿ってノスタリカは歩いていく。

　そうしてリンリアを背負って歩き続けて数時間。朝日が二人を照らした。

　けれど、リンリアは目を覚まさなかった。










最終章　聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピス










　ゴーン、ゴーンと一定の間隔で鐘が鳴っている。

　その音に眉をひそめたリンリアが目を開けると、そこは知らない部屋だった。

「……え？」

　上半身を起こしてリンリアは室内を見渡す。

　ここはどこで、私は何でここにいて、ノスタリカさんはどこにいるの？　といろんな疑問が脳内を飛び交う。

「えっと、待って。最後何してた？」

　自分の最後の記憶がなんだったのかをリンリアは思い出していく。

「禁域の遺跡で破壊人形デトルマトンとノスタリカさんが戦って、その後に……」

　生命力の補充をした。記憶があるのはそこまでで、その後のことは一切憶えていない。

　もう一度リンリアは室内を確認する。

　リンリアはベッドの上にいて、窓の外には青い空が見えている。つまり遺跡から移動している。運んだのはノスタリカだろう。それ以外に考えられない。

「眠った私を、運んでくれた？　どこに？」

　運んでくれたことについては素直に感謝しよう。ただ、どこに運び込まれた？

　そう思考を巡らせていると木製のドアが開き、果物を持ったノスタリカが入ってきた。

「ノスタリカさん!?」

「おう、やっと起きたか」

「おう、じゃないですよ！　ここどこですか!?」

　遺跡にいたはずなのに、目を覚ましたら見知らぬ場所で一人。ここがどこなのか気になるのは自然なことだった。

「ホマーロ支部だけど」

「ホマーロ支部？　……それはガルディのホマーロ支部ってことですか？」

「そう言ってるだろ。お前、寝ぼけてるのか？」

「いやでも、禁域からホマーロ支部までそれなりに距離ありましたよね？」

　そう、あの遺跡があった禁域からホマーロ支部までは歩いて三日掛かる距離なのだ。

「だからちょっと走った」

「はしっ！　走ったんですか!?　ダメって言ったのに!?」

「仕方ないだろ」

　と言いながらノスタリカはベッド横の椅子に腰を下ろす。

「さすがに丸一日起きなかったら焦る」

　ノスタリカに冗談を言っている様子はなく、真面目な表情をしていた。だからこそ、それが偽りではないとリンリアはすぐに理解した。

　けれど、信じられなかった。一日眠っていたなんて。

「え、私がですか？」

「ここに来るまでに一日。着いてから一日。合わせて二日間、お前は目を覚まさなかったよ」

「………………」

「起きないから何かおかしいと思ってな。だからホマーロ支部に寄ることにしたんだ」

「そう、だったんですか……」

　まだリンリアは自分が二日間も眠り続けていた事実が受け入れられずにいた。

「着いてから本当に大変だったんだぞ？　俺を見るや否や、職員全員に囲まれて質問攻め。どこ行ってたんだー、背負ってる子は誰だー、その首輪は何だー、何でモルトの聖剣持ってるんだーって感じでな」

「そ、それは大変でしたね……」

　リンリアはノスタリカの話を聞いて思い出した。ホマーロ支部にノスタリカとモルトが所属していたことを。

　そう考えると職員達に質問攻めをされるのは仕方ないことだろう。突然いなくなった聖剣使いヘルピスが帰ってきたのだ、しかも少女を背負って。

「でだ。お前が眠ってる間にいろいろ調べたんだけど、魔剣のアンデッドアンデッド・フラインの目撃情報はそんなにないらしい」

「よかった。じゃあ、被害はそんなに出てないんですね」

「いや、そうじゃない。魔剣のアンデッドアンデッド・フラインがいないだけで、行方不明者は大勢出てる」

「え……」

「おかしいだろ？　魔剣のアンデッドアンデッド・フラインと行方不明者の数が合わないんだ。どうなってるんだろうな」

　そうは言うがノスタリカは予想がついていた。

　存在を確認できていないだけで、きっと行方不明者達は魔剣のアンデッドアンデッド・フラインと化し、徘徊しているのだ。

「だったら早くモルトさんを追わないと！」

「いや待て」

　と起き上がろうとしたリンリアをノスタリカは止める。

「二日間寝てたやつの体に異常がないわけないだろ。まずはお前の回復を待つ」

「でもそれじゃ」

「だったら早く元気になれ。今のお前を連れていくなんて無理だ」

　何が原因で二日間も眠り続けたのかわからない現状、リンリアを連れてモルトを追うことはできない。道中で同じように長い眠りに就いて、目覚めない可能性もないわけではないのだ。

「……すみません。私のせいで」

「構わねぇよ。むしろ無理されて倒れられる方が困る」

　ノスタリカはそう告げて、持ってきたリンゴをリンリアに差し出す。

「これ食って大人しく寝てろ」

「はい、ありがとうございます」

　ノスタリカの左手から赤いリンゴを受け取り、じっと見つめる。美味しそうだなとリンリアは思った。だが、違和感がある。

「あれ？　今左手で……ノスタリカさん!?」

「何だよ」

「怪我！」

「あー、何か治ってた」

　ノスタリカが平然としていたせいで気付くのが遅れたが、破壊人形デトルマトンとの戦闘で負った損傷が全てなくなっていた。

「大丈夫なんですか？　何か後遺症とかないんですか？」

「アンデッドに後遺症なんてあるかよ」

「それは、そうかもしれませんけど……。でも、あんな大怪我が完治するなんておかしいですよ」

　ノスタリカもそう思っていた。そもそもアンデッドとは死体で、肉体に治癒能力はない。小さな傷でも治らないはずなのだ。

「俺も理由はわからない。多分聖剣の守護によるものだとは思うんだけどな」

「聖剣……なるほど、それは確かに」

　通常のアンデッドとの違いといえば聖剣の有無。今も守護が続く聖剣による力であれば、本来治癒能力を持たないノスタリカの怪我が治っても不思議ではない。

「でも、よかったです。あんな状態じゃモルトさんに追い付いても戦えなかったと思いますし」

「俺もよくは憶えてないけど、左半身が使い物にならなくなってたよな」

　断片的にしか思い出すことはできないが、ノスタリカは自分がとんでもない大怪我を負ったことは憶えていた。

　左手を閉じて開いてを繰り返す。やはり問題はなく、後遺症なんてものはなかった。

「うん。何ともない」

「不思議ですね」

　そんな会話をしていると、コンコンとドアを叩く音が室内に響いた。

「いるぞー」

「いやいや、そういうのは私が言うんですよ」

　自分より先に口を開いたノスタリカにリンリアは思わず指摘する。

「失礼します」

　とドアを開けて入ってきたのはガルディの制服を着た綺麗な女性だった。制服の作りからして受付を担当している者だろう。

　そんな彼女はリンリアを見て少し驚いた表情をする。

「あ……目が覚めたんですね。よかった、です」

「えっと、はい。ご心配お掛けしました」

　ぎこちないやり取り。初対面だから仕方ないのかもしれないが、リンリアには少し違和感があった。まるで起きていてほしくなかったような、そんな雰囲気を感じ取っていた。

「で、どうした？」

「その……ノスタリカ様にお話があって……」

「俺に？」

「あの、ええと……」

　その彼女の反応を見てリンリアは確信した。自分が彼女の邪魔をしていると。そうでなければチラチラと視線が飛んでくるわけがない。

「ん？　こいつに聞かれたくないのか？」

　単刀直入に聞くノスタリカにリンリアは驚き、凝視してしまう。

「いえ、そういうわけでは……」

「じゃあ何だよ」

「………………」

　二人を交互に見るリンリア。ノスタリカの対応から察するに二人は知り合いだ。ここはホマーロ支部なのだから当然といえば当然なのだが、それでも違和感がある。

　気まずい空気のままも嫌になったリンリアは質問した。

「あの、ノスタリカさん。彼女は？」

「あいつは俺の担当受付嬢だ。名前はスクレ」

「担当……」

　とリンリアは口にして、彼女——スクレへ視線を送る。

　ホマーロ支部の聖剣使いヘルピスにはそれぞれ担当者が付く決まりで、ノスタリカの担当がスクレだった。

「……スクレ・メージアです」

「あ、パツィスモ支部のリンリア・ククシュキンです。よろしくお願いします」

　自己紹介をして、リンリアはそういうことか、と納得した。

　スクレはノスタリカとリンリアがどういう関係なのか知りたがっているのだ。自分の担当している聖剣使いヘルピスが連れてきた他支部の聖職者エクソミール。気にならない方がおかしい。

「ノスタリカ様……リンリアさんとはどういう関係なんですか？」

「だから言っただろ。任務を遂行する相棒だって」

「ですがっ……私は、何も……聞いてません」

「そういうこともあるだろ」

「どうして、話してくれないんですか？　何も言わずいなくなって、帰ってきたと思えば他支部の聖職者エクソミールと一緒で……モルト様の聖剣を持っていて……そんなの、どう考えてもおかしいじゃないですか……」

　スカートをぎゅっと握り締めながら、スクレは言葉を絞り出していた。

「お前は知らなくていい」

「っ……」

　ノスタリカの冷たい対応に、スクレは今にも泣き出してしまいそうな表情で俯く。

「ちょっと酷いですよ、ノスタリカさん。何でそんな突き放すような感じなんですか」

　当人同士のことだからと入るつもりのなかったリンリアだったが、さすがにノスタリカの対応が酷すぎた。

「別に普通だろ。スクレは知る必要ないんだから」

　ノスタリカの言うとおり、一介の受付嬢が知る必要のないことだ。魔剣の護送に失敗して、モルトが魔剣に支配されているなんて。

「でも、ノスタリカさんの担当なんですよね。担当してる聖剣使いヘルピスが突然いなくなったら誰でも心配になりますよ」

「そうだろうけど、じゃあ全部話すのか？」

「それは……」

　これは秘匿された情報でガルディの上層部と一部の者だけが共有する、知ってはならない情報だ。それを話すのは情報漏洩になる。

「……すみません、スクレさん。私達は極秘任務中なんです。だから詳しく話すことができないんです」

「極秘……？」

　とスクレはリンリアから視線をノスタリカに移した。

「そういうことだ。だから何も聞くな」

　そのノスタリカの発言でスクレは理解した。ノスタリカが何も言わなかった理由を。

　ガルディに属する者同士でも話せないことはある。スクレ自身も他の受付嬢に共有できない情報を持っている。それは他の者達も同じだ。

　けれど、それでもスクレは知りたかった。ノスタリカの身に何が起きたのかを。

「教えてください。誰にも言いませんから」

「いや、お前……」

「お願いします。何も知らないままなのは嫌なんですっ」

　深々と頭を下げるスクレに、ノスタリカは困り果てた表情で頭を掻く。

「ノスタリカさん。私は大丈夫だと思います。それに、後から知った方が辛いと思います」

　今ここで話を聞かなければきっと次はない。次会う時、それは任務を終えた後になるだろう。そしてその時には、もうノスタリカは遺体に戻っている。

「……はあ。わかったよ。ただし、墓場まで持っていけよ」

「はい。必ず」

「じゃあ、まずは俺とモルトが請け負った任務のことから話すか」

　そうしてノスタリカは全てを話した。魔剣のこと、モルトのこと。そして自分がアンデッドであることを。

　その間、リンリアは口を閉ざし、静かに聞いていた。スクレを心配そうに見つめながら。

　そしてノスタリカが全てを語り終えると、スクレは石のように固まっていた。

「嘘、ですよね……？　だって、ノスタリカ様……」

　信じられないのは当然だ。アンデッドとなったノスタリカは今もこうして普通の人として言葉を交わしているのだから。

　けれど、全て事実でノスタリカは既に死亡している。

　疑っているスクレに近付いて、ノスタリカは右手を差し出した。

「触ってみろ」

　その差し出された右手にスクレは両手を伸ばして恐る恐る触れる。

「っ……つめ、たい……」

　ひんやりとしたノスタリカの手。それは体温のない冷たさ。

「……うっ、ううっ」

　とスクレはノスタリカの右手を両手で包んだまま、その場に座り込んでしまった。

「何でっ……こんなっ」

　大粒の涙がスクレの頬を伝って落ちていく。

「まあ、こういうことだから。絶対に誰にも言うなよ」

「うっううっ……ノスタリカ、さまっ……」

「………………」

　静かにリンリアは目元を拭った。

　他の支部の者達からすればノスタリカは他人。けれどホマーロ支部に属する者にとっては違う。大切な仲間が殉職しているのだ。




　　　　　◆




「スクレさん、大丈夫ですか？」

　あの後、ノスタリカは用事があると言ってどこかへ行ってしまい、リンリアとスクレの二人は残された。

「すみません。取り乱してしまって……」

「いいえ、当然ですよ。何もおかしなことはありません」

　きっと同じ立場だったらリンリアもスクレのようになっていただろう。だからこそ、リンリアは彼女を優しく抱き締めた。

「悲しいですよね。辛いですよね」

「……っ」

「この任務がノスタリカさんにとって最後の任務になります。だから全部ちゃんと終わらせて、思い残すことがないように私はしたいと思ってます」

「……はいっ」

「だからスクレさんも協力してください。彼が何も未練なく眠りに就けるように」

　何度も、スクレは無言で頷いた。

　泣き続ける姿を見て、リンリアにはわかったことがある。ノスタリカ・オニアウスという人物はとても愛されていたのだ。

　いい加減で模範的な聖剣使いヘルピスとは決して言えない言動をするけれど、彼は正しく聖剣使いヘルピスだった。

「スクレさん。教えてくれませんか？　ホマーロ支部でのノスタリカさんのこと」

「え……？」

「私が知ってるのはアンデッドになった後の彼です。それ以前のことはほとんど知りません。だから知りたいんです、あの人がここでどう過ごしていたのか、どんな聖剣使いヘルピスだったのか」

「っ……」

「もちろん私もお話しします、これまでのことを」

「はいっ。私で、よければっ」

「お願いします」

　とリンリアは優しく微笑んだ。その頬には涙が伝っていた。




　　　　　◆




「帰ってこれるなんて思ってなかったな」

　そう呟いたノスタリカは見慣れたベッドに腰を下ろして、室内を見渡した。

　ここはノスタリカが住んでいた部屋だ。家具は最低限必要な物しか置いておらず、殺風景な室内は、まるで宿屋の一室のようだった。

　聖剣使いヘルピスであるノスタリカは長期間の任務に就くこともあり、帰還してもすぐに別任務で発つこともあった。

　実際のところ、住んでいたというより寝泊りをしていたと言った方がいい。

　そして私物が少ないのにはもう一つ理由がある。それは生きて帰ってこなかった時のため。私物が多ければそれらの処分に時間と労力を使わせてしまう。だからこそ必要最低限の物しかノスタリカは持っていなかった。

「こうなっていいように物を持たないようにしてたけど、実際にそうなると何か寂しいな」

　ベッドに横たわり、ノスタリカは苦笑した。

　どうせなら自分で片付けよう。そう思って自室を訪れたのだが、ここまで物が少ないと一時間程度で終わってしまう。

　そしてそれは、一時間もあればノスタリカ・オニアウスという人物の生きた痕跡を消せるということでもあった。

　目を閉じて、ノスタリカはこれまでの人生を振り返る。

　楽しいこともあれば、辛いこともあった。嬉しくて笑った日や悲しくて涙を流した日。山があって谷がある。そんな人生だった。

　ガルディの聖剣使いヘルピスにならなければこんな結末を迎えることはなかっただろう。けれどノスタリカに後悔はなかった。これでよかったんだと心の底から思えていた。

　だからこそ、最後の任務を必ず全うするという強固な決意があった。

「少し歩くかぁ」

　起き上がったノスタリカはベッドから降りて、部屋を後にする。もう帰ってくることのない自分の部屋を懐かしみながら。

　時間は夕暮れ時。街を歩くノスタリカは行き交う人々に視線を送る。

　平和という表現がぴったりな空間で、子供達は笑い、大人達は談笑する。そんな景色が広がる街並みに、ノスタリカは微笑んだ。

　自分のやってきたことが無駄なんかじゃないと思えた。そしてこれからすることも決して無駄なんかではないのだと。

　石畳の道をノスタリカは進んでいく。

　酒場の看板を見れば、ガルディの仲間達と一晩中酒を飲んだ記憶が蘇り、露店を見ればモルトと共に食べ歩いた日のことを思い出す。

　そうして思い出に浸りながら、歩き続けたノスタリカは街の広場に辿り着いた。

「ジーク・エポストリア」

　人々の憩いの場であり交流の場でもある広場。その中心に建っている像を見つめて、ノスタリカは彼の名前を呟いた。

　ホマーロに住む者なら誰もが知る聖剣使いヘルピス。彼はホマーロの英雄と呼ばれ、死後六十年経った今も語り継がれる本物の英雄だ。

「あんただったら、俺みたいなヘマはしなかったんだろうな」

　もしもジークが魔剣を護送していたら、こんなことにはなっていなかったのだろう。既にいない英雄との差を比べてしまうのは悪い癖だが、ノスタリカは考えずにはいられなかった。

「俺ジークみたいな聖剣使いヘルピスになるんだ！」

「僕だってなるもん！」

　視線を向けると、そこには十歳くらいの少年が二人、ジークの像を見上げていた。

　瞳を輝かせて夢を語り合う、微笑ましい光景だった。それを見て、ノスタリカは自分もそうだったなと懐かしむ。

　そして、想う。

　いつか、自分もジークのように羨望の眼差しを受ける存在になれるだろうか、と。

　魔剣を回収した後、ノスタリカはホマーロの墓地に埋葬されるだろう。その墓石にはどれほどの花が手向けられ、何人が涙を流すのか。

（あいつはどんな顔するんだろうな）

　と自分の墓石の前に立つリンリアを想像する。

　不幸にも巻き込んでしまった少女。本来であれば、パツィスモで任務を重ねて聖職者エクソミールの経験を積み上げていく順調な道のりのはずだった。それなのに、魔剣の回収という荷が重い任務に身を投じている。

　だからこそ、ノスタリカには自分の中で決めた約束事があった。

　それは、リンリアを無事に帰すこと。

　本来いるべき場所に返し、進むはずだった道を歩ませる。それだけは絶対に果たさなければならないとノスタリカは考えていた。魔剣の回収よりも優先しなければならないと思っているほどに。

「また明日！」

「うん！　ばいばい！」

　少年達が手を振り合ってそれぞれ帰路につく。家では今頃母親が少年の帰りを待ちながら夕食の準備をしているのだろう。少年が帰宅すれば家族で食卓を囲んで一緒にご飯を食べる。平和だからこそある家族団らんの姿に、ふっと笑みがこぼれた。

　少年達を見送ったノスタリカは、もう一度ジークの像へ視線を向けた。

「見たか？　あんたが守ったんだぜ」

　もちろん像は何も反応を示さない。

「だから俺も……」

　あの少年達が笑って過ごせるように。明日を迎えられるように。

　やらなければならないことをやろう。

　ジークの像に背を向けて、ノスタリカは歩き始める。

「………………」

　気になることはいくつかある。その中で最もノスタリカが引っかかっているのが多数の行方不明者と持ち出された四つの首輪だった。

　行方不明者の正体は徘徊する魔剣のアンデッドアンデッド・フラインだろう。問題は彼らがどこにいるのか、だ。

　数百という数をガルディが発見できていないというのは本来であればありえない。そして不思議なことに、近々では魔剣のアンデッドアンデッド・フラインによる人的被害が報告されていないのだ。

「おかしいよな……」

　行方不明者の数から数百体の魔剣のアンデッドアンデッド・フラインがいると推測できるのに、その数百体が一人の人間も襲っていないなんて不自然すぎる。

　もう一つの引っかかっていることは、モルトが遺跡から持ち出した四つの首輪だ。

　どうしてモルトは首輪を持ち出したのだろうか。それをずっと考えていた。そこで首輪そのものについて調べたのだ。

　ノスタリカはリンリアが眠っている間にホマーロ支部の書庫で服従の首輪の記録を読み漁った。記されていたのは『主従関係を結び、対象を使役できる遺物』という記述のみ。どんなに探しても契約ネクロメントについては何も書かれていなかった。

　それに疑問を抱いたノスタリカは契約ネクロメントについても調べていた。

　死霊術の一種であることはリンリアから聞いて知っていたが、どういうわけか死霊術の記録に契約ネクロメントは存在していなかった。

「………………」

　首輪に触れながらノスタリカは考える。

　リンリアが知っていたということはパツィスモでも周知されていると考えられる。なら、どうしてホマーロでは記録そのものがないのか。遺物の情報はガルディ全体で共有されるはずなのに、なぜ契約ネクロメントの情報だけはホマーロにないのか。

「まあ、隠してるんだろうな」

　何となく察しはつく。契約ネクロメントはただアンデッドを使役する死霊術ではなく、そのアンデッドに生前の意識を取り戻させるのだ。それは見方を変えれば死者の蘇生とも言える。

　そんな術があると知れ渡れば大変なことになるのは想像に難くない。だからこそガルディは契約ネクロメントについて情報を秘匿しているのだろう。

「何かを使役するために首輪を持ち出したって考えるのが普通なんだけど……」

　では、魔剣に支配されているモルトは何を使役しようとしているのか。

「誰かを蘇生させようとしてる？　……いや、それはないか。そもそも契約ネクロメントの存在を知らないだろうし……でも」

　仮に契約ネクロメントの存在を知っていたとしたら？

　ノスタリカは振り返り、遠くに見える小さなジークの像を見つめた。

「もしもジークの遺体が残っていたら……」

　そんなことはありえない。彼が亡くなってから既に六十年が経過している。彼はもう骨になっていて、ノスタリカのように肉体を保持していない。

「………………」

　だが、彼が亡くなったその当時に契約ネクロメント技術が確立されていたとしたら、聖剣使いヘルピスをアンデッドとして復活させようという意見が出てもおかしくはない。

　そうなった場合、遺体には防腐処理などの処置が行われて今も残っているはずだ。

「……ははっ」

　ノスタリカは思わず笑ってしまう。自分の想像力が豊かすぎて。

「そんなわけあるかよ。できるならもうやってるわ」

　死した聖剣使いヘルピスをアンデッドとして復活させられるのなら、既に前例があるはずだ。しかし、ノスタリカの知る限りそんな記録はない。

　そしてノスタリカはその前例にはならない。なぜならノスタリカは魔剣によってアンデッド化した存在で、通常のアンデッドとは成り立ちが違うからだ。

　既にアンデッド化した者を使役するのと、死者を意図的にアンデッド化させて使役するのとではわけが違う。

　そもそも死者を意図的にアンデッド化させるなんて冒涜が許されるはずがない。一般的な常識を持ち合わせている人間であれば、たとえ可能だったとしても実行には移さない。

「戻るか」

　そう呟いてノスタリカは歩き始める。

　戻ってリンリアと今後の話をする。休息が必要であれば数日滞在し、体に異変がなければ明後日ホマーロを発つ。

　今後の予定を考えながら支部へ向かって歩くノスタリカの耳にカタカタと音が届く。

「ん？」

　立ち止まったノスタリカは自身の腰に目を向ける。そこにあるのは聖剣だ。しかしいつもと違う。

「震えてる？」

　足を止めたのに聖剣はカタカタと音を立てていた。

「っ……！」

　瞬時に身構え、ノスタリカは周囲を警戒する。

　けれど周りに異変はない。行き交う人々に悪意を持つ者はおらず、屋根の上や建物の中にもそれらしい気配はない。

（何だ？　何に反応してる？）

　聖剣が震える現象。それには必ず意味がある。

　いつでも聖剣を振るえるように手を添えながら、ノスタリカは感覚を研ぎ澄ませていく。

　すると突如、街全体に鐘の音が響き渡った。

　誰もが足を止めて顔を上げる。

　ホマーロ支部に属するノスタリカは、この街の鐘がいつ鳴るかを知っている。それは時刻を知らせる時と、危険を知らせる時。

　前者は一定の間隔で鳴らす回数も定められている。

　しかし、今鳴り響く鐘の音には間隔がなく、ひたすら鳴り続けていた。




　　　　　◆




　ゴーン、ゴーン、ゴーンと突如鳴り響く鐘の音に驚いたリンリアはベッドから窓際へ移動する。

「何か凄い鳴ってるけど……」

　窓を開けて外を確認すると、慌てた様子の人々が視界に入った。

　そしてその人並みを掻き分けるように、武装をした者達が険しい表情で走っていく姿が見えた。

「あれって王国軍だよね？」

　兵士達が動き、鐘が鳴り響いている。

　何かよくないことが起こっている。それを理解したリンリアの心臓の鼓動は次第に速くなっていく。

　バンッとドアが勢いよく開けられ、数分前に出ていったスクレが荒い息遣いをしながら戻ってきた。

「アンデッドが！」

「え……」

「城壁の外に！　アンデッドの大群がっ!!」

　夕日は沈み、ホマーロの王都に闇が広がっていく。

　リンリアは振り返って窓の外を見つめて、強張った声音で彼の名前を呼んだ。

「ノスタリカさんっ……！」




　　　　　◆




　避難を始める人々とは逆方向に進み、ノスタリカは慌ただしく動く兵士の一人を呼び止めた。

「おい！　何があった!?」

「あなたはガルディの!?」

　と兵士はノスタリカに気付き、姿勢を正した。

「現在城壁の外にアンデッドの大群が押し寄せており、交戦中です！」

「なっ……数はわかってるのか？」

「数百とのことです！」

「………………」

　通常のアンデッドが大群で押し寄せるなんてことはない。つまり、そのアンデッドというのは魔剣のアンデッドアンデッド・フラインに間違いない。

「わかった俺も行く」

「っ！　助力感謝します!!」

「お前は住民の避難を進めろ。城壁を越えさせるつもりはないけど、万が一もある」

「はい！　ご武運を！」

　そう言って兵士は走っていく。

「くそ、どうなってやがる……」

　既にガルディも状況を把握して聖職者エクソミールを現場に向かわせているはずだ。だが魔剣のアンデッドアンデッド・フラインは通常のアンデッドとはわけが違う。最悪の場合、城壁を突破されてしまう。

　ノスタリカは城壁へ向かおうと脚に力を入れる。

　現在ホマーロ支部の聖剣使いヘルピスはノスタリカのみ。モルトは行方不明でもう一人は遠征中。この危機を乗り越えるためにはノスタリカが出向かなければならなかった。

　だからこそノスタリカは一刻も早く駆けつけようと踏み込んだ、その時。

「っ!?」

　後方に大きくて悍おぞましい気配を感じ取った。

「なんっ」

　振り返ったノスタリカは目を見開いて、その気配がする方向に視線を固定する。

　忘れもしない、この異様な気配。

「何で……何でお前がいるんだよ！　モルト!!」

　彼の名前を叫び、ノスタリカは行き先を変えた。




　　　　　◆




　聖衣に着替えたリンリアはスクレから状況の説明を受け、他の聖職者エクソミール達と共に城壁へ向かっていた。

（きっとノスタリカさんも来る！）

　既に状況を理解したノスタリカなら現場に駆けつけているはず。だからこそ自分も、とリンリアは走った。

　体は重かった。万全の状態ではなく、そもそも契約ネクロメントによって魔術が使えないリンリアが出向いても戦力にはならない。けれど、戦う以外にもできることはある。

　日が完全に沈み、辺りは暗くなっている。

　そんな暗闇の中で鳴り止まない鐘の音と、城壁に近付くにつれ大きくなっていく戦う兵士達の怒号は、リンリアの身を無意識に震わせた。

　城壁の上から矢を放ち、アンデッドの大群を迎え撃つ王国の兵士達。通常のアンデッドが相手であればその戦い方で十分だ。

　だが、リンリアはスクレから聞いていた。アンデッドが武装していると。そして、まるで生きているように動くと。

　それを聞いた時、リンリアは息を呑んだ。

　そんなことを可能とするアンデッドは他に存在しない。

　城壁に迫っているのは、魔剣のアンデッドアンデッド・フラインだ。

　つまり、これは単なるアンデッドの掃討ではなく、魔剣のアンデッドアンデッド・フラインの軍勢を相手にした防衛戦なのだ。




　　　　　◆




　そこは共同墓地。

　生を終えた者達が静かに眠る場所。

「モルト……」

　見間違うはずがない。ノスタリカの視線の先に佇む青年はモルト・ミルテーロだった。

　あの日以来の再会で、ずっと追い続けてきた相手。魔剣に支配されてしまった相棒であり友。

　そんな彼が、今目の前にいる。

「………………」

　無言のまま、ノスタリカは聖剣に手を掛ける。

　この時のために自分はアンデッドとして蘇った。ここまでの旅路は全て魔剣からモルトを解放し、その魔剣を回収するためだ。

　ノスタリカが鞘から聖剣を抜くと同時に、背を向けていたモルトが振り返った。

　暗闇の中、赤い視線が交差する。

「……やあノスタリカ。元気そうだね。それ、似合ってるよ」

　とモルトは笑みを浮かべながら、ノスタリカの首元を指差す。

　理解できなかった。

「は……？」

「それにしても想定外だったな。まさか君が聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスになるなんて。どうやら連中は過去の過ちを反省してないみたいだね」

　意味がわからない。

　魔剣に支配され、自我を失っているはずのモルトが普段のように言葉を発している姿が。

「お前……魔剣に支配されたはずじゃ……」

「支配？　あっはっはっはっ！　そんなわけないだろう？　フラインは元々僕の剣なんだから」

「どう、いう……」

「どうもこうもないよ。これは僕の剣。封印されちゃったからずっと探してたんだよ、それで見つけた。だから取り戻した。それだけのことさ」

　困惑しながら、ノスタリカはモルトの発言を理解しようと繰り返す。

「お前の剣？　魔剣が？」

「そうだよ。……まあ、最初から魔剣だったわけじゃないけどね」

「取り戻した……？」

「うん、巻き込んだことは悪いと思ってる」

　一つ一つ疑問に答えが提示されていく。そしてその答えを繋げていくと、新たな答えが見えてくる。

「お前が魔剣の情報を帝国に流したのか？」

「正解。でも、思ったより数が多くてびっくりしたけどね」

「………………」

　ノスタリカは信じたくなかった。けれど、目の前にいるモルトが認めた。であれば、それこそが事実であり真相だということになる。

「最初から、全部お前が……」

「そうなるね」

「っ！　何やってんだよお前っ!!」

　怒りが湧き出て、収まらなかった。

　あの襲撃で魔剣を世に放ってしまったことをノスタリカは悔いていた。それのせいで無関係な人々がアンデッドとなり、平和や日常を奪ってしまった。多くの人を不幸にしてしまった。

　そして何より、魔剣に支配されたモルトを救い出したかったというのに。

　当の彼は、モルトは、自分の意思で人々を襲っていたなんて。

「ふざけんなよ……何人犠牲になったと思ってるんだよ！」

　怒りのままに聖剣を抜き、ノスタリカは構える。

「僕はフラインで大勢をアンデッドに変えた。でもそれは仕方ないことなんだ」

「何が仕方ないんだよ！　お前がやったことはただの——」

「必要な犠牲だった。ガルディを潰すためにはね」

　自分の言葉を遮ったモルトの発言。それにノスタリカは眉をひそめた。

「ガルディを潰す？　それがお前の目的なのかよ」

「……僕はガルディを決して許さない。命を消耗品としか考えてない連中に生きてる価値はない」

「………………」

　モルトが何を言っているのかノスタリカにはわからなかった。ただモルトの声音から怒りや憎しみがにじみ出ていた。

「だからさ」

　とモルトは告げ、右手を差し出した。

「一緒に行こう、ノスタリカ」

「何言ってんだよ。一緒に行くわけねぇだろ！」

「そっか。……じゃあ一つ聞かせてほしい。君は聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスについてどこまで知ってる？」

「あ？」

　聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピス。それは初めて聞く単語だった。けれど、言葉の組み合わせから何を意味するのかはわかる。

「その反応からするとやっぱり何も知らないんだね。……まあ、知ってたら黙ってるわけないか」

「何なんだよ、その聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスってのは」

　怒りが収まったわけではない。それ以上にノスタリカは知りたかったのだ。

　モルトがどうしてこんなことをしたのか。何が、そうさせたのかを。

「聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピス。それは死亡した聖剣使いヘルピスをアンデッドとして復活させて、《服従の首輪》を用いた契約ネクロメントによって人の意識を取り戻させた存在。ようするに今の君だよ、ノスタリカ」

「………………」

「そこまではいいんだ。死者への冒涜に変わりはないんだけどね。ただ、君も覚えがあるだろうけど、聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスは人の意識を保つために、定期的に生命力を補充しなきゃいけない」

「それがどうした？」

「君に生命力を補充した後、補充者は眠っていただろう？　あれは眠ってるんじゃなくて、昏睡状態になってるんだよ。多分だけど目覚めるまで時間が掛かるようになってるんじゃないかな」

「………………」

　モルトの言うとおり、生命力を補充したリンリアはいつも眠っていた。そして今回は目を覚ますまでに二日掛かっている。

「これからも君に生命力を補充していく。するとどうなると思う？　衰弱していくんだよ。そして最後には死に至る」

「そんなわけ……」

「生命力って魔力とは違うんだよ。生まれ持ったモノを消費して生きていく、しかも増えない。それを君に分け与えるんだ。どうなるかはわかるだろう？」

「………………」

「そうだな……。君の補充者は若くて孤児院育ちかな。ガルディが洗脳に近い教育を施してるはずだよ。命を分け与えて自分が死に近づくことに何も躊躇いがない。いや、むしろそれが普通だと思ってるかもね。可哀そうに」

「でも……あいつはそんなこと一言も……」

「わざわざ言う必要がないって思ってるんだよ。誰もが知ってて当然とか常識の範疇とかね。そんなわけないのに。……彼女もそうだった」

「彼女？」

「ノスタリカ。僕もね……ここに君と同じ首輪があったんだよ」

「っ!?」

　モルトが聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスに詳しかった理由。

　それは、彼自身が聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスだったからだ。今のノスタリカのように生命力の補充を受けて、人の意識を保っていた。

「生命力の補充をするたびに眠る時間が長くなって、どんどん衰弱していった。最期にはベッドの上から動けなくなって目も見えなくなってたよ」

「っ……」

　それは自分を騙すための虚言だとノスタリカは思いたかった。けれど、実際にリンリアは二日間の昏睡状態に陥っている。

「僕はアンデッドにされたことを怒ってるんじゃない。彼女を消耗品としか考えてなかったガルディが許せないんだ。僕が何度も彼女を助けてほしいって言ってもガルディは何もしてくれなかった。むしろ新しいのを用意するなんて言ってきた。そんなの……許せるわけがないだろう。命を、何だと思ってるんだ」

　モルトの静かな怒り、そして憎しみ。それこそが彼を突き動かす原動力だった。

「今のままだと君の補充者も彼女と同じ道を辿る。だから一緒に行こうノスタリカ。一緒に命を消耗品としか考えていないガルディを潰そう。助けよう、命を」

　再びモルトはノスタリカに手を差し出す。その手は先ほどと同じ手のはずなのに、ノスタリカには全くの別物に見えた。

　ゆっくりと、ノスタリカの手が動く。

「ノスタリカさんっ！」

　聞き覚えのある声。はあ、はあ、と荒い呼吸がそれに続く。

　ノスタリカが背後に視線を向けると、そこには聖杖を握り締めたリンリアが立っていた。

「リンリア？　お前どうして……？」

「何してるんですか！　私達の目的を忘れたんですかっ!!」

　息遣い荒く肩を上下に動かして、金色の前髪を汗で額に張り付けながら、リンリアは叫ぶ。

　自分達は何のために旅をしてきたのか。

　自分は何のためにアンデッドとして蘇ったのか。

　そして、なぜモルトの聖剣が今自分の手にあるのか。

　その答えをノスタリカは理解した。

「……はは、そうだった。そうだよな。今ここで終わらせればもう生命力の補充は必要ないよな」

　モルトを止める。そのためにノスタリカはここにいる。

　聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスのことが真実であっても、今はそれ以上にやらなければならないことがある。

　終わらせた後、アリアーナを問い詰めて事実確認すればいい。その上でモルトの発言が真実であれば、二度と聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスなんて存在が生まれないようにすればいい。

　だから今は——

「お前を止めるよ、モルト」

　とノスタリカは聖剣を構えた。

「……残念だよ、ノスタリカ。君ならわかってくれると思ったのに」

「わかってるさ。俺がお前の立場だったら同じことをする」

「だったらどうして？」

「お前が俺の立場だったら、お前は必ず俺を止めようとするはずだ。そうだろ？」

　そのノスタリカの発言にモルトは驚いた表情をして、すぐに「あっはっは」と笑う。

「そうかもね。じゃあ仕方ないか、こうなっても」

　二人の聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスが対峙する。一人は聖剣を構え、もう一人は魔剣の切っ先を相手に向けた。

「でも、悪いね。僕の目的は今ここで君を倒すことじゃないんだ」

　魔剣を鞘に納めながら、モルトは笑みを浮かべた。

「何だと？」

「だから、この場は彼に任せるよ」

　そう告げた直後、モルトの背後から一人の人物が現れる。

　全身を黒光りする鎧に身を包み、自身の身長と変わらない長さの聖剣を持つ者。そしてその首には服従の首輪が付けられていた。

「お前は……」

　ノスタリカの視線は全身を覆う鎧ではなく、聖剣に向けられる。

　ノスタリカは知っている。その聖剣が何なのか。それは六十年前にホマーロを救った英雄が使っていたものだ。

　魔竜をその命と引き換えに倒した彼の聖剣。

「ジーク・エポストリア……」

「そう。彼はホマーロが聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスとして運用するために、保管していたんだよ。見てごらん、ノスタリカ。酷いだろう？　体を繋ぎ合わせて、バラバラにならないように鎧で固定しているんだ」

　残された当時の記録によると、ジークは自爆をして魔竜を倒している。きっと遺体は人の原型を留めていなかったはずだ。そしてそれを繋ぎ合わせて、ホマーロは保管していた。いつか聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスとして運用するために。

「これがガルディのやり方だよ。ホマーロだけじゃない。他の国にも聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスを生み出すための聖剣使いヘルピスの遺体が保管されてる」

「………………」

　死後に安らかな眠りはなく、アンデッドとして使役される。それも生者の命を食い潰しながら。

「じゃあ、僕は行くよ。やらなきゃいけないことがあるからね」

「おい！　待てよ！」

　背を向けて歩き出したモルトを止めようとしたノスタリカの前にジークが立ちはだかる。

「くそ。通さない気かよ」

　今まで感じたことのない威圧。ただそこに立っているだけなのに、ノスタリカは気圧されてしまう。

「ノスタリカさん。これは一体どういう……？」

　リンリアも同じようにジークから発せられる圧を全身で感じ、体を強張らせていた。

「あれはジーク・エポストリア。聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスだ」

「え？　ジーク？　……でも、彼は六十年前に……」

「ガルディが保管してたんだ。アンデッドとして使役するためにな」

「そんな……」

　モルトを追わなければならない。しかし、目の前にいるジークがそれを許さない。

「やるしかないか」

　そう呟いたノスタリカは聖剣を構える。

　相手はホマーロの英雄。

　アンデッド化に伴って生前より強くなっている可能性がある。それでもノスタリカに退くという選択肢はなかった。

　ノスタリカが聖剣を構えたことにより、ジークも臨戦態勢になる。

　上半身をゆっくりと倒し、居合の構えを取り、そして。

「……シデン」

　静かな墓地に一言発せられた言葉。

　それがノスタリカの耳に届いた時、既に刃がノスタリカの首を捉えていた。

「っ！」

「ノスタリカさん!?」

　瞬時に後方へ飛び退き、ノスタリカは今何が起こったのか理解しようと思考を巡らせる。

「………………」

　自分の首を触ったノスタリカは、鋭い視線をジークに送る。

　顎と首輪の僅かな隙間にジークは刃を通してみせた。反射的に後退したものの、切っ先が喉を切り裂いていた。

「ノスタリカさんっ！」

「……！」

「っ！　喉が……！」

　喉は繋がっている。しかし、声帯が切られてしまった。だからこそ「来るな！」とノスタリカは目で訴える。

「レップウ」

　その場でジークは聖剣を振るう。いくら長身の聖剣といえどノスタリカに届く距離ではない。

　だが、最初から刃を届かせる必要がなければ話は変わってくる。

「っ!?」

「きゃあっ！」

　咄嗟にノスタリカはリンリアを抱き上げて、地を蹴った。

　迫る風の斬撃。全てを避けることはできず、聖剣で受け流すのにも限界があった。

　リンリアを庇うノスタリカの体は刃物で切られたように鋭い傷を受けていく。

「ノ、ノスタリカさん……」

「………………」

　リンリアを優しく下ろし、ノスタリカは聖杖を指差した。結界を張れ、と。

「は、はいっ。世界樹の木陰プロテクト・オムブレイヨ！」

　結界が展開されたのを見届けたノスタリカは視線をジークへ戻す。

（記録で知ってはいたが、やっぱり実際に見るのとは違うな）

　ジーク・エポストリアが考案した戦闘術。その名前は零式。

　ノスタリカを含むホマーロの聖剣使いヘルピスはそれを会得しようと挑戦する。しかし、彼の死後それを完全に会得した者は一人として現れなかった。

　音速を超える超速の居合の技、シデン。無数の風の斬撃を飛ばす、レップウ。

（次は何が来る？）

　ジークは聖剣を逆手に持ち替えると、そのまま地面に突き刺した。

（あの構えは！　テンザンか!!）

「テンザン」

　聖剣を突き刺した場所を起点に衝撃波が地面を盛り上げながらノスタリカ目掛けて進んでいく。

「っ！」

　迫るそれから逃れようとノスタリカは移動するが、それは進行方向を変えて追尾する。

（やっぱり追ってくるよな！）

　これも記録どおり。一度放たれたテンザンは対象を追尾し、どこまでも追い続ける。そして対象の真下に到達したその瞬間、爆発を引き起こす。

　逃れるには地中を進む何かの行く手を阻むか、攻撃を加えて誘爆させるかのどちらか。ここは墓地で地中には棺が埋まっている。けれど、棺など障害物にはならないだろう。

　であれば、誘爆を引き起こすしかない。

　ノスタリカは跳躍し、狙いを定めて聖剣を構える。そして放った。

　吸い寄せられるように地面へ迫る聖剣。その刀身が地面に突き刺さる瞬間、その下に地中を進む何かが入り込む。

　大きな爆発音と爆風。夜の闇が広がる墓地に閃光が満ちる。

　舞い上がる砂埃の中、ノスタリカは疾走しながら地面に突き刺さっている聖剣を回収し、砂埃を越えて、ジークに一撃を叩き込む。

「サイウン」

「っ!?」

　ジークを完全に捉えていたノスタリカの一振りは空を切った。

（サイウン！　身代わりか!!）

　それは雲で生み出された分身で、その容姿は本体と瓜二つで見分けることができない。違いがあるとすれば雲で作られているため、触れることができないことくらいだろう。

　その消えていくサイウンの後ろに、居合の構えを取っているジークがノスタリカの瞳に映り込んだ。

（この距離はマズイっ！）

「シデン」

「っ！」

　聖剣の長さからして既に後退は意味をなさない。既にここは回避不能の間合いだ。

　避けることができないのなら、ノスタリカに残された道はただ一つだけだった。

　聖剣がぶつかり合い、火花が飛び散る。

「……！」

「………………」

　互いに聖剣で押し合う。力を抜けばその瞬間に一撃が迫るだろう。

（力強すぎるだろっ）

　全力で押しているというのにジークは動かない。それどころかノスタリカが押されていた。

　重心をずらしてジークが一瞬体勢を崩した隙をつき、ノスタリカは後方に飛び退く。

（くそ、攻めることすらままならないのかよ）

　ホマーロの英雄であるジークが、自分よりも高みにいることをノスタリカは理解していた。けれど、実際にここまでの差を見せつけられると何とも言えなくなる。

（どうする？　このままじゃ……）

　体勢を整え直したノスタリカは思考を巡らせる。するとジークが聖剣を天に向けて掲げた。そして一言、ジークは告げる。

「スイセイ」

　ノスタリカが空を見上げると、そこには星空が広がっていた。

　だが、すぐにその光が星ではないことに気付く。

（スイセイ。確かその技は——）

　天から降り注ぐ火球。それは地面にぶつかると爆発を引き起こす広範囲に影響を及ぼす技。

　一瞬、ノスタリカはリンリアに視線を送る。聖杖の結界であれば身を守ることができるだろう。問題はノスタリカの方だった。

　火球を避けながら走るが、次々と火球は着地と同時に爆発していく。爆発の衝撃と爆風がノスタリカを襲う。

　そしてノスタリカの目の前に火球が落ち、爆発した。

「っ！」




　　　　　◆




「ノスタリカさんっ！」

　結界の中で二人の戦いを見ていることしかできないリンリアは、爆発に巻き込まれたノスタリカの名を叫ぶ。

　きっと大丈夫だ。そう自分にリンリアは言い聞かせながら視線を送り続ける。

　そして煙の中から現れたノスタリカの姿を見て、リンリアは安堵の息を漏らした。

　彼は無事だった。ディヴェルサで新調した外套が彼を守ったのだ。けれど次はない。もう衣服は焼け落ちてしまい、上半身が露出している。

　対峙する二人の聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピス。互角ではなく、ジークの方が優勢だった。

　その理由にリンリアは気付いていた。立っている土俵が異なるのだ。

　力を抑えているノスタリカと、全力のジークではやはり差が生じてしまう。ただでさえジークはホマーロの英雄と呼ばれる実力者。そんな相手に力を抑えた状態で勝てるわけがない。

「………………」

　剣術について素人のリンリアから見てもノスタリカが攻めあぐねているのは明白。このままではノスタリカが負けてしまう。

「大丈夫。あの人ならきっと」

　破壊人形デトルマトンと戦った時、リンリアは封印を弱めた。だが今回はそれだけでは足りない。全ての力を解放してやっと互角になるかどうか。

　聖剣を構えてジークに鋭い視線を送るノスタリカに、リンリアは手をかざす。

　ノスタリカが勝つためにはこれしか方法はなかった。

　だが、これをしてしまったらどうなるかわからない。最悪、ノスタリカが暴走してしまうかもしれない。

　危険すぎる選択なのはリンリアにもわかっていた。でも他に方法が思い浮かばないのだ。

　そして何より、リンリアはノスタリカを信じていた。

「解放リベリガント！」

　その瞬間、ノスタリカの首から首輪が外れた。




　　　　　◆




　カチンと音を立てて、首輪が地面に落ちる。

「!?」

　抑え込まれていた力が溢れ出し、視界が赤く変色していく。

（何が起こった？　……まさかっ！）

　ノスタリカはリンリアに視線を向ける。するとそこには強い意志を宿した瞳で見つめ返すリンリアの姿があった。

「ノスタリカさん！　私はあなたを信じてます！　だからっ!!」

（リンリア……）

　首輪を外せば契約ネクロメントによる拘束がなくなる。それはつまり、完全なアンデッド化を意味する。そうなれば全ての生命力を消失し、ノスタリカは人の意識を失う。

　それだけならよかった。自分がアンデッドとなり、人の意識を失おうがノスタリカにはどうでもよかった。

　でも、その先。

　きっとリンリアはもう一度首輪を付け、契約ネクロメントで人の意識を取り戻させようとするだろう。その時にどれほどの生命力を分け与えることになるのか。

　これ以上、リンリアの命を削るようなことはしたくなかった。生者を犠牲にしてまで人に戻りたくなんてなかった。

　けれど、リンリアの瞳と声が決意と覚悟をノスタリカに届かせる。

「………………」

　遠のいていく意識の中、ノスタリカはリンリアに向かって親指を立てた。

（お前の覚悟、受け取った）

　そしてノスタリカの意識は深い闇の中へと深く、深く、沈んでいく。

「ノスタリカさん……」

　親指を向けていた腕がだらんと垂れ下がり、うなだれるように顔も下がった。

　動きを止めたノスタリカに対して、ジークは居合の構えを取る。

「シデ——」

　次の瞬間。甲高い音が鳴り、火花が飛び散った。

　ジークのシデンを上回る速さでノスタリカは距離を縮め、聖剣を振るったのだ。

「……！」

「………………」

　赤く光る視線が交差した。

　ノスタリカの赤い瞳は虚ろではなく、明確な敵意が宿っていた。そしてその敵意が向けられているのはもちろんジーク・エポストリア。

「レップウ」

　振り下ろされた聖剣から風の斬撃が放たれる。

　岩すら両断する鋭い風をノスタリカは真っ正面から切り伏せた。

「スイセイ、テンザン」

　上空から降り注ぐ火球と地中を進む衝撃波。一度にそれらがノスタリカに襲い掛かる。

「………………」

　次々と火球が爆発していくが、ノスタリカは走り続け、全てを避ける。それでもテンザンは追尾を続け、徐々にノスタリカとの距離を縮めていく。

　前と同じようにテンザンを誘爆させる必要があった。だが、ノスタリカは足を止めずに走り続け、聖剣を地面に突き刺すジークに迫る。

　そしてノスタリカはジークの目前まで距離を縮め、瞬時に跳躍。ジークを飛び越えた次の瞬間、彼の足元で地面が盛り上がり、大きな音と衝撃が一帯を包み込んだ。

　舞い上がった砂埃の中から、人影が現れる。

　ジークの鎧は破損し、繋ぎ合わせた痛々しい痕が残る体が露出した。

　けれど、彼もアンデッド。痛みは感じない。いくら肉体が傷付こうと動き続ける。

「レップウ、シデン」

　風の斬撃が飛び交う中をジークは超速で迫る。

「………………」

　ノスタリカがシデンの一撃を聖剣で受け止めると、二人はその場で打ち合い始めた。

　互いにレップウの斬撃で体が切り裂かれていくが、聖剣を振るう腕が止まることはない。何度も何度も金属がぶつかり合い、その度に火花が飛び散る。

「サイウン」

　しかし、ノスタリカはそれに惑わされなかった。サイウンで生み出された分身を瞬時に切り伏せ、本体へ一撃を加える。

　けれど胴体への攻撃はいくら深くても意味をなさない。生者の致命傷はアンデッドにとってはないも同然だった。普通の攻撃であれば。

「……！」

「………………」

　聖剣による一撃。それはアンデッドにとって致命的な一撃となる。そしてそれこそがノスタリカとジークの決定的な違い。

　ジークは聖剣使いのアンデッドアンデッド・ヘルピスではあるが、聖剣の守護はない。

　ノスタリカには聖剣エアレイズの守護がある。

「………………」

「………………」

　膝を地面に付けたジークに聖剣を振り下ろそうとノスタリカは構えた。

「ノスタリカさん……！」

　これで決着がつく。二人の死闘を見ていたリンリアはそう思った。けれど。

「……オウカ」

　ジークが言葉を発した刹那。

　彼の全身が炎に包まれる。

　それは赤く激しく燃え、彼の肉体を焼いていく。

　反射的にノスタリカは後方に飛び退いた。そしてそれは正しい判断だった。そうしていなければ、ジークを包む炎にノスタリカも焼かれていた。

　燃え盛る炎は激しさを増し、鎧が剥がれ落ちていく。

　そんな中、ジークは居合の構えを取る。

　そしてノスタリカも同じように居合の構えを取った。

「シデン……カイ！」

「……！」




　——それは一瞬の出来事だった。




　　　　　◆




　その光景を目にしたリンリアは、無意識の内に「え」と声を漏らしていた。

　リンリアが視認できたのは刹那の煌めき。

　紫と赤、二色の光の線が交差し、すれ違った一秒にも満たない瞬刻。

　気が付いた時には二人の立ち位置が入れ替わっていた。

「………………」

　ノスタリカは立ち尽くし、動かない。

　ジークはゆっくりと振り返る。すると顔を覆い隠していた兜が崩れ、彼の素顔が現れた。

　顔全体に繋ぎ目があり、下唇はなく、歯茎が露出している。そんな痛々しい顔だった。

「……キデンナラバ、カノモノヲ、トメラレルダロウ」

　炎に包まれながら、ジークはノスタリカに向かって言葉を投げ掛けた。そして視線がリンリアへ移る。

「エクソミールノ、ムスメ」

「えっ……は、はい。何で、しょうか」

「アノモノノナハ、ナントイウ？」

　突然言葉を発し始めたことに驚きが隠せないリンリアは戸惑い、困惑してしまう。

　しかし、既にジークからは戦意を感じない。戦っていた時とは明らかに様子が違った。

「え、えっと……ノスタリカ・オニアウス。ホマーロの聖剣使いヘルピスです」

「……ソウカ、ワガクニノ」

　ボト、ボト、とジークの体が崩れ始める。

「ウレシクモアリ、カナシクモアル。アレホドノモノガ、スデニセイヲ、オエテイルノハ」

「っ……」

「ワタシデハ、カノモノヲトメラレナカッタ。ユエニ、タクス」

　右足が砕け、ジークは膝を地面につける。そして崩れていく腕を上げて、リンリアを指差した。

「イノチヲモヤセ。シカシ、ムダヅカイハスル……ナ」

　その言葉を最期に、ジークの体は砕け散った。

「………………」

　英雄の二度目の最期に立ち会ったリンリアは手を合わせて、彼の安らかな眠りを祈った。

　そして落ちている首輪を拾い上げて、リンリアはノスタリカに駆け寄る。

「ノスタリカさん……？」

「………………」

「っ!?」

　聖剣が振り上げられ、リンリアは咄嗟に身構えた。

「……え？」

「ン……ア」

　聖剣は振り下ろされることなく、ノスタリカの虚ろな瞳はリンリアを捉えていた。

「っ……はい、リンリアです。あなたの、相棒の」

　振り上げたままの腕をリンリアは優しく下ろし、ノスタリカの手から聖剣を取って鞘に納めた。

「じっとしててくださいね。今首輪を付けるので」

　その声は少し震えていて、瞳には涙が溜まっていた。

「………………」

　抵抗しないノスタリカに首輪を付ける。けれど、これで終わりではない。生命力を補充しなければ人の意識は戻らない。

　しかも今回は今までの補充とは比にならない量の生命力が求められる。

　生命力を分け与える行為が命そのものを分け与える行為なのは知っている。補充をすればするほど自分が死に近付いていることも。もちろん、リンリアは知っている。

　けれど、それに躊躇いはなかった。

　一つずつ、リンリアは聖衣のボタンを外し、ゆっくりと脱いでいく。

　ここが外で誰かに見られるかもしれないなんて考えはなかった。そんなことはもうどうでもよかった。

　脱いだインナーを地面に落として、リンリアはノスタリカに一歩近付く。

　全身にある鋭い切創。どれも深い傷で生者であれば血液が溢れ出して全身が赤く染まっていただろう。致命傷といっていい。

「アンデッドだからって、無茶しないでください。傷だらけのあなたを見る私のことも、考えてください」

　優しく両手をノスタリカの背中に回して抱き締める。

　痛みを感じない、いくら傷付いても死なない。それはわかっている。

　けれど、それでもリンリアはノスタリカに傷付いてほしくなかった。傷付いたノスタリカを見るたびに胸が張り裂けそうになるのだ。

「契約締結ネクロメント・コントラクティ」

　そう告げた瞬間、大量の生命力がリンリアからノスタリカに流れ込んでいく。

「うっ……」

　心臓が締め付けられるような痛みと流れ出る鼻血。

　頭が真っ白になって意識が飛びそうになる。

　それでも、リンリアはぎゅっと回した腕に力を入れて、ノスタリカを強く抱きしめた。

「ノスタリカ、さん……」

　彼の名前を告げる。

「まだ、私達の任務は……終わって、ません……だか、ら……」

　全身から力が抜けていく。

　立っていたいのに、抱き締めていたいのに。どんどん、意識が遠のいていく。

「ノ、ス……」

　気を失って脱力したリンリアを、ノスタリカが抱き留めた。










あとがき









　正直なところ、私は小説を書くという行為に楽しさや面白さを感じません。なのに、どういうわけか、書きたいという漠然とした想いがあるんです。

　将来の夢。人生の目標。生きる意味。きっとそういう類のものなのでしょう。もしくは呪いでしょうか。書かずにはいられないんです。不思議ですね。




　初めまして、西條にしじょう神無かんなです。

　このたびは『親愛なるアンデッドに捧げる、弔いの聖約プロメーソ』をお読みいただき、ありがとうございます。

　本作はタイトルのとおり、「アンデッド」を題材にした物語となっています。

　「アンデッド」とは何者なのか。

　「アンデッド」はどのように生まれるのか。

　「アンデッド」になった者の魂はどこへ行くのか。

　そうやって四六時中「アンデッド」について考えていたら、いつの間にか物語の原石となっていました。

　その原石を削っていった結果が本作です。

　それはもう大変でした。「ああでもない」「こうでもない」といろいろ集めたネタをこねくり回して、やっとの思いでプロットにして。そのプロットもまたこねにこねて。

　最初から決まっていたことといえばアンデッドと聖職者の二人が何かをすることだけ。つまりはノスタリカとリンリアの二人が何かをすることだけだったんです。

　凄く困りました。「何か」って何だよ、と。

　だからこそ、こうして皆様にお届けできたことに安堵しています。ですが、それは私一人の力ではなく、編集のＭ様。素敵なイラスト書いてくださった、らん先生。お二人の助力あってこそです。なのでこの場をお借りして、心からのお礼を申し上げたいと思います。

　本当に、ありがとうございました。




　そして最後に、これを読んでいるあなたへ。

　無数にある作品の中から本作を選んでくださり、ありがとうございます。




　二〇二五年一月吉日

西條神無
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